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【目　次】
基本政策１　未来の希望が輝くまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

1 婚活支援事業（蓮田で家族になろう。事業） 政策調整課、商工課、子ども支援課 10
2 不妊治療費助成事業 子ども支援課 10
3 母子保健推進事業 子ども支援課 11
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業 庶務課、商工課、子ども支援課 11
5 乳幼児とのふれあいの推進事業 学校教育課、保育課 12
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業 政策調整課、広報広聴課 12
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業 子ども支援課 13
8 予防接種事業 子ども支援課 14
9 乳幼児健康診査事業 子ども支援課 14
10 小児救急医療体制の充実 健康増進課 14

11 食育の推進事業
健康増進課、学校教育課
子ども支援課、社会教育課

15

3 母子保健推進事業（再掲） 子ども支援課 15
12 子どものための教育・保育給付事業 保育課 16

13
ブックスタート事業（はすぴぃのふれあい子育て「はじめての
絵本」）

子ども支援課、社会教育課 16

14 子ども読書支援センター（多世代交流サロン）整備事業 社会教育課 16
(1) 子育て支援 15 子ども・子育て支援事業計画の推進 子ども支援課 17

16 こども医療費助成事業 子ども支援課 18
17 保育料の経済的負担の軽減 保育課 18
18 多子世帯応援事業 子ども支援課、保育課 18
19 幼稚園就園奨励費の補助 保育課 18
20 待機児童対策の推進事業 子ども支援課、保育課 19
21 保育サービスの充実 子ども支援課、保育課 20
22 民間事業者等による放課後児童健全育成事業 保育課 20
23 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子ども支援課 21
24 家庭保育室の支援事業 保育課 21
25 病児・病後児保育事業 子ども支援課、保育課 22
26 保育士、学童保育所指導員等の研修の充実 保育課 22
27 発達や個性に応じた保育内容の充実 保育課 22
28 公園整備事業 みどり環境課 23
29 子育てにやさしい公共施設などの整備事業 庶務課 23
30 子育て情報誌発行事業 子ども支援課 23
31 公開型地理情報システム整備事業 都市計画課 23
32 子ども110番の家推進事業 学校教育課 24
33 子育て世帯向け防災訓練事業 危機管理課 24

34 公共施設の安全対策の充実
教育総務課、学校教育課
子ども支援課、保育課

25

35 児童虐待防止対策事業 子ども支援課 26

36 子どもの貧困対策事業
福祉課、教育総務課
子ども支援課

27

(4)
子どもと出かけられる環境の整
備

(5) 安心・安全

1
結婚～乳幼児の
子育て支援

(1)
結婚、出産、子育ての切れ目の
ない支援

(2) 子どもの健康

(3) 幼児教育の充実促進

(6) 子どもの権利の保障

2
子育て環境の整
備

(2) 子育ての負担軽減

(3) 保育環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

37 青少年健全育成支援事業 子ども支援課 28
38 公民館などを利用した子ども向け講座の開催 社会教育課 28
39 学校施設の活用 社会教育課、文化スポーツ課 29
40 放課後子供教室の実施 保育課 29

41 地域子育て支援拠点施設の充実
学校教育課、子ども支援課
保育課

30

42 地域で支える子育て支援事業 保育課 31
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業（再掲） 子ども支援課 31
43 子育てサークルの育成支援事業 子ども支援課、保育課、社会教育課 32
44 子育て活動促進事業 子ども支援課、社会教育課 33
45 母子愛育会活動支援事業 子ども支援課 33
46 家庭教育支援事業 子ども支援課 34
47 地域交流機会の創出 社会教育課、文化スポーツ課 34
48 小・中学校人権教育推進事業 学校教育課 35
49 心の教育・教育相談体制づくり事業 学校教育課 35
50 発達支援センター推進事業 学校教育課 35
51 特別支援教育推進事業 学校教育課 35
52 健康教育推進事業 学校教育課 36
53 小・中学校水泳指導民間連携事業 教育総務課 36
54 退職教員による定期的補充学習推進事業 学校教育課 36
55 はすだっ子ペンの達人！事業 学校教育課 36
56 理科支援員の全校配置 学校教育課 37

57 少人数学級の学年拡大
教育総務課
学校教育課

37

58 中学校部活動推進事業 学校教育課 37
59 外国語指導助手招致事業 学校教育課 38
60 外国語指導助手小学校配置推進事業 学校教育課 38
61 小・中学校英語教育推進事業 学校教育課 38
62 中学校国際親善訪問団派遣事業 学校教育課 38
63 小・中学校大規模改修事業 教育総務課 39
64 小・中学校校庭整備事業 教育総務課 39
65 学校給食の充実 教育総務課 39
66 小・中一貫教育モデル校指定事業 学校教育課 39
67 情報化推進事業 学校教育課 40
68 就学援助費の支給事業 子ども支援課 40
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業 学校教育課 40
70 交通指導員の配置事業 自治振興課 40
71 開かれた学校づくり 学校教育課 41
72 コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課 41
73 教職員の資質向上 学校教育課 41

(4) 環境教育の推進 74 農地や林などを活用した環境教育推進事業 学校教育課 42

4 学校教育の充実

(1) 教育内容の充実

(2) 教育環境の充実

(3) 学校の教育力の向上

3
地域や家庭にお
ける子育て支援

(1) 健全育成

(2
)

子育て支援拠点施設の整備・利
用促進

(3)
地域の関係機関と連携した子育
て支援
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【目　次】
基本政策２　健康で安心して暮らせるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

75 意識啓発・広報活動推進事業
庶務課、商工課
福祉課、社会教育課

43

76 福祉教育の推進・福祉意識の醸成事業 学校教育課、社会教育課 44
77 地域交流機会の提供事業 長寿支援課、保育課 45
78 多世代交流の促進事業 学校教育課、保育課 45
79 自治会の活動支援事業 自治振興課 46
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 46
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実 福祉課 47
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業 福祉課、健康増進課、長寿支援課 47
82 地域活動の担い手の育成事業 福祉課、長寿支援課,学校教育課 48
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 48
83 障がい者支援体制の確立（自立支援給付事業） 福祉課 49
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業） 福祉課 49
85 蓮田市障がい者就労支援事業 福祉課 50
86 障がい者作業所等運営支援事業 福祉課 50
87 はなみずき作業所及び複合施設整備事業 福祉課 50
88 高齢者の生きがい支援事業 長寿支援課 51
89 シルバー人材センター支援事業 長寿支援課 51
90 高齢者の総合相談・権利擁護事業 在宅医療介護課 52
91 高齢者見守り支援ネットワーク事業 在宅医療介護課 52
92 在宅医療・介護の連携体制の充実 在宅医療介護課 53
93 公共交通整備事業 都市計画課 54
94 高齢者援護・措置事業 長寿支援課 54
95 介護保険事業（介護保険運営事業） 長寿支援課 55
96 介護保険事業（地域支援事業） 長寿支援課、在宅医療介護課 56
97 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業） 在宅医療介護課 57
98 心の健康相談事業 健康増進課 58
99 がん検診事業 健康増進課 58
100 特定健康診査、特定保健指導事業 健康増進課 59

(2) 地域の健康づくりの推進 101 健康づくり推進事業 健康増進課 60
102 地域救急医療体制の充実 健康増進課 61
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 61

(1) 国民健康保険制度の適正な運営 103 国民健康保険の適正な運営 国保年金課 62

(2)
後期高齢者医療制度の適正な運
営

104 後期高齢者医療広域連合との連携 国保年金課 63

(3) 国民年金事務の円滑な運営 105 国民年金事務 国保年金課 64
(4) 生活困窮者支援（生活保護） 106 生活保護制度の適正な運営と自立支援 福祉課 65

2 障がい者支援

(1) 自立支援体制

(2) 社会参加に向けた環境整備

1
地域でともに支
え合う福祉の推
進

(1) 相互扶助意識の高揚

(2) 地域福祉環境の整備

(3) 地域福祉活動の充実

4
健康づくりの支
援

(1) 心と体の健康づくり

(3) 地域保健医療体制の整備

3 高齢者支援

(1)
生きがいづくり・社会参加の促
進

(2)
生活（自立）支援・権利擁護の
充実

(3)
介護保険制度の適正な運営と推
進

5
各種社会保障制
度の適正な運営
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地域における防犯対策の推進 107 防犯対策推進事業 危機管理課 66
(2) 防犯体制の充実 108 警察署の誘致 危機管理課 67
(3) 防犯対策の推進 109 街路灯整備推進事業 自治振興課 68

110 防災備蓄倉庫及び防災資機材の整備事業 危機管理課 69
111 自主防災組織育成事業 危機管理課 69
112 公共建築物の耐震補強整備事業 庶務課、建築指導課 70
113 木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 建築指導課 70
114 老朽管更新事業 水道課 71
115 公共下水道整備事業 下水道課 71
116 消防施設整備事業 消防課 72
117 排水路施設等整備事業 農政課、道路課 73
118 地域防災計画の改定と各種マニュアル整備事業 危機管理課 74
119 遠隔地自治体との災害支援体制の充実 危機管理課 74
120 情報伝達体制整備事業 危機管理課 75
121 情報セキュリティ対策の整備 電算課 75
122 新型インフルエンザ等対策の整備 健康増進課 75
123 消防設備整備事業 消防課 76
116 消防施設整備事業（再掲） 消防課 76

(2) 救急体制の充実 124 救急体制の強化 消防課 77
125 消防団の活性化推進事業 消防課 78
126 消防訓練等実施事業 消防課 78
127 交通安全施設等整備事業 自治振興課 79
128 放置自転車対策の推進事業 自治振興課 79
129 交通安全啓発事業 自治振興課 80
130 通学路の安全確保事業 自治振興課、道路課、学校教育課 81
131 消費生活相談事業 商工課 82
132 消費者教育推進事業 商工課 83

基本政策３　学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

133 生涯学習推進事業 社会教育課 84
134 生きがいづくりと社会参加推進事業 社会教育課 84
88 高齢者の生きがい支援事業（再掲） 長寿支援課 85
135 図書館システムの最適化及び学校図書館資源共有化推進事業 社会教育課 86
136 図書館機能・サービスの充実 社会教育課 86
137 総合文化会館運営事業 文化スポーツ課 87
138 ハストピアサポーターズ事業 文化スポーツ課 87
139 文化財啓発事業 学校教育課、社会教育課 88
140 国指定史跡黒浜貝塚整備・活用事業 社会教育課 88
141 市内貝塚群国指定史跡化推進事業 社会教育課 89
142 埋蔵文化財保存事業 社会教育課 89
143 市指定文化財保存修復事業 社会教育課 89

(1) 防災対策の推進

(2) 災害に強いまちづくりの推進

(3) 危機管理体制の確立

6 防犯対策の推進

7
防災対策・危機
管理体制の充実

9
交通安全対策の
推進

(1) 交通安全対策の充実

10 消費生活保護 (1) 消費生活の安全確保

8
消防・救急体制
の充実

(1) 消防体制の充実

(3) 地域における消防力の充実

2
地域に根差した
文化の継承と活
用

(1) 芸術・文化活動の振興

(2) 歴史・文化の保全と活用

1
生涯学習を通し
た生きる力の育
成

(1) 生涯学習体制の充実

(2) 学習環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

144 国際交流推進事業 自治振興課、学校教育課 90
59 外国語指導助手招致事業（再掲） 学校教育課 90
60 外国語指導助手小学校配置推進事業（再掲） 学校教育課 90
61 小・中学校英語教育推進事業（再掲） 学校教育課 90
62 中学校国際親善訪問団派遣事業（再掲） 学校教育課 91
145 スポーツ団体育成・支援事業 文化スポーツ課 92
146 スポーツ・レクリエーション普及事業 文化スポーツ課 92
147 スポーツ・レクリエーション指導者の育成 文化スポーツ課 92
58 中学校部活動推進事業（再掲） 学校教育課 93

(2) スポーツ施設整備の促進 148 スポーツ施設整備事業 みどり環境課、文化スポーツ課 94
149 人権教育・啓発推進事業 庶務課、社会教育課 95
150 いじめ防止対策推進事業 庶務課、学校教育課 95

6 平和行政の推進 (1) 平和意識の高揚 151 平和行政推進事業 庶務課 96
152 男女共同参画への意識づくり 庶務課 97
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業（再掲） 庶務課、商工課、子ども支援課 97

(2) 相談体制等の充実 153 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 庶務課、子ども支援課 98

基本政策４　地域の資源が活
い

きるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 企業立地促進 154 産業基盤整備事業
農政課、商工課、都市計画課
産業団地整備課、建築指導課

99

(2) 創業支援 155 創業支援事業 商工課 100
156 中心市街地の活性化推進事業 商工課 101
157 商工会との連携支援事業 商工課 102
158 商業団体活性化推進事業 商工課 102
159 新サービスエリア活用事業 農政課、商工課、都市計画課 103

160 あらゆる世代の就業支援事業
商工課、福祉課
長寿支援課、子ども支援課

104

155 創業支援事業（再掲） 商工課 104
161 地域資源の活用による蓮田ブランドの発掘・活用 広報広聴課、農政課、商工課 105
162 はすだFutureプロジェクト支援事業 商工課 106
163 特産品振興事業 農政課、商工課 106
164 産業振興支援事業 農政課 106
165 道の駅「はすだ」推進事業 農政課、商工課、道路課 107

5
人権教育・啓発
の推進

(1) 人権意識の高揚

7
男女共同参画の
推進

(1) 男女共同参画の促進

3
国際交流・多文
化共生

(1) 地域交流・多文化交流の促進

4
スポーツ・レク
リエーションの
振興

(1)
スポーツ・レクリエーション活
動の促進

1 産業の創出支援

2 産業育成・支援

(1) 産業振興・経営基盤の強化

(2) 就労支援

(3) 地域資源の活用
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

166 土地改良基盤整備推進事業 農政課 108
167 環境にやさしい農業への取組 農政課 108
168 地産地消の推進事業 農政課 108
169 農産物直売所の整備事業 農政課 108
170 ふれあい農園管理運営事業 農政課 108
171 交流ふれあい支援事業 農政課 109
172 新規就農総合支援事業 農政課 109
173 梨農家担い手確保事業 農政課 109
174 貸農園事業 農政課 109
175 農業経営の法人化事業 農政課 110

基本政策５　潤いのある快適なまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地球温暖化対策の推進 176 自然エネルギー活用システム設置費補助金交付事業 みどり環境課 111
177 花と緑のまちづくり事業 自治振興課、みどり環境課 112
178 自然環境保全支援事業 みどり環境課 112
179 黒浜沼周辺整備事業 みどり環境課 112
180 山ノ神沼周辺整備事業 みどり環境課、農政課 112
181 環境教育・環境学習推進事業 みどり環境課 113
74 農地や林などを活用した環境教育推進事業（再掲） 学校教育課 113

(1) 循環型社会の推進 182 資源リサイクル奨励金交付制度 みどり環境課 114
183 蓮田白岡衛生組合運営事業 みどり環境課 115
184 農業集落排水整備事業 下水道課 115
185 合併処理浄化槽設置整備事業 下水道課 115
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 115
186 環境衛生支援事業 みどり環境課 116
187 環境美化推進事業 みどり環境課 116

(1) 空き家等対策の推進 188 空き家等対策事業
危機管理課、みどり環境課
建築指導課

117

189 放射線測定事業
みどり環境課、学校教育課
保育課、消防課

118

190 給食用食材の放射性物質検査事業 教育総務課、保育課 119
191 土地利用計画の見直し 都市計画課 120
192 地区計画の策定 都市計画課 120

193 西口再開発ビル整備推進事業
庶務課、市民課、在宅医療介護課
西口再開発課、子ども支援課、保育課

121

194 拠点地域づくりの推進
政策調整課、都市計画課
文化スポーツ課、関係各課

122

2 環境衛生の推進
(2) ごみ・し尿処理体制の充実

(3) 環境美化活動の充実

3 農業の振興 (1) 都市型農業の振興

1 環境保全の推進
(2) 環境地域活動の充実

(3) 環境教育の充実

3
安心・安全な生
活環境

(2) 放射線対策の推進

4
魅力あるまちづ
くりの整備

(1)
快適で暮らしやすいまちづくり
の推進

(2) 魅力ある拠点づくりの推進

-6-



【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

195 スマートＩＣ整備推進事業 都市計画課、道路課 123
196 幹線道路の整備推進 都市計画課、道路課 123
197 橋りょう整備事業 道路課 124
198 生活道路整備事業 道路課 124
199 道路補修・排水整備事業 道路課 124
117 排水路施設等整備事業（再掲） 農政課、道路課 125
165 道の駅「はすだ」推進事業（再掲） 農政課、商工課、道路課 125
200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業 都市計画課 126
93 公共交通整備事業（再掲） 都市計画課 126
201 健全な上水道事業の経営 水道課 127
114 老朽管更新事業（再掲） 水道課 127
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 128
184 農業集落排水整備事業（再掲） 下水道課 128
185 合併処理浄化槽設置整備事業（再掲） 下水道課 128
202 公園リノベーション事業 みどり環境課 129
203 キッズパークはすだ事業 みどり環境課 129
28 公園整備事業（再掲） みどり環境課 129
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 130
179 黒浜沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課 130
180 山ノ神沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課、農政課 131
166 土地改良基盤整備推進事業（再掲） 農政課 132
170 ふれあい農園管理運営事業（再掲） 農政課 132
171 交流ふれあい支援事業（再掲） 農政課 132
174 貸農園事業（再掲） 農政課 133

基本政策６　地域活動が活性化されたまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

204 コミュニティ活動への支援事業 自治振興課 134
79 自治会の活動支援事業（再掲） 自治振興課 134
205 ＮＰＯ・市民活動支援事業 自治振興課 135
206 市民協働推進事業 自治振興課 135
207 市民イベント等支援事業 政策調整課 135
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 136
43 子育てサークルの育成支援事業（再掲） 子ども支援課、保育課、社会教育課 136
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 137
45 母子愛育会活動支援事業（再掲） 子ども支援課 137
47 地域交流機会の創出（再掲） 社会教育課、文化スポーツ課 137
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業（再掲） 学校教育課 138
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業（再掲） 福祉課、健康増進課、長寿支援課 138
82 地域活動の担い手の育成事業（再掲） 福祉課、長寿支援課,学校教育課 139
138 ハストピアサポーターズ事業（再掲） 文化スポーツ課 139
146 スポーツ・レクリエーション普及事業（再掲） 文化スポーツ課 139
162 はすだFutureプロジェクト支援事業（再掲） 商工課 140
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 140

5
道路・交通網の
整備

(1) 道路・橋りょう等の整備

(2) 公共交通の利便性の向上

7
公園の整備と緑
地の保全

(1) 魅力ある公園の整備

(2) 農地・緑地の保全と創造

6
上水道の安定供
給と下水処理の
推進

(1) 上水道の整備・充実

(2) 下水道の整備・充実

1 市民協働の推進

(1) 地域コミュニティの活性化

(2) 市民活動・NPO活動の支援
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

208 情報公開制度の充実 庶務課 141
121 情報セキュリティ対策の整備（再掲） 電算課 141
209 蓮田市都市計画図基本図作成事業 都市計画課 142
31 公開型地理情報システム整備事業（再掲） 都市計画課 142
67 情報化推進事業（再掲） 学校教育課 142
120 情報伝達体制整備事業（再掲） 危機管理課 143
210 シティセールスの推進 政策調整課、広報広聴課 144

211
マスコットキャラクターや広報大使を活用したシティセールス
推進事業

広報広聴課、商工課 144

212 パブリックコメント制度の充実 広報広聴課 145
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業（再掲） 政策調整課、広報広聴課 145

213 行政改革推進事業 政策調整課、関係各課 146
214 人材育成推進事業 秘書課 146
215 財政健全化事業 財政課 147
216 総合行政システム整備事業 電算課 147

(2) 施設の計画的な管理 217 インフラ維持管理の効率的なマネジメントの実施 庶務課、関係各課 148
218 中央公民館パーキングシステム導入・活用事業 社会教育課 149
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 149

(4) 行政組織の効率化・人材育成 219
蓮田市定員適正化計画及び蓮田市特定事業主行動計画の進行管
理

政策調整課、秘書課 150

220 近隣市町連携事業 政策調整課、広報広聴課 151
221 長野県松川町（遠隔地自治体）等との友好交流 広報広聴課、学校教育課 151
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業）（再掲） 福祉課 152
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 152
183 蓮田白岡衛生組合運営事業（再掲） みどり環境課 153
222 彩の国ロードサポート制度の推進 道路課 154
223 教育機関等連携事業 政策調整課、関係各課 154
224 民間企業等連携事業 政策調整課、関係各課 155
225 東埼玉病院周辺の活用の検討 政策調整課、関係各課 156
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 156

80
社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実（再
掲）

福祉課 156

2
情報共有・情報
発信

(1)
情報公開の充実・個人情報の保
護

(2) 地域情報化の推進

(3) 広聴・広報の充実

4
関係自治体・関
係機関との連携

(1) 関係自治体との連携

(2) 関係機関との連携

3
健全・効果的な
行財政運営

(1) 計画的・効率的な行財政運営

(3) 民間活力の導入
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　SAITAMA出会いサポートセンター主催の
出張登録会を実施しました。
　青年会議所が行っている婚活イベント
は、新型コロナウィルス感染症拡大を防ぐ
観点から中止となりました。

b 一部達成

　引き続き、SAITAMA出会いサポートセ
ンター運営協議会に参加するととも
に、青年会議所による婚活イベント実
施を支援します。

0

商工課

　H28年度以降（一社）蓮田青年会議所が
婚活イベントを実施し、毎年「商業団体活
性化推進事業費補助金」を交付してきまし
たが、R2年度は新型コロナウイルス感染拡
大防止のためイベントを実施しませんでし
た。そのため、商業団体活性化推進事業費
補助金の交付を行いませんでした。

c 未達成
　新型コロナウイルスに対応した婚活
イベントの実施方法について、青年会
議所と協議していきます。

0

子ども支
援課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会い
サポートセンター運営協議会」に引き続き
加入しました。
　勤労青少年ホームでSAITAMA出会いサ
ポートセンター職員による出張登録会を実
施し、制度の周知と会員数の増加に努めま
した。

a 達成

　埼玉県、市町村、企業等により構成
する「SAITAMA出会いサポートセンター
運営協議会」に引き続き加入し、
SAITAMA出会いサポートセンターを利用
して結婚活動を行う市民を支援しま
す。
　また、SAITAMA出会いサポートセン
ターの周知や蓮田市の魅力の発信を関
係各課と連携して実施します。

54

不妊治療
費助成事
業

　高額の治療費がかかる不妊治
療について、経済的負担の軽減
を図るため、治療費を一部助成
する。また、夫婦そろって不妊
検査を実施した時の検査費の一
部助成を行う。

子ども支
援課

　R2年度は、不妊治療費は延べ45件、不妊
検査費は延べ22件、不育症検査費は4件の
助成を行いました。

a 達成
　事業のPRを積極的に行い、制度を利
用していただけるように努めていきま
す。

2,890

※再掲の事業は網掛けとなっています。

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

進行管理シート≪主要事業≫の見方

基本政策１

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

2

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらうことで、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

令和２年度中に実施し

た内容に対する評価を

記載しています。

評価は、

・ａ達成

・ｂ一部達成

・ｃ未達成

・ｄその他

令和２年度に実施すべき

内容を記載しています。 令和２年度中に実施した

内容を課ごとに記載して

います。
今後実施する内容

を記載しています。

各事業の決算額

を課ごとに記載

しています。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　SAITAMA出会いサポートセンター主催の
出張登録会が実施されました。
　青年会議所が行っている婚活イベント
は、新型コロナウィルス感染症拡大を防ぐ
観点から中止となりました。

b 一部達成
　引き続き、SAITAMA出会いサポートセ
ンター運営協議会に参加するととも
に、婚活イベント実施を支援します。

0

商工課

　H28年度以降（一社）蓮田青年会議所が
婚活イベントを実施し、毎年「商業団体活
性化推進事業費補助金」を交付してきまし
たが、R2年度は新型コロナウイルス感染拡
大防止のためイベントを実施しませんでし
た。そのため、商業団体活性化推進事業費
補助金の交付を行いませんでした。

c 未達成
　新型コロナウイルスに対応した婚活
イベントの実施方法について、青年会
議所と協議していきます。

0

子ども支
援課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会い
サポートセンター運営協議会」に引き続き
加入しました。
　勤労青少年ホームでSAITAMA出会いサ
ポートセンター職員による出張登録会を実
施し、制度の周知と会員数の増加に努めま
した。

a 達成

　埼玉県、市町村、企業等により構成
する「SAITAMA出会いサポートセンター
運営協議会」に引き続き加入し、
SAITAMA出会いサポートセンターを利用
して結婚活動を行う市民を支援しま
す。
　また、SAITAMA出会いサポートセン
ターの周知や蓮田市の魅力の発信を関
係各課と連携して実施します。

54

不妊治療
費助成事
業

　高額の治療費がかかる不妊治
療について、経済的負担の軽減
を図るため、治療費を一部助成
する。また、夫婦そろって不妊
検査を実施した時の検査費の一
部助成を行う。

子ども支
援課

　R2年度は、不妊治療費は延べ45件、不妊
検査費は延べ22件、不育症検査費は延べ4
件の助成を行いました。

a 達成
　事業のPRを積極的に行い、制度を利
用していただけるように努めていきま
す。

2,890

基本政策１

R2年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

2

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらうことで、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

R2年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支
援課

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活
動に関する相談に対し、各地区担当保健師
がきめ細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊
婦健康診査助成券について、市役所での交
付時には必ず面接し、妊婦健康診査の必要
性について説明しました。

b 一部達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活
動に各地区担当保健師が丁寧に対応し
ていきます。
　妊婦健康診査助成券を利用し、安心
安全な妊娠生活を送れるようにサポー
トしていきます。

41,634

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR1年度
実施分の進行確認を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、新型
コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
R2年度は開催をすることができませんでし
た。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基
づき、各課で所管された事業が具体的
に実施されるよう進行管理を行うとと
もに、男女共同参画推進に向けたセミ
ナーを開催します。

0

商工課

　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯
学習部、学校教育部の関係各課へ提供しま
した。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提
供などを行っていきます。
　庶務課と共同で男女共同参画をテー
マとしたセミナーの実施について検討
していきます。

0

子ども支
援課

　新型コロナウイルス感染予防対策を徹底
し、両親学級の内容を精査のうえ、時間短
縮かつ日程を3回から2回に変更して8月末
から2回目の緊急事態宣言が発令される前
の12月まで実施しました。
両親学級受講延人数　59人
個別妊婦相談延人数　13人

b 一部達成

　新型コロナウイルス対策のため土曜
日に開催している両親学級2回目では、
男性に必ず沐浴実習を行ってもらって
いるが、短時間で密にならないよう工
夫して実施します。
　緊急事態宣言などで両親学級が開催
できない場合は、個別相談等を実施す
る等他の方法でのフォロー体制をとる
ようにし、男性の子育て参加の促進を
図ります。

30

4

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級において父親の
役割等の講話を実施するなど男
性の子育て参加の促進を図る。

3
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

R2年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染症の影響で、中
学生による社会体験チャレンジでの幼稚園
や保育園での活動ができませんでしたが、
中学校3年生の家庭科の学習では、保育の
分野を学習しました。

b 一部達成

　引き続き、社会体験チャレンジで幼
稚園・保育園に中学生の受入をお願い
し、体験学習による乳幼児との触れ合
いや、中学校家庭科での保育の学習を
通して理解を深めていきます。

0

保育課

　例年、保育園児と小学生の交流や、中学
生の社会体験チャレンジ事業、家庭科の授
業の一環で保育園児と中学生の交流を行っ
ておりましたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、今年度は事業の実施を
見合わせました。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症防止対策
を十分考慮しながら実施できる方法に
ついて検討を進めていきます。

0

政策調整
課

　定住・子育て応援促進サイトの掲載情報
の更新を広報広聴課へ依頼し、レイアウト
の見直しや蓮田駅西口行政センターオープ
ンにあわせ、プレックス・キッズ等の紹介
を追加しました。
　R3年1～2月のアクセス数は1419件、前年
比134％となりました。

b 一部達成

　定住・子育て応援促進サイトにおい
て、積極的に新しい情報を発信し、ア
クセス数の増加を図り、関係人口や交
流人口、移住・定住人口の増加を目指
します。

0

広報広聴
課

　蓮田の魅力を発見するための契機となる
よう、定住・子育て応援促進サイト内の情
報を見直し、さまざまな事業の進捗状況に
合わせて、新しい写真や情報へ更新し、各
種情報提供を行いました。

b 一部達成

　定住・子育て応援促進サイトについ
て、特に若年層にターゲットを定め、
魅力ある蓮田の情報発信を行い、人口
増加に繫がるようアクセス数の増加に
努めます。

1,652

5

　公式ホームページについて、
次期システムの検討、構築を行
う。並行して、定住促進サイト
「ちょうどいい蓮田」につい
て、アクセス数の増加を図るた
め、内容を充実させていく。

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

6

乳幼児と
のふれあ
いの推進
事業

　授業の一環として行う中学生
社会体験チャレンジ事業などを
通じて、子育てに関する知識を
習得できる機会を小・中学生に
提供し、子育てなどの意義に関
する普及啓発を図る。

-12-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

R2年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担
が高まる中、妊娠期から子育て
期にわたる切れ目のない支援を
行うために、子育て世代包括支
援センター事業を推進する。平
成３０年度の市役所内への開設
に続き、西口再開発ビル内への
設置を進める。

子ども支
援課

　子ども支援課での妊娠届出時には、必ず
保健師等が相談室でプライバシーに配慮し
て面接を行い母子健康手帳を発行するよう
にし、ハイリスク妊婦の早期発見、早期
フォローに努めました。
　また、月に一度フォロー会議を開き担当
内の情報共有を行いました。

a 達成

　4月から蓮田駅西口行政センター内子
育てサポートコーナーにおいて2か所目
の子育て世代包括支援センターの運営
を開始しました。
　子育てサポートコーナー内の子育て
ひろばやファミリー・サポート・セン
ターと連携を図るとともに、妊産婦及
び子育て世代へのフォローを充実させ
ます。また、相談に対応する保健師等
専門職の技術の向上を図ります。

1,3347
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

予防接種
事業

　予防接種法に基づき、感染の
恐れがある疾病の発生及びまん
延を予防するために予防接種を
行い、公衆衛生の向上及び市民
の健康の保持に寄与していく。
　また、予防接種のお知らせや
市の子育て情報等をメールで配
信するサービスを行う。

子ども支
援課

　新型コロナウイルス対策のため、集団接種を中止
し、個別接種のみで実施しました。県外での予防接
種費の助成(償還払い)は、110件の助成を実施しまし
た。新型コロナウイルス感染症の影響で里帰り出産
等が長引く傾向にあるため、利用者一人当たりの金
額が増えています。
　子育て情報メールサービスの登録人数は3月末時点
で累計3,760人です。

a 達成

　定期予防接種償還払い制度のPRに努めていきま
す。
　子育て情報メールサービスについても、機会を
捉えてPRを継続していきます。

108,552

乳幼児健
康診査事
業

　乳幼児が心身ともに健康に発
育できるようにするため、乳幼
児の成長段階に応じて健康診査
を実施し、病気や異常の早期発
見や保護者への保健指導・療育
支援につなげる。

子ども支
援課

　新型コロナウイルス感染症対策のため、会場の消
毒や感染予防対策を徹底しながら各乳幼児健診を実
施しています。
　緊急事態宣言を受けて、4～5月分は中止としまし
たが、代わりに計測相談日を設けてフォローを行い
ました。感染を危惧して、ご自身で病院での健診を
受けたかたや来所を控えたかたもおりましたが、来
所を控えたかたに対しては、フォローを行っていま
す。
　また、滞在時間を短くするため相談等は電話対応
等臨機応変に対応しています。各健診の受診率は、3
～4か月児健診82.8％、9～10か月児健診84.3％、1歳
6か月児健診96.7％、3歳児健診97.6％でした。

a 達成
　新型コロナウイルス感染症対策をしながら、乳
幼児健診を実施していくとともに、未受診者の
フォローに努めます。

37,688

小児救急
医療体制
の充実

　子どもが必要な時に必要な保
健医療サービスを受けられるよ
う、休日等における急病者の医
療を確保する。
　利根保健医療圏医療連携推進
協議会（とねっと）による地域
医療ネットワークシステムの管
理・運営を支援するとともに、
病院及び有床診療所が輪番制で
救急患者の診療を行う東部北地
区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営
に対して支援する。

健康増進
課

　東部北地区第二次小児救急病院群輪番制業務は、
予定の日数を実施しました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービスを受けら
れるように、引き続き「東部北地区第二次救急の
病院群輪番制病院運営事業等」の支援を行いま
す。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師会との協
力体制の整備及び幸手、加須保健所との連携を図
ります。

2,14810

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

8

9

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

健康増進
課

　H30年度に策定した「健康はすだ21（第2次）改定
版・蓮田市食育推進計画」に基づき、地域の食生活
支援のための情報共有や団体ごとに食育推進の取組
を実施しました。
　食育推進員連絡会議では、コロナ禍における食育
推進のあり方やレシピ集の掲載内容について検討し
ました。
　食育推進員が中心となり、レシピ集を作成しまし
た。また、レシピについては、市ホームページに毎
月レシピを２つずつ継続的に掲載しました。

a 達成

　食育推進員を中心に「健康はすだ21（第2次）
改定版・蓮田市食育推進計画」に基づき、市民に
対する食育推進の活動を市全域で実施します。
　食育推進員が中心となり作成したレシピ集を活
用し、あらゆる機会をとらえて食育推進を図りま
す。

437

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染症の影響で、県主催の
「食育推進リーダー研修会」が中止となりました。
　市内の学校に配置している栄養教諭や栄養技師か
ら児童・生徒に対して、栄養面等に関する食育の授
業を実施しました。

b 一部達成

　食育推進リーダー研修会を周知し、参加者の増
加を目指します。加えて、多くの教職員が食育に
ついて興味を持ち、自己研修できるよう、研修会
の内容や県の食育に関するリーフレットを周知し
ます。

0

子ども支
援課

　R2年度に実施した両親学級の栄養講話受講者は19
人でした。
　乳幼児相談での栄養相談者は延べ34人でした。乳
幼児健診での栄養相談は、3～4か月児健診が延べ60
人、9～10か月児健診が延べ73人、1歳6か月児健診が
延べ33人、3歳児健診が延べ17人でした。緊急事態宣
言下では、完全予約制で個別離乳食相談を行いまし
た。

b 一部達成
　新型コロナウイルスの感染拡大に配慮しつつ、
食育の必要性を乳幼児健診や両親学級等の様々な
機会を捉えてPRしていきます。

0

社会教育
課

　市内小学校の歴史講座や親子ふれあい村などのイ
ベントにおいて、黒浜貝塚を用いて縄文時代の食に
ついて説明を行いました。
　中央公民館では、例年、夏と冬の子ども講座に食
に関する講座を取り入れてきましたが、R2年度につ
いては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
開催を中止しました。

b 一部達成

　今後も学校歴史講座や各イベントで、縄文時代
の食に関する説明を行い、歴史的観点から食育を
推進していきます。
　中央公民館では、新型コロナウイルス感染症対
策を講じながら、大学と連携し、子どもが食に関
心を持てるような事業の充実を図ります。

0

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支
援課

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活動に関す
る相談に対し、各地区担当保健師がきめ細やかに対
応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊婦健康診
査助成券について、市役所での交付時には必ず面接
し、妊婦健康診査の必要性について説明しました。

b 一部達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動に各地区
担当保健師が丁寧に対応していきます。
　妊婦健康診査助成券を利用し、安心安全な妊娠
生活を送れるようにサポートしていきます。

41,634

11
食育の推
進事業

　健康はすだ２１（第２次）と
食育推進計画を一体化させた計
画を策定し、市全域で食育推進
に取り組み、妊娠期から子育て
期に対して食育の推進を図る。
　学校に対しては、栄養教諭に
よる食育授業の一層の推進を図
るため、生活科、総合的な学習
の時間、家庭科などの教科を通
して、生産や栄養のことなど食
についての学習を充実させる。
　食生活支援に関わる関係団
体、関係機関に対しては、地域
食生活支援推進会議を開催し、
地域で「食育」を推進する取組
が展開できるように働きかけ、
支援する。
　生涯学習分野においても、夏
と冬に中央公民館で開催してい
る子ども講座に食に関する講座
を取り入れ学習の場を提供する
ほか、黒浜貝塚整備において縄
文時代に食されていた植物を保
全・植栽し、歴史的観点からの
食育学習を推進する。

3
（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（３）幼児教育の充実促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

子どもの
ための教
育・保育
給付事業

　認定こども園、保育園及び特
定地域型保育事業を運営する事
業者に対して、国の基準に基づ
く給付を行う。

保育課
　認定こども園、保育園等44施設に対し、施
設型給付費または地域型給付費を給付しまし
た。

a 達成

　認定こども園、保育園及び特定地域型
保育事業を運営する事業者に対して、引
き続き国の基準に基づく給付を行いま
す。

493,448

子ども支
援課

　例年は3か月児健診で絵本の読み聞かせ等
を行い、絵本を配布していましたが、新型コ
ロナウイルス感染予防対策のため、6月から
再開した3か月児健診の来所者に絵本を渡す
のみの対応をしました。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を注
視しながら、社会教育課と連携し事業を
推進していきます。

0

社会教育
課

　新型コロナウイルスの感染症拡大防止のた
め、健診会場での読み聞かせ体験は中止しま
したが、健診会場で絵本と絵本バックをプレ
ゼントし、図書館案内等を配布しました。
　R2年度は334名に絵本をプレゼントしまし
た。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を行いながら、絵本を配布
し、絵本で繋ぐ親子の時間、ふれあいの
時間を持っていただけるようにに啓発し
ていきます。

447

子ども読
書支援セ
ンター
（多世代
交流サロ
ン）整備
事業

　子どもたちの豊かな感性、表
現力、想像力を高める読書の効
用を提供できる機会や本に親し
む環境を提供して子どもたちへ
の読書支援を行う。
　また、図書館施設の特性と地
域特性を生かしたサービスを提
供して様々な世代に対応した読
書環境の充実を図り、子どもか
らお年寄りまで多世代が利用で
きる読書環境づくりや子育て環
境の充実を推進する。

社会教育
課

　子どもたちが利用しやすいように、4月、5
月の臨時休館中に子どもの本コーナーの配架
場所の大幅な変更を行いました。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、ほとんどのイベントが中止となりま
したが、４歳から小学生向けのおはなし会
「おはなしひろばてくてく」は11月、12月に
一時再開しました。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見ながら、対策を講じ、
様々な世代が参加しやすいイベントの再
開を目指します。
　また、多世代が図書館を身近に感じ、
利用できる読書環境づくりを推進してい
きます。

0

13

ブックス
タート事
業（はす
ぴぃのふ
れあい子
育て「は
じめての
絵本」）

　乳幼児健診時に乳児とその保
護者に絵本を手渡し、読み聞か
せを体験していただくことによ
り、絵本を通して赤ちゃんと保
護者がゆっくりと向き合い、楽
しくあたたまる時間を持つきっ
かけ作りを行う。
　また、その後の健診や図書館
事業の中で、赤ちゃんと保護者
が一緒に本を開いて楽しんでい
けるようフォローアップを行
い、子育て支援の充実を図る。

14

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

12

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（１）子育て支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

子ども・
子育て支
援事業計
画の推進

　地域における子どもや子育て
家庭の状況に応じた子ども・子
育て支援を行うため、令和２年
度から令和６年度を計画期間と
する第二期子ども・子育て支援
事業計画に基づき事業を推進す
る。

子ども支
援課

　計画の進行管理を行い、児童福祉審議会
で報告を行いました。
　児童福祉審議会は、10月は通常どおり開
催できましたが、1月は緊急事態宣言が発
令されていたため、書面で実施しました。

a 達成

　引き続き第二期子ども・子育て支援
事業計画に基づいた進行管理を行うと
ともに、計画の中間年度にあたる令和4
年度に改訂が必要かどうか検討を進め
ます。

50

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

15

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（２）子育ての負担軽減

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

こども医
療費助成
事業

　子どもが必要とする医療が容
易に受けられるように、中学校
修了まで入院・通院に係る医療
費の一部を助成する。

子ども支
援課

　R3年1月診療分より、対象年齢を入院・
通院ともに18歳の年度末まで引き上げまし
た。
　また、利用者のニーズを反映し、受給者
証のサイズをカードサイズに変更しまし
た。

a 達成
　子どもが必要とする医療を容易に受
けられるよう、引き続き事業を実施し
ます。

152,162

保育料の
経済的負
担の軽減

　同一世帯から保育園等に入園
している第２子以降等の保育料
について軽減を図る。

保育課
　蓮田市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の保育料に関する規則に基づ
き、保育料の軽減を図りました。

a 達成

　継続して蓮田市特定教育・保育施設
及び特定地域型保育事業の保育料に関
する規則に基づき、保育料の軽減を図
ります。

集計不可

子ども支
援課

　埼玉県で行っている第3子以降の子ども
が生まれた世帯に配布する「3キュー子育
てチケット」や多子世帯応援ショップ事業
の情報を掲載した子育てガイドブックを窓
口等で配布し、制度の周知を行いました。

a 達成
　引き続き埼玉県と連携し、「3キュー
子育てチケット」や多子世帯応援
ショップ制度の周知を行います。

0

保育課

　埼玉県と連携し、保育園等に入園する第
3子以降の0歳児から2歳児クラスの児童の
保育料を無料にすることにより、多子世帯
における経済的負担の軽減を図りました。

a 達成
　制度の周知を徹底し、保護者の申請
漏れを防ぎます。 10,005

幼稚園就
園奨励費
の補助

　令和元年１０月に実施された
幼児教育無償化において、幼稚
園の利用料が無償化事業の対象
とされたため、本事業は同年９
月末で終了した。

保育課 事業終了

18
多子世帯
応援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に
入園する第３子以降の０歳児か
ら２歳児クラスの児童の保育料
を無料にすることや、第３子以
降の子どもが生まれた世帯を対
象にクーポン券を配布すること
により、多子世帯における経済
的負担の軽減を図る。
（※事業費は、負担減に伴う歳
入減を含めた表記としていま
す。）

19

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

16

17

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

子ども支
援課

　国庫補助金を活用し、小規模保育施設
「スクルドエンジェル保育園蓮田駅前園」
の開設を支援しました。R3年4月に開園し
たことで定員が19人増えました。
　また、保育園希望者の教育ニーズを満た
せるように、「花星保育園」の認定こども
園への移行を支援し、R3年4月に「花星こ
ども園」に移行しました。

a 達成

　第二期子ども・子育て支援事業計画
に基づき、民間保育園等の整備を支援
し、さらなる保育の受入枠の拡大を図
ります。
　R3年度は、馬込地内の保育園整備を
支援し、定員を90名増やすほか、私立
幼稚園の認定こども園への移行を進め
ます。

26,250

保育課

　R2年4月から「とねの会はすだ保育園」
が開園し、乳幼児の受け入れを開始しまし
た。
　R3年4月からの小規模保育園「スクルド
エンジェル保育園蓮田駅前園」の開園にむ
けて準備を進めました。

b 一部達成

　保護者が安心して子どもを預け、子
どもたちが快適に過ごせるように子育
て支援施設の充実を図ります。私立保
育園の整備について検討を進めます。
　学童保育所については待機児童の推
移を捉えながら調査・検討を進めま
す。

152,916

20
待機児童
対策の推
進事業

　保育園については、老朽化し
た東保育園の改修を行うほか、
認定こども園や私立保育園に保
育を委託し、定員を増加するこ
とで保育の受入枠の拡大を図
る。
　学童保育所については、待機
児童の状況に応じて施設整備を
検討する。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支
援課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポー
トコーナー「プレックス・キッズ」に、一
時預かり保育室を整備しました。

a 達成
　保護者や委託運営事業者の要望を把
握し、拡充を検討します。

2,067

保育課

　保護者が一時的に保育できないときに、
中央保育園、閏戸保育園、黒浜保育園、東
保育園において、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止対策を徹底しながら、一
時預かりを実施しました。
　東保育園、中央保育園、蓮田みぬま保育
園において、保育時間の延長を行いまし
た。
　私立の保育園等において、R2年4月から
新たに「とねの会はすだ保育園」において
一時預かり事業及び延長保育事業の補助を
行うことにより事業を実施し、保護者の
ニーズに対応しました。

a 達成

　保育士の確保が課題であり、事業の
拡充のため、継続して保育士の確保に
努めます。
　継続して、中央保育園、閏戸保育
園、黒浜保育園、東保育園において一
時預かりを実施します。
　私立保育園においても、一時預かり
事業、延長保育事業の委託を行い、保
護者のニーズに対応していきます。

14,818

民間事業
者等によ
る放課後
児童健全
育成事業

　学童保育所の定員の増員、対
象児童の年齢拡大及び事業の効
率的な実施のため、民間に学童
保育所（放課後児童健全育成事
業）の委託を行い、事業実施に
係る委託費を支給する。

保育課
　保護者会が運営する学童保育所（ともだ
ち学童）に放課後児童健全育成事業の委託
をしました。

a 達成

　R3年度まで、継続して保護者会が運
営する学童保育所（ともだち学童）に
事業を委託し、放課後児童健全育成事
業の効率的な実施を図ります。

5,62422

21
保育サー
ビスの充
実

保護者が一時的に保育できない
ときのために、一時預かり事業
を実施する。中央保育園、閏戸
保育園、黒浜保育園に加えて、
令和元年度からは東保育園でも
一時保育事業を開始した。
　また、東保育園、中央保育
園、蓮田みぬま保育園におい
て、保育時間の延長を行う。
　私立の保育園等においても一
時預かり事業及び延長保育事業
の委託を行うことで、保護者の
ニーズに対応する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業の推
進

　女性の社会進出が進む中で、
仕事と子育てとの両立が課題と
なっており、地域において保育
などの援助を受けたい人と援助
を行いたい人を会員として登録
し、会員相互による子育ての相
互援助活動を支援するファミ
リー・サポート・センター事業
を推進する。
　西口再開発ビル完成に合わせ
て現在の勤労青少年ホームから
移転し、業務の拡充を図る。

子ども支
援課

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止す
るため、各種交流会や講習会を中止しまし
たが、子育ての輪通信等で援助の方法等に
ついて会員に周知しました。
　また、昨年度に引き続き、学校等臨時休
業を受けて利用料の減免を実施しました。

【R3年3月末会員数】
依頼会員　346人
協力会員　 78人
両方会員　 36人
合計　　　460人

a 達成

　R3年4月から蓮田駅西口行政センター
内子育てサポートコーナー「プレック
ス・キッズ」に移転したことに伴い、
運営日及びアドバイザー数を増やし、
事業の拡充を図ります。
　また、事業の啓発・協力会員の拡大
を図るため、広報などにより募集を行
うとともに、介護保険法による協議体
や地域包括支援センターと連携を行い
ます。

4,290

家庭保育
室の支援
事業

　保護者の労働または疾病等に
より保育が必要となる３歳未満
の乳幼児を、蓮田市認可外保育
施設指導監督要綱に基づき安全
に保育する家庭保育室に保育委
託することにより、保護者が安
心して労働等に専念できる環境
を構築し、乳幼児の福祉の向上
を図る。

保育課

　蓮田市家庭保育室実施要綱に基づき委託
している家庭保育室に対して、運営費など
の補助を行いました。
　市内の中村家庭保育室については、R3年
3月31日で事業を終了しました。
　年1回義務付けられている立入検査を実
施し、指導事項があれば適切な指導を行
い、保護者が安心して子どもを預け、子ど
もたちが快適に過ごせる環境づくりを図り
ました。

a 達成

　R3年度から、市内に家庭保育室はあ
りませんが、蓮田市家庭保育室実施要
綱に基づき、市内在住の児童が他市の
家庭保育室を利用する場合に、運営費
の補助金の事務を適正に実施します。

38

23

24
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支
援課

　急な送迎や預かり、病児保育などファミ
リー・サポート・センターで対応ができな
い依頼に対して、緊急サポートセンター埼
玉に依頼し、サポートを行いました。
　また、学校等臨時休業を受けて利用料の
減免を実施しました。

a 達成

　引き続き事業を実施することでファ
ミリー・サポート・センターで対応で
きない依頼に緊急サポートセンター埼
玉で対応するとともに、サポート会員
の講習会を実施し、登録会員の拡大を
図ります。

877

保育課

　窓口で病児保育事業を必要とする保護者
に説明を行っていますが、窓口での問い合
わせはほとんどありませんでした。
　R2年から病後児保育事業の実施にむけて
調整をしてきましたが、新型コロナウイル
ス感染症の流行のため実施時期について見
送ることになりました。

b 一部達成

　緊急サポートセンター埼玉に関する
情報を、病児・病後児保育を必要とし
ている保護者に情報提供を行っていき
ます。
　R4年度以降、新型ウイルス感染症の
状況等を踏まえ、事業実施について準
備を進めていきます。

0

保育士、
学童保育
所指導員
等の研修
の充実

　各種研修会などを通じて、保
育士等の資質向上に努める。

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保育士においては、埼玉県保育士会等
主催の研修会は中止となりましたが、DVD
が配布され、各保育園において各自視聴に
よる研修を行いました。また、家庭児童相
談員を講師に招き、支援の必要な児童の対
応についての研修を行い、資質の向上を図
りました。
　学童指導員においては、埼玉県主催の放
課後児童支援員認定資格研修に参加し、放
課後児童支援員の資格を取得しています。
また、埼玉県主催のオンライン研修に参加
し、資質の向上を図りました。

b 一部達成

　保育士については、今後も各種研修
会を通じ、保育士の資質向上に努めま
す。
　学童保育所指導員については、放課
後児童支援員認定資格研修受講者を計
画的に受講していき、さらに、指定管
理者による定期的な研修を受け資質の
向上につなげていきます。

174

発達や個
性に応じ
た保育内
容の充実

　園児の発育・発達状況を把握
し、子どもの発達や個性に応じ
た保育の質の向上に努めるとと
もに、子どもの健康や安全に配
慮した保育内容の充実を図る。

保育課

　新型コロナウイルス感染症対策を講じな
がら、ことばの教室については、各園年2
回、巡回相談を実施しました。
　研修等を通して保育士の資質の向上を図
りました。

b 一部達成

　引き続き園児の能力や個性を尊重
し、それぞれの子どもの発達や個性に
応じた保育を実施します。
　研修等を通して、保育士の資質の向
上に努めます。

0

26

27

25
病児・病
後児保育
事業

　児童が病気または回復期にあ
り、保護者が労働等により保育
できない場合に、緊急サポート
センター埼玉にサポート会員と
して登録されている方が保護者
に代わって保育を行う。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

公園整備
事業

　遊具や設備について安全点検
を行うとともに、計画的に修
繕・更新を行い、誰もが安心し
て利用できる公園にする。
　また、簡易児童遊園地につい
て、幼児を安心して遊ばせ、子
育て中の親同士の交流が図れる
よう、設置場所の見直し等につ
いて検討を行う。

みどり環
境課

　西城沼公園、根ヶ谷戸公園、綾瀬やすら
ぎふれあい公園に健康遊具、西城沼公園に
バスケットゴールの設置を行いました。
　ひょうたん池護岸工事、中谷公園フェン
ス工事を行いました。
　三角公園に防球ネット設置工事を行いま
した。

a 達成

　公園遊具を含む、公園内事故０を目
指し、引き続き施設の点検・修繕・更
新を進めていきます。

64,355

子育てに
やさしい
公共施設
などの整
備事業

　子育て中のかたが安心して利
用できるように、子育てにやさ
しい施設の整備を図り、多世代
交流の場としての環境整備を推
進する。

庶務課

　R1年度までに一通り必要な設備を設置し
たことから、R2年度は子育て世代の来所の
機会が多い子ども支援課、保育課等に寄せ
られる市民の意見等を収集を行いました。

a 達成
　現状の設備の機能を維持し、継続し
て市民や担当部署からの意見を収集し
見直しを行っていきます。

0

子育て情
報誌発行
事業

　市内の子育て支援施設、イベ
ントや子どもの健康に関するこ
と、児童手当やこども医療費助
成など、子育てに係るさまざま
な情報をまとめた冊子をゼロ予
算で作成する。幼稚園や保育園
の園児の保護者に配付するほ
か、図書館などの公共施設の窓
口に設置する。

子ども支
援課

　子育てガイドブック2020を保育園や幼稚
園、子育て支援センター等子育て関係機関
に配布するとともに、転入や出生した子育
て世代に対して配布しました。

a 達成

　引き続き子育てガイドブック2020を
転入者や出生した子育て世代、関係機
関等に配布し、子育て情報の周知に努
めます。

0

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに
情報を追加する。

都市計画
課

　立地適正化計画データ（居住誘導区域・
都市機能誘導区域(案)をテストサイトに追
加）、洪水ハザードマップデータを新規情
報として追加し公開しました。また、既存
情報（都市計画情報・指定道路網図等）の
更新を行いました。

b 一部達成

　選挙ポスター掲示場所データを新規
情報として追加できるか引き続き検討
します。
　また、公開型地図情報システムを適
切に管理していきます。

3,585

29

30

31

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

28

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

子ども110
番の家推
進事業

　犯罪から子どもを守るため、緊急
の避難場所として「子ども１１０番の
家」の設置箇所数の増加を図る。

学校教育
課

　子ども110番の家に加盟をしている個人
の協力者や事業所に対して、引き続きの設
置をお願いするとともに、設置看板が老朽
化している箇所の交換を行いました。

b 一部達成

　引き続き、子ども110番の家の設置に
ついて、各小学校区ごとに継続及び新
規加盟をお願いしていきます。また、
老朽化した看板の更新を進めます。

0

子育て世
帯向け防
災訓練事
業

　災害弱者となりうる子育て世
帯向けに防災訓練を実施し、子
育て世帯だからこそ知っておか
なければならない災害時に対す
る備えの普及啓発を行う。

危機管理
課

　11月に開催された「親子ふれあい村」に
おいて、イベント参加者199名にライス
クッキーやミルクスティックなどを配布
し、子育て世帯向けの備蓄食料の紹介を行
いました。
　併せて、「子育て家庭のための防災ハン
ドブック」を配布し、子育て世代に必要な
災害時の備えについて啓発を行いました。

a 達成
　引き続き、子育て世帯に焦点を当て
た啓発活動を行い、防災意識の高揚を
図ります。

177

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

32

33

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

教育総務
課

　黒浜中学校を除く、全ての市内小中学校
に防犯カメラを設置しました。
　蓮田南小学校コンクリートブロック改修
工事を実施しました。

b 一部達成
　防犯カメラ未設置の黒浜中学校にお
いて、大規模改修工事が完成後、防犯
カメラを設置します。

13,671

学校教育
課

　学校施設に防犯カメラを導入し、9月末
に市内12校の小中学校に設置が完了しまし
た。
　黒浜中学校は長寿命化工事の完了するR4
年3月末の設置を予定しています。

b 一部達成

　引き続き、防犯カメラの管理及び運
用を適切に行っていきます。
　また、学校施設の安全点検を確実に
実施し、子どもが安心して安全に学校
生活が送れるよう支援していきます。

354

子ども支
援課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポー
トコーナー「プレックス・キッズ」開設前
に最終検査を行い、主に、事務室から死角
になるところの安全性の向上を図りまし
た。

a 達成

　蓮田駅西口行政センター内子育てサ
ポートコーナー「プレックス・キッ
ズ」では、多くの利用者や様々なス
タッフが常時混在するため、防犯カメ
ラの他、裏口の扉を常時閉鎖するなど
安全対策の円滑な運用を図ります。

0

保育課

　安全対策のために保育園、学童保育所、
児童センター等、子どもの安全に配慮した
施設の整備に努めました。
　蓮田ねがやど学童保育所、蓮田南学童保
育所の見守り事業については、学童指導員
による迎えを実施することとなったため、
指定管理者・学校と連携しながら対応しま
した。
　平野学童保育所では、空調設備の交換工
事を実施しました。

a 達成

　引き続き、防犯カメラの管理及び運
用を適切に行っていきます。蓮田ねが
やど学童通所見守り事業については、
学童指導員による送迎業務を実施し、
継続して安全が確保されるよう対応し
ていきます。

3,218

34
公共施設
の安全対
策の充実

　安全対策のために学校や教育
センター、保育園、学童保育
所、児童センター等の公共施設
に防犯カメラ等警備システムや
避難階段等を整備し、子どもの
安全に配慮した施設の整備に努
め、子どもの安全を地域全体で
見守る環境づくりを推進する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

児童虐待
防止対策
事業

　要保護児童対策地域協議会を
開催し、学校・児童相談所等の
関係機関と連携を強化するとと
もに、地域での見守り体制を充
実し、児童虐待防止対策の推進
を図る。
　また、児童虐待防止推進月間
の１１月を中心に関係機関と連
携し、児童虐待防止に係る啓発
活動を実施する。

子ども支
援課

　児童相談所、関係機関及び地域との協力
で児童虐待の防止、早期発見、早期対応の
充実を図りました。
　また、埼玉県子どもを守るネットワーク
機能強化事業費補助金を活用し、虐待防止
の啓発グッズを作成し、窓口や親子の集ま
るイベント等で配布しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、在宅ワーク世帯が増加したこと
等により、虐待通報や相談件数は減少
していない状況です。
　引き続き、埼玉県子どもを守るネッ
トワーク機能強化事業費補助金を活用
し、虐待防止の啓発グッズを作成し、
窓口や親子の集まるイベント等で配布
し、児童虐待防止の意識啓発を測って
いきます。

140

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

35

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

福祉課

　生活困窮世帯の中高生に向けたアスポー
ト事業、小学生に向けたジュニア・アス
ポート事業を実施し学習支援を行いまし
た。ジュニア・アスポート事業について
は、学習、体験活動、食育等を通して、非
認知能力の醸成を行いました。

a 達成

　ジュニア・アスポート事業は本年度
で終了しますが、中高生対象のアス
ポート事業学習教室は、次年度も継続
します。ジュニア・アスポート事業の
利用者については、出来る限り中・高
生対象の学習教室で継続支援を行いま
す。
　次年度以降も学習教室を継続し、負
の連鎖を断ち切るための支援を行いま
す。

7,445

教育総務
課

　新型コロナウイルスの影響を踏まえ、子
育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、
保護者が負担する小中学校等の給食費の一
部を負担しました。
　また、情報収集を行いながら、給食費無
償化等の調査研究を行いました。

b 一部達成

　学校給食費の無償化については、導
入時に必要な事務経費や無償化の対象
となる給食費相当額の財源確保など、
さまざまな課題があります。今後も国
や県、近隣市町等の動向を注視しつつ
調査研究を継続していきます。

0

子ども支
援課

　対象となる世帯に入学準備金の貸付やひ
とり親家庭等医療費、児童扶養手当の支給
を行いました。
　また、児童扶養手当や就学援助等受給対
象者に対し、児童1人あたり20,000円を支
給したほか、子ども食堂の活動支援を行い
ました。

a 達成

　引き続き、入学準備金の貸付やひと
り親家庭等医療費、児童扶養手当の支
給を進めるとともに、国や県と連携
し、新型コロナウイルスの影響で経済
的に苦しい家庭に対して、臨時特別給
付金を支給します。
　また、子ども食堂の活動を引き続き
支援します。

170,333

　就学援助制度の充実ととも
に、入学準備金貸付制度や児童
扶養手当制度等の適正な運用を
図る。
　また、生活保護世帯や生活保
護に至る前の段階の自立支援施
策の強化を図るため、生活困窮
者等に対して自立相談支援事業
を実施するほか、生活困窮世帯
等の中高生への学習支援を行
う。
　なお、令和３年度からは、小
学生向けの学習支援事業を埼玉
県のモデル事業（平成３０年度
～令和２年度）を引き継ぎ、市
単独で実施する。

36
子どもの
貧困対策
事業
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

青少年健
全育成支
援事業

　青少年健全育成のための取組
として、青少年問題協議会の開
催や街頭キャンペーン等を実施
するとともに、青少年育成推進
員連絡会活動等への支援を行っ
ていく。

子ども支
援課

　青少年育成推進員連絡会の総会について
は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止
するため、書面により行いました。
　また、11月に市役所で行われた親子ふれ
あい村において、ウォークラリー・クイズ
ラリーに参加した親子に対して啓発品（缶
バッジ等）を配布し、啓発活動に努めまし
た。

a 達成

　引き続き青少年育成推進員連絡会の
活動を支援するとともに、広報活動や
イベントにおける啓発活動を行いま
す。

66

公民館な
どを利用
した子ど
も向け講
座の開催

　年２回、夏休みと冬休みに子
ども向け講座を実施し、子ども
たちに学習の場を提供する。

社会教育
課

　R2年度は新型コロナウイルスの影響で公
民館主催事業がほとんど中止となり、夏と
冬の子ども講座も開催を中止しました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症対策を講
じ、工夫をしながら、保護者のかたに
も安心してもらえるよう実施していき
ます。

0

37

38

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

社会教育
課

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、例年通りの貸出方法は行えない状況で
あります。
　R2年度に各学校や関係課にヒアリングを
行い、利用に関するガイドラインを作成
し、利用団体には感染症に留意した方法で
利用を行っていただくこととしました。

b 一部達成

　状況に応じガイドラインは更新を行
い、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止と、生涯学習活動の両立を図りま
す。

0

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、貸出を休止していましたが、7月から
利用人数等の制限を設け、学校施設(小学
校8校の校庭・体育館、中学校2校の校庭)
の貸出を再開しました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を
鑑み、安全な遊び場として地域で活用
していだけるよう、学校施設の活用を
進めていきます。

8

放課後子
供教室の
実施

　放課後や週末に小学校の教室
などを活用し、地域のかたが指
導者やボランティアとして参加
して、子どもたちとのスポー
ツ・文化活動、地域住民との交
流活動などを実施する。
　現在、黒浜南小、蓮田北小、
平野小の３校で実施している。

社会教育
課

　例年、黒浜南小、蓮田北小、平野小の3
校において、放課後に小学校の教室などを
活用し、地域のかたが指導者やボランティ
アとして、子どもたちとのスポーツ・文化
活動、地域住民との交流活動などを実施し
ておりましたが、R2年度については、新型
コロナウイルスの感染拡大防止のため、黒
浜南小学校が一部教室の開催を実施し、他
は開催を見合わせました。

b 一部達成
　現在実施の3校に引き続き事業を実施
していただくとともに、実施校の拡大
について検討し、協力を依頼します。

47

　休日などにおける安全な遊び
場、学び場の確保のため、学校
開放により校庭や特別教室の活
用を図る。

40

39
学校施設
の活用
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

学校教育
課

　蓮田市発達支援相談員、蓮田市教育相談
員、蓮田市教育センター等との連携を密に
し、児童・生徒、学校、保護者に支援を行
いました。

a 達成
　今後も各機関との連携を深め、児
童・生徒、学校、保護者への適切な支
援を行います。

0

子ども支
援課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポー
トコーナー「プレックス・キッズ」に設置
する子育てひろばの整備を行うとともに、
保育園や子育て支援センター、関係各課と
連携しながら運営方法等の検討を進めまし
た。

a 達成

　蓮田駅西口行政センター内子育てサ
ポートコーナー「プレックス・キッ
ズ」において、R3年4月から「子育てコ
ンシェルジュ」を設置し、子育て事業
の案内や相談を行っています。
　今後は、子育てコンシェルジュと各
地域子育て支援拠点施設の連携ができ
るよう市民ニーズの把握や先行自治体
の状況を研究します。

1,757

保育課

　市内の公立の地域子育て支援拠点（中
央・閏戸・黒浜・おひさま・ぽこ）につい
ては、継続して事業を実施しました。
　NPO法人ファイブピースに運営を委託し
ていた子育てひろば「ぽこ」については、
西口行政センターへの移行に伴い「ぽこ」
の事業はR3年3月31日で終了しました。
　西口行政センター内の子育て支援拠点事
業の実施について準備を進めました。
　民設民営の子育て支援センターについて
は、認定こども園しらゆりの子育て支援セ
ンターの他、R2年4月から、とねの会はす
だ保育園内に「子育て支援センターとねの
会えんがわ」ができ、補助金の手続きを実
施しました。

a 達成

　西口行政センター「プレックス・
キッズ」の子育てひろばの運営につい
て委託により実施します。プレック
ス・キッズにおいて、ホームスタート
事業を含めた子育て家庭へのサポート
を強化します。
　新型コロナウイルス感染症の動向に
より、地域子育て支援拠点で行う事業
について、対策を講じながら多くの子
育て中の親子が利用できるように検討
していきます。
　子育て支援センター会議の中で各施
設の抱える課題や情報を共有し、子育
て支援に活かします。

41,354

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

41

地域子育
て支援拠
点施設の
充実

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

　地域子育て支援センターにお
いて、子育て中の親同士、子ど
も同士が触れ合い、子育ての楽
しさを味わいながら安心して子
育てができるようサポートす
る。
　また、民間企業に子育て支援
拠点事業を委託し、その地域の
子育てをサポートできる体制を
構築するとともに、親子同士の
触れ合いの場や身近な子育ての
相談窓口として、西口再開発ビ
ルに地域子育て支援拠点施設を
整備する。
　学校教育においては、子ども
を育むさまざまな関係諸機関と
積極的に連携し、一人ひとりの
指導や支援に生かしていく。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　R2年度は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベントの開催は
実施できませんでしたが、子育て支援セン
ターや子育て広場については、予約制で利
用ができるようにし、子育て中の親子を支
援しました。

b 一部達成
　R2年度末で、地域交流会サポーター
の登録者数は32人であり、登録者数50
人を目標に声掛けを行っていきます。

0

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担
が高まる中、妊娠期から子育て
期にわたる切れ目のない支援を
行うために、子育て世代包括支
援センター事業を推進する。平
成３０年度の市役所内への開設
に続き、西口再開発ビル内への
設置を進める。

子ども支
援課

　子ども支援課での妊娠届出時には、必ず
保健師等が相談室でプライバシーに配慮し
て面接を行い母子健康手帳を発行するよう
にし、ハイリスク妊婦の早期発見、早期
フォローに努めました。
　また、月に一度フォロー会議を開き担当
内の情報共有を行いました。

a 達成

　4月から蓮田駅西口行政センター内子
育てサポートコーナーにおいて2か所目
の子育て世代包括支援センターの運営
を開始しました。
　子育てサポートコーナー内の子育て
ひろばやファミリー・サポート・セン
ターと連携を図るとともに、妊産婦及
び子育て世代へのフォローを充実させ
ます。また、相談に対応する保健師等
専門職の技術の向上を図ります。

1,334
7

（再掲）

42
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

子ども支
援課

　母子愛育会や家庭教育学級、家庭教育支
援チームの「ちょっと・ほっとタイム」に
参加している子育て世帯に対して、サーク
ルづくりの声掛けを行い、新しい子育て
サークルづくりの働きかけを進めました。

a 達成

　引き続き、母子愛育会や家庭教育学
級、「ちょっと・ほっとタイム」に参
加している子育て世帯に対して声掛け
を行うとともに、昨年度新型コロナウ
イルスの感染拡大により実施できな
かった家庭教育学級OBOG会の活動を支
援し、サークル活動の普及に努めま
す。

0

保育課

　例年、閏戸保育園子育て支援センターに
おいて、週１回サークル活動日を設け、会
議室の団体利用等、子育てサークル活動の
支援を行っておりましたが、新型コロナウ
イルス感染症の状況により、サークル活動
の利用の希望がありませんでした。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策を講じながら、引き続き閏戸保育
園子育て支援センターにおいて、週１
回サークル活動日を設け、会議室の団
体利用等、子育てサークル活動の支援
を行います。
　子育て支援センターを利用している
親子にサークルづくりの声掛けを行い
ます。

0

社会教育
課

「元気になれる子育て講座」を6月・7月に
全6回予定していましたが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため開催を中止し
ました。

c 未達成

新型コロナウイルス感染症対策を講
じ、工夫をしながら、講座を実施して
いきます。
また、引き続き子育てサークルを支援
することにより、子育て世代の悩み・
不安の解消及び孤立防止に努めます。
より多くの子育て世代の保護者が参加
し、サークルや交流活動につながるよ
う努めていきます。

0

43

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークルに対して、子
育てに関する講座を実施し、活
動の場や情報の収集・提供の充
実を図る。子育て支援センター
や児童センター等に来所した親
子に対し、サークルづくりの声
掛けを行うとともに、会議室の
団体利用等子育てサークルの活
動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の
活性化を図るための研修を充実
し、サークルの指導者の育成を
図る。

基本政策１

主要事業
№

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

子ども支
援課

　新型コロナウイルスの感染拡大に配慮し
ながら親子ふれあい村のイベント開催を支
援し、保護者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者
に保育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行う
イベントの開催を支援するとともに、
保育ボランティアの高齢化が進んでき
ていることから、新規ボランティアの
募集を行っていきます。

2

社会教育
課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。令和2年度は新型
コロナウイルス感染症の影響で団体の事業
が縮小となり、補助額の残額について返還
処理を行いました。

c 未達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な
添付資料ともに提出するよう案内し、
内容を審査のうえ交付決定します。
　事業完了後は実績報告書を提出する
よう案内し、交付額を確定させます。
事業の実施のため、団体に支援・相談
を行っていきます。

402

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支
援課

　愛育会全体としては、6月に書面により
総会を実施しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止す
るため、各地区愛育班のイベントは人数を
制限し、予約制とし、感染対策をとりなが
ら４回のみ実施しました。母子保健推進員
としての訪問活動は電話訪問により対応し
ました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪
問等あらゆる機会を捉えて母子愛育会
のPRに努めていきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー
体制を継続していきます。

69945

44
子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

家庭教育
支援事業

　保育ボランティア組織の育
成、子育て学習講座を開設して
いく。
　また、親の子育て中の悩みや
不安を払しょくし、自信を持っ
て子育てができるよう、家庭教
育に関する学習機会の提供など
家庭の教育力の向上に向けた支
援を行う。

子ども支
援課

　新型コロナウイルスの感染拡大に配慮し
ながら、幼児家庭向けに「WAになってしゃ
べろう」、主に小学校1年生を持つ家庭向
けに「委託家庭教育学級」、小学校2年生
から中学生を持つ家庭向けに「自主家庭教
育学級」を開催しました。

a 達成

　引き続き新型コロナウイルスの感染
拡大に配慮しつつ、家庭教育学級や
「WAになってしゃべろう」、子育て講
座といった事業を進めるとともに、家
庭の教育力の向上に向けて、情報発信
等による支援を行います。

3,118

社会教育
課

　公民館や図書館において親子を対象とし
た行事開催を予定していましたが、ほとん
どの行事が新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりました。蓮田市子ども会育
成連絡協議会に対して、「蓮田市社会教育
関係団体に対する補助金」を交付しまし
た。

b 一部達成

　行事開催にあたっては、新型コロナ
ウイルス感染症の状況を鑑みながら内
容や時期の検討を行います。
　引き続き蓮田市子ども会連絡協議会
に対して補助金を交付し、活動の支援
を行います。

0

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、イベント等の実施は中止としました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を
鑑み、安全に地域交流機会を提供でき
るイベントや、子育て世代が楽しむこ
とができるイベントを検討・実施して
いきます。

0

46

47
地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

小・中学
校人権教
育推進事
業

　市内児童・生徒の人権作文・
人権標語への取組、各種人権教
育研修会の開催、人権教育研究
校の委嘱研究を通じて、児童・
生徒の人権教育に関する意識の
向上を図る。

学校教育
課

　R2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点から、参集しての講演会を実施することが
できませんでした。

c 未達成

　人権教育を推進させるためには、教職員の
人権感覚を常に磨く場(研修等)が必要であ
り、今後も感染症対策を講じた上で継続した
取組を実施していきます。
　現在の人権教育の課題に合致した研修会の
内容を工夫していきます。

680

心の教
育・教育
相談体制
づくり事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進、児童・生徒の望ま
しい成長と自己実現への支援を
行う。

学校教育
課

　教育相談体制の充実を図るため、心のホット
相談員を各中学校1～2名、市内全体に9名配置
しました。毎月、活動状況の報告を受け、指
導・支援を行いました。
　相談員等連絡協議会を3回行い、教育相談担
当の教員との連携を強め、教育相談体制の充実
に努めました。

b 一部達成
　引き続き、心の教育・教育相談体制の組織
づくりを推進し不登校児童・生徒への支援を
行っていきます。

10,078

発達支援
センター
推進事業

　発達支援センターにおいて、
運動やことば、コミュニケー
ションなどの障がいが気になる
子どもやその家族の相談を受
け、必要な支援を講じていく。

学校教育
課

　発達支援相談室を保健センター内に開室しま
した。発達支援員によるのべ相談件数は100件
を上回りました。

a 達成
　発達支援相談室の存在を広く周知し、児
童・生徒を支える方への支援を行います。

1,243

特別支援
教育推進
事業

　蓮田市就学支援事業を実施
し、特別支援学級や通級指導教
室の支援を行い、個々に応じた
指導の充実を図る。

学校教育
課

　児童・生徒の実態に応じた支援を行いまし
た。
　就学支援事業では、保護者との合意形成を
図った上で、年2回の就学支援委員会等を行
い、児童・生徒の適切な就学先について話し合
いました。

a 達成
　各学校からの情報を集め、関係機関と連携
しながら、引続き児童・生徒がより良い教育
を受けられるよう努めます。

359

50

51

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

48

49

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

健康教育
推進事業

　各小・中学校で学校保健委員
会や蓮田市体力向上推進委員会
を開催し、新体力テストの結果
などから課題を明らかにし、そ
の解決に向けた取組を推進す
る。
　また、小・中学校体育連盟の
活動への支援を行う。

学校教育
課

　体力向上推進委員会を年2回実施する予定で
したが、新型コロナウイルス感染防止のため、
紙面による開催としました。紙面により、各校
の児童・生徒の体力向上の課題を確認しまし
た。
　新体力テストが全校統一での実施とならな
かったため、各校にて、課題となっている項目
の強化に努めました。

b 一部達成

　R2年度と同様に、紙面、もしくは参集によ
る体力向上推進委員会を実施し、児童・生徒
の体力の向上に向けた取組を実施します。
　また、各小・中学校体育連盟と連携し、体
力向上に関わる授業研究会を実施していきま
す。

80

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

　黒浜中学校において、水泳指導民間連携事業
を実施しました。

a 達成
　引き続き、黒浜中学校において水泳指導民
間連携事業を実施するほか、令和４年度以降
に実施校拡大に向けた検討を行います。

2,750

退職教員
による定
期的補充
学習推進
事業

　学習の遅れた児童・生徒を対
象に、退職校長及び教員を講師
として定期的に補充授業を行
う。

学校教育
課

　学校応援団の取組として、テスト前など定期
的に学習支援を行いました。

b 一部達成
　人材の確保を行い、補充授業を充実させて
いきます。

0

はすだっ
子ペンの
達人！事
業

　子どもの学力向上を目指し、
小・中学生を対象に、硬筆書写
技能検定の費用を公費負担し、
学力の基礎となる集中力・忍耐
力を身に着けさせる。

学校教育
課

　例年では「はすだっ子ペンの達人！」事業に
係る市内硬筆展覧会を市役所ロビーにて8月に
て行っていましたが、R2年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響で中止となりました。
　11月に市内小学校6年生と中学校2年生が硬筆
書写技能検定を受検しました。蓮田市全体の合
格率は、小学生が97.5％、中学生が76.5％でし
た。

c 未達成
　「はすだっ子ペンの達人！」事業を実施す
るため、教材の入札や各学校への諸連絡等を
適切に行います。

1,996

53

52

54

55
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

理科支援
員の全校
配置

　現在、小学校８校に４校ずつ
隔年で１２日ずつ、１日３時間
程度配置している理科支援員を
全校に配置する。
　理科支援員の活動時間を拡充
し、理科教育の一層の推進を図
る。

学校教育
課

　蓮田北小学校、黒浜小学校、黒浜西小学校、
黒浜北小学校で理科支援員が配置され、教職員
の負担を軽減するとともに、理科教育の一層の
充実に努めました。

a 達成
　全小学校に理科支援員を配置するため、R3
年度内に人材を確保し、全校配置を目指しま
す。

35

教育総務
課

　4月3日時点の児童数を基準とし、非常勤講師
を平野小学校の第1学年に1人配置しました。

b 一部達成

　経験豊富で優秀な会計年度任用職員の人材
確保に努めるとともに、法改正による学級編
制にあわせ、計画の見直しと対象拡大を図り
ます。

2,519

学校教育
課

　小学校2年生の基準外教職員2人、指導方法の
工夫改善に伴う少人数加配教職員を小学校8
人、中学校7人を県費で配置しました。
　各学校で、児童・生徒一人ひとりに応じたき
め細やかな指導を工夫しながら行いました。

a 達成
　今後も基準外教職員や加配教職員の適正な
配置を行い、児童・生徒一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導を継続していきます。

0

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全５校に
部活動外部指導者を配置し、質
の高い専門的な技術指導によ
り、部活動を活性化を図る。

学校教育
課

　H30年度に作成した「蓮田市立中学校部活動
の在り方に関する方針」に基づいて各中学校で
部活動が行われており、各部活動ごとに活動方
針と活動計画書が作成され、各校のホームペー
ジで公表しています。
　部活動外部指導者を19人配置しました。加え
て、市の部活動指導員の制度構築がなされ、R2
年度秋から、１名配置することができました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた部活動
を実施していき、部活動外部指導者を各校に
配置します。
　また、部活動指導員を募集していき、専門
的な技術指導及び教職員の働き方の改革を進
めていきます。

574

　現在の国の基準では、１学級
の児童・生徒数の上限は小学校
１年生において３５人、それ以
外は４０人となっている。埼玉
県の基準により、小学校２年生
は３５人でも可、中学校１年生
は３８人でも可となっている。
本市では、小学校１年生は３０
人、小学校３年生は３８人に対
して１人の非常勤講師を配置し
ているが、対象の学年を拡大す
ることにより、よりきめ細かな
指導による児童・生徒の学力向
上を目指す。

56

58

57
少人数学
級の学年
拡大
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各１名の外国
語指導助手（ＡＬＴ）を配置
し、中学校英語教育、小学校外
国語活動、国際理解教育の推進
を図る。
　また、小学校高学年での英語
の正式教科化を視野に、英語教
育を小・中学校で系統的に行え
るように検討する。

学校教育
課

　6人体制で市内の中学校英語教育と小学校外
国語活動の充実に取り組みました。
　小学校の外国語教育の推進を図るためにALT
ミーティングで情報交換をしました。
　例年行っている推進協議会は新型コロナウイ
ルス感染症の影響で開催できませんでしたが、
他の授業研究会にて、小・中学校間での情報交
換を行いました。

a 達成

　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員を
中心に各校と連携を図りながら、英語教育と
小学校外国語活動、国際理解教育を推進して
いきます。

21,798

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手（ＡＬＴ）を常置して、小学
校における英語教育及び外国語
活動の充実を図る。

学校教育
課

　小学校教員とのティームティーチングを実施
しました。また、各学校へのALTの指導回数
や、外国語活動の時間を増やしました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されたことを受
け、ALTの授業における位置づけを確認する
とともに、それに応じた支援を進めます。ま
た、ALTにも学習指導要領に準じた教育を推
進するよう情報提供していきます。

4,331

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育（外国
語活動）サポーターを配置し、
外国語指導助手（ＡＬＴ）とと
もに小学校外国語活動を推進
し、将来、国際的視野に立って
活躍できる児童の育成を図る。

学校教育
課

　6人いる小学校外国語サポーターをALTととも
に配置し、小学校の外国語の授業で担任の先生
を中心にした授業の支援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよう、積
極的に募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を取り、
授業の質の向上に取り組みます。

1,056

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。
　また、生徒の語学への意欲と
興味・関心を高める。

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互訪
問は実施することができませんでした。
　現地校の先生と毎月連絡を取り合い、情報交
換をしました。

b 一部達成

　R3年度も実施を見送りました。現地校の先
生からは、R4年度も現状では厳しいとの連絡
を受けています。
　今後に向けて、実施方法の検討も含め、引
き続き連絡を密に取っていきます。

0

61

59

62

60
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

小・中学
校大規模
改修事業

　児童・生徒が安全で快適な学
校生活を送れるよう、老朽化対
策に重点を置き、学校施設等の
整備を行う。

教育総務
課

　黒浜中学校中央校舎長寿命化改修工事、
黒浜西中学校校舎トイレ改修工事を実施し
ました。
　また、次年度に向けて黒浜西小学校普通
教室棟トイレ改修工事の設計委託なども実
施しました。

a 達成

　引き続き、校舎トイレ改修工事や外
壁・屋上防水改修工事等を計画的に実
施します。
　また、黒浜中学校東校舎長寿命化改
修工事については、学校・業者との調
整を図りながら進めていきます。

615,826

小・中学
校校庭整
備事業

　土ぼこり対策や排水性向上等
を目的とした校庭整備を行い、
屋外教育環境の充実を図る。

教育総務
課

　学校の管理を支援するとともに、業者委
託による維持管理も合わせて実施しまし
た。
　また、平野中学校において維持管理団体
を立ち上げました。

a 達成

　業者による芝生維持管理委託と合わ
せて、学校や関係団体の協力も得なが
ら芝生の良好な状態を維持していきま
す。

1,179

学校給食
の充実

　児童・生徒に安心・安全な給
食提供が継続的に実施できるよ
うに、計画的な機器の更新や複
数年契約による安定した給食調
理業務を推進するなど給食運営
等の充実に努める。

教育総務
課

　厨房機器保守点検の結果を踏まえて、老
朽化した備品更新を行いました。
　小学校1校の調理業務委託について、指
名競争入札を実施しR3年4月1日から3年間
の複数年契約を締結しました。

a 達成

　安心安全な給食運営のため、引き続
き、老朽化した給食備品の更新に取り
組みます。
　財政担当や契約検査担当と連携をと
りながら、蓮田北小学校・平野小学校
の調理業務委託契約更新が滞りなく行
えるように取り組みます。

218,062

小・中一
貫教育モ
デル校指
定事業

　９年間を見通した効果的な指
導により、中１ギャップ等の教
育課題を解決するための円滑な
小・中連携を充実させ、学力向
上を目指す。

学校教育
課

　定期的に部会を開催し、教育課程の編成
に向けての改善点を検討しました。
　中学校教員による乗り入れ授業の教科を
拡大しました。
　研究収録を作成し、小・中一貫教育のメ
リットを市内の小・中学校や地域へ発信し
ました。

a 達成
　引き続き、円滑な小・中連携を充実
させるために、検討・改善を行い、そ
の結果を発信します。

200

64

63

66

65

基本政策１

主要事業
№

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術（ＩＣＴ）を活用し
た教育の充実に努める。

学校教育
課

　長寿命化工事を行っている黒浜中以外の
学校で、GIGAスクール構想に伴う１人１台
端末、校内無線LANを整備しました。
　また、インターネット環境のない家庭を
対象に貸与WiFiルーターを整備し、子供の
学習支援の充実を図りました。

a 達成

　タブレット端末の使用目安や、ICTと
従来の授業のベストミックスなど、ICT
の効果的な活用に関する研究を進め
て、先進校の事例を市内に広げていき
ます。

562,851

就学援助
費の支給
事業

　経済的理由により就学困難な
児童・生徒を対象として、義務
教育が円滑に受けられるように
学用品費等の一部を助成する。
就学援助費の適正支給を行うと
ともに、就学援助制度の充実に
努める。

子ども支
援課

　就学援助の認定・支給を行うとともに、
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、
学校の臨時休校中の保護者の負担増を考慮
し、学校給食に相当する昼食費を支給しま
した。

a 達成

　要保護児童・生徒、特別支援教育就
学児童・生徒の国の単価引き上げに合
わせて、準要保護児童・生徒の単価引
き上げを行います。
　また、広報等により就学援助制度の
周知に務めます。

50,150

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ル・ガード・リーダーを中心と
した見守り活動の組織等との連
携により、地域防犯体制の確立
する。

学校教育
課

　登下校時における児童・生徒の安心・安
全のために、スクールガードリーダーを中
心とした地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクール
ガードリーダーを委嘱し、児童・生徒
の安全を確保し、地域の防犯体制を強
化・確立させていきます。

50

交通指導
員の配置
事業

　児童・生徒の通学時の安全を
確保するため、交通指導員によ
る登校指導を実施するほか、年
に４回開催される交通安全運動
街頭キャンペーンや各種講習会
において啓発を行う。
　また年間を通じて市内で開催
される各種イベントにおいて、
交通指導員を配置して交通警備
を実施する。

自治振興
課

　4月から3月までの間、児童・生徒の登校
指導を実施しました。
　冬の全国交通安全運動街頭キャンペーン
を行いました。
　なお、春の全国交通安全運動、夏及び秋
の交通事故防止運動の街頭キャンペーンは
中止となりました。

a 達成

　引き続き、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会における啓発活
動、市内で開催される各種イベントに
参加し、交通事故の防止に努めます。

7,47570

69

68

67
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（３）学校の教育力の向上

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

開かれた
学校づく
り

　地域や社会に開かれた学校づ
くりを一層推進し、学校が家庭
や地域と連携しながら、特色あ
る教育活動を推進する。

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
に、各校での学校評議員会の開催が１回程
度となりました。加えて、例年行われてい
る土曜日の学校公開をすることができませ
んでしたが、ホームページにて学校の様子
を積極的に配信し、地域に開かれた学校づ
くりを推進しました。
　また、各学校において、学校評価を行
い、分析を行いました。

b 一部達成

　引き続き、学校評議員会の開催、学
校評価の分析を行い、学校が家庭や地
域と連携しながら、特色ある教育活動
をＨＰで積極的に発信し、地域に開か
れた学校づくりを推進していきます。

639

コミュニ
ティ・ス
クール導
入事業

　学校や子どもたち、家庭、地
域社会が抱えている課題を地域
ぐるみで解決し、子どもたちの
健やかな成長と質の高い学校教
育の実現を図るため、地域の力
を学校運営に生かし、「地域と
ともにある学校」を目指す。そ
のために、法律に基づいて保護
者や地域住民が学校運営に参画
するコミュニティスクールにつ
いて、モデル校を１校指定し、
３年間を目安に研究を実施す
る。その研究成果や国、県の動
向を注視しつつ、推進校の拡大
を図っていく。

学校教育
課

　コミュニティ・スクールのモデル校とコ
ミュニティ・スクール導入計画について協
議し、R3年度から準備委員会を立ち上げ、
R4年度からの事業開始に向け、学校運営協
議会の組織づくり等の準備を進めることを
確認しました。

b 一部達成

　引き続き、コミュニティ・スクール
導入に向けての検討課題を整理し、R3
年度に準備委員会を立ち上げます。
　学校運営に地域の声を積極的に生か
し、地域と一体となって特色ある学校
づくりを推進していきます。

0

教職員の
資質向上

　各学校に研究費の補助を行う
とともに、教育委員会主催の各
種研修会や学校訪問を計画的に
実施し、教職員の資質の向上を
図る。

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、参集しての研修を実施することができ
ませんでしたが、児童生徒のより良い育ち
をサポートするための教育指導法研究講座
等、小規模な各種研修会は実施しました。

a 達成

　今後も感染症対策を講じた上で、内
容を見直しながら、教職員の資質向上
につながる研修をオンライン会議等を
活用しながら実施していきます。

1,595

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

71

72

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

73
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（４）環境教育の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　蓮田市に広がる身近な緑であ
る農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。
　また、将来の地域環境や自然
からの恩恵を受ける子どもたち
に対し、環境に対する理解を深
め、環境に配慮した行動を実践
できるよう環境教育を推進す
る。

学校教育
課

　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しを
行いました。

b 一部達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系
統的、継続的な取組になるよう、年間
指導計画の見直しを行い、自然との共
生を図ることができる人づくりを推進
していきます。

0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

74

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課

　広報はすだの人権意識啓発コラム「人権それは
愛」を随時掲載し、R2年度は「同和問題について考
える」、「インターネットにおける人権問題」、
「多様な性を考える」、「私たちにできる「自死」
の防止について」をそれぞれテーマに年4回掲載しま
した。

a 達成

　引き続き、埼葛12市町共同で行う「人権それは
愛」の年4回の広報への掲載を継続し、人権につ
いて幅広く啓発活動を行い、人権意識の向上を推
進します。

0

商工課
国や県などから得た情報を関係各課へ情報提供しま
した。

a 達成
引き続き、国や県などから得た情報の提供を行っ
ていきます。

0

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会と連携をしながら、地域福
祉の推進に努めました。
　また、蓮田市地域福祉計画策定委員会を開催し、
関係課及び蓮田市社会福祉協議会がR1年度に実施し
た事業の進捗状況を報告して、事業内容の点検・評
価を受け、進行管理を行いました。
　また、埼葛北地区地域自立支援協議会の就労支援
部会において、事例検討等も行い、関係機関の情報
交換を行いました。

a 達成

　庁内関係各課及び社会福祉協議会に事業の進捗
状況等について照会し、事業ごとにまとめた内容
を令和3年度に開催する策定委員会に報告しま
す。
　また、引き続き、就労支援部会において、適切
な就労支援を研究していきます。

0

社会教育
課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それは愛」の
掲載を行いました。新型コロナウイルス感染症に関
するいじめ防止の啓発紙を作成しました。

a 達成

　各種差別解消法の意義を踏まえた上で、引き続
き各種研修会や講演会等を開催、その他あらゆる
機会に人権啓発活動を展開しながら、時代や世相
に適した活動を行っていきます。並行して新型コ
ロナウイルス感染症に関するいじめ防止の啓発も
行っていきます。

0

75

意識啓
発・広報
活動推進
事業

市民の生活全般にわたる福祉の
向上を図るため、地域福祉を推
進する。
　地域福祉推進の主体ともいえ
る市民の参加を得ながら、地域
の現状と課題を明らかにし、必
要なサービスを提供する体制を
計画的に整備するため、平成３
０年度から令和４年度までを計
画期間とする第２期蓮田市地域
福祉計画について、毎年度進行
管理していく。
　また、人権意識の高揚を図る
ため、埼葛１２市町共同で広報
はすだに年４回、時代背景やそ
の時期の話題を考慮した「人権
それは愛」を掲載し幅広く啓発
活動を行うとともに、障がい者
の就労支援への理解を促進す
る。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

学校において、福祉関係団体や
社会福祉協議会と連携し、福祉
教育の推進・充実を図る。

学校教育
課

　心のホット相談員、スクールカウンセラーを計画
通り配置しました。4月からスクールソーシャルワー
カーを1名配置し、連携体制を強化しました。

a 達成

　引き続き、小学校担当のスクールカウンセラー
が配置されたため、小学校での教育相談体制を強
化することができました。今後、さらに連携体制
を強化していきます。

0

　また、公民館等を利用して、
福祉教育に関する講演会や各種
講座を実施し、福祉意識の醸成
を図る。

社会教育
課

　R2年度は新型コロナウイルスの影響で公民館主催
事業がほとんど中止となり、福祉に関する企画の機
会を得られませんでした。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、工夫を
しながら、福祉について学ぶ機会を提供していき
ます。

0

福祉教育
の推進・
福祉意識
の醸成事
業

76
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

長寿支援
課

　R1年度までは、地域敬老会や老人福祉セン
ターで、小中高校生との交流を図ってきました
が、新型コロナウイルスの影響で、地域敬老会
は中止、老人福祉センターは活動制限などがあ
り、R2年度は交流を図ることが困難な状況でし
た。
　R2年度は地域敬老会事業推進本部会議を2回
開催し、地域敬老会の開催等について検討しま
した。

b 一部達成

　老人福祉センターは感染症の流行状況を見
ながら、活動内容等を検討します。
　引き続き、地域敬老会や老人福祉センター
運営等に対する支援を行い、世代間交流の創
出に努めます。

0

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講
じながら、さくら園と閏戸保育園において、イ
ベントを通して交流を図りました。
　まろにえ会や健康づくり推進員等のボラン
ティア活動をする地域の方々、介護施設との交
流につきましては、実施を見合わせました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を
講じながら、引き続き閏戸保育園とさくら園
でクリスマス会や運動会等のイベントを一緒
に行い、障がい児との交流を図ります。
　新型コロナウイルス感染症の状況をふま
え、各園で介護施設等との交流等が行えるか
どうか検討を行います。

0

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、運動会に地域の高齢者を招待することは中
止となりました。ものづくり体験や昔遊び体
験、餅つきやおいもふかしなど、様々な交流は
感染症対策を講じての少人数実施、または中止
としました。
　また、幼稚園・保育園の子どもたちを学校に
招待し、中学校での「3days」において保育士
体験を行うなどの交流も感染症対策を講じての
実施、または中止としました。

b 一部達成
　今後も感染症対策を講じた上で、開催方法
の検討も含め、各学校の実態に応じて工夫を
重ね、多世代の交流を実施していきます。

0

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
保育園等での季節行事に、祖父母や地域の高齢
者を招待して園児との交流を図るなど、地域で
の世代間交流については、実施を見合わせまし
た。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の動向により、
各保育園において、クリスマス会や運動会等
の行事に祖父母や地域の高齢者を招待して交
流を図れるかを検討を行います。

0

多世代交
流の促進
事業

　保育園等での季節行事、小学
校での伝統文化伝承活動やもの
づくり体験などにおいて、祖父
母や高齢者を招待して地域での
世代間交流を促進する。

78

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

77
地域交流
機会の提
供事業

　自治会等が主催する地域敬老
会や保育園、児童センター、公
民館などにおいて、異年齢児、
障がい児、高齢者などさまざま
な人々が地域で交流する機会を
創出する。

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ
（評価）

自治会の
活動支援
事業

　行政協力に対する交付金を自
治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を
図るため、蓮田市自治連合会が
行う事業や自治会活動の拠点と
なる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興
課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交付し
ました。蓮田市自治連合会が行う事業に対し補
助金を交付しましたが、新型コロナウイルス感
染拡大防止を図るため、実施できなかった事業
に対する補助金については、返還していただき
ました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった4件
（馬込自治会館、根金自治会館、下蓮田公民
館、椿山自治会館）について、事業が完了しま
した。

a 達成 　引き続き適正な補助金の交付に努めます。 24,744

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　R2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、地域住民との交流イベントやサポー
ターを養成するイベントの開催は実施できませ
んでしたが、子育て支援センターや子育て広場
については、予約制で利用ができるようにし、
子育て中の親子を支援しました。

b 一部達成
　R2年度末で、地域交流会サポーターの登録
者数は32人であり、登録者数50人を目標に声
掛けを行っていきます。

0

79

42
（再掲）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、補助
金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な事
業を実施し、福祉サービスの推進及び充実を図
ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉協
議会に委託し、関係機関と連携して障がい者の
就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予定の
事業の確認や情報共有を図り、密接な連携や
協力をすることで、地域福祉の推進に努めて
いきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援セン
ター事業を委託し、適切な就労支援を行いま
す。

69,136

福祉課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、施
設等へのボランティア派遣は約10回、「はすだ
地域支えあいサービス」のサービス提供は約
240回でいずれも前年度を大きく下回りまし
た。「ふれあい・いきいきサロン」でも開催を
見合わせたサロンが多く開催数・参加者数とも
前年の１割程度でした。「ひとり暮らし高齢者
等見守り事業」では、緊急事態宣言中は電話の
安否確認やﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞを送付しました。

b 一部達成
　引き続き、地域福祉事業の実施、地域活
動・ボランティア活動の推進等を支援してい
きます。

0

健康増進
課

　役員会に出席し、コロナ禍における伝達講習
会や役員会の開催について相談に応じるととも
に、新型コロナウイルス感染症に関する情報提
供をしました。
　地域推進活動として実施している楽しく歩こ
う教室について、助言や支援を行いました。

b 一部達成

　今後も引き続き食生活改善推進員の役員会
等に参加し、会の運営等に関する助言や支援
を行い、活動を支援していきます。
　また、食生活改善推進員養成講座である
「いきいき食生活教室」を開催し、会員数の
増加につなげます。

148

長寿支援
課

　コロナ禍において、中止となる事業が多い
中、老人クラブが実施する清掃活動や防犯パト
ロール等の地域活動に対して、側面的な支援を
行うことにより、地域福祉の向上に努めまし
た。

b 一部達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動を支
援していきます。

0

81

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。
　地域の老人クラブにおいて
は、「健康」「友愛」「奉仕」
の精神に基づき、身近な仲間と
支え合いながら実施する自主的
な清掃活動等に対する支援を行
い、地域福祉の向上を図る。

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

80

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

福祉課
　手話を広く周知していくため、手話奉仕員養
成講座（基礎）（合計27回）を実施し、11名が
修了しました。

a 達成

　R3年度に手話通訳者養成Ⅰ課程を行いま
す。継続的に手話奉仕員養成講座及び手話通
訳者養成Ⅰ課程を実施し、手話の普及に努め
ます。

510

長寿支援
課

　R1年度までは、地域敬老会や寿大学（老人ク
ラブ連合会と共催）を実施し、地域活動リー
ダーの育成に努めてきましたが、新型コロナウ
イルスの影響で、地域敬老会及び寿大学が中止
となり、R2年度は地域の人材育成が困難な状況
でした。

c 未達成

　感染症の流行状況を見ながら、実施の検討
をします。引き続き、地域敬老会事業の運営
の支援及び、寿大学を共催し、地域の人材育
成に努めます。

0

学校教育
課

　例年では福祉体験を市内の小・中学校で行っ
ておりますが、R2年度は新型コロナウイルス感
染症の影響で実施ができない学校もありまし
た。その中でも、小学校3校、中学校3校で福祉
体験学習を実施しました。

b 一部達成
　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活動を
軸とした福祉教育が児童・生徒に正しく理解
されるよう、引き続き支援していきます。

0

子ども支
援課

　新型コロナウイルスの感染拡大に配慮しなが
ら親子ふれあい村のイベント開催を支援し、保
護者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者に保
育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行うイベン
トの開催を支援するとともに、保育ボラン
ティアの高齢化が進んできていることから、
新規ボランティアの募集を行っていきます。

2

社会教育
課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」を
交付しました。令和2年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で団体の事業が縮小となり、補
助額の残額について返還処理を行いました。

c 未達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添付資
料ともに提出するよう案内し、内容を審査の
うえ交付決定します。
　事業完了後は実績報告書を提出するよう案
内し、交付額を確定させます。事業の実施の
ため、団体に支援・相談を行っていきます。

402

44
(再掲)

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。

82

地域活動
の担い手
の育成事
業
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（１）自立支援体制

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

障がい者支
援体制の確
立（自立支
援給付事
業）

　蓮田市障がい福祉計画に基づ
き、在宅サービス及び施設サービ
スにおける介護給付事業を実施
し、障がいのあるかたへの支援体
制の充実を図る。

福祉課
　介護給付費、更生医療給付費をはじめ自立
支援給付事業にかかるサービスの給付状況に
注意し、適正な予算執行を行いました。

a 達成
　障害サービスのニーズを把握するとと
もに、給付状況を精査し、適正な予算執
行に努めます。

1,008,073

障がい者支
援体制の確
立（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律に
基づき、障がい者が自立した日常
生活または社会生活を営むことが
できるよう、相談支援事業、コ
ミュニケーション支援事業、日常
生活用具給付事業、移動支援事
業、日中一時支援事業等を実施す
る。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給付
状況に注意し、適正な予算執行を行いまし
た。
　手話奉仕員養成研修（基礎）を実施し、11
名が修了しました。自立支援協議会では、3
月27日に地域支援拠点整備を整備し、緊急時
における対応などの充実を図りました。

a 達成

　障害サービスのニーズを把握するとと
もに、給付状況を精査し、適正な予算執
行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化していきます。

55,909

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

83

84

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（２）社会参加に向けた環境整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

蓮田市障
がい者就
労支援事
業

　障がい者の一般就労機会の拡
大を図るとともに、障がい者が
安心して働き続けられるよう、
就労と生活の支援を総合的に実
施する。職業相談、就職準備支
援、職場実習支援、職場定着支
援等を行い、障がい者の自立と
社会参加を図る。

福祉課

　就労移行支援や就労定着支援などの障害
福祉サービスについて、適正な支給決定を
行いました。
　また、障がい就労支援センター事業を社
会福祉協議会に委託し、市と連携を図り、
就労支援を行いました。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援セン
ター事業について業務委託を行うとと
もに、障害福祉サービスの支給決定を
適切に行いながら、細やかな支援を
行っていきます。

3,000

障がい者
作業所等
運営支援
事業

　障がい者の作業訓練や社会適
応訓練の場を提供することによ
り、積極的な施設利用を促し、
さらには社会参加の促進を図
る。

福祉課

　市所有の3施設（はすの実作業所、はな
みずき作業所、かもめ作業所）について、
社会福祉法人とNPO法人に施設運営を支援
し、障がい者の地域における生活支援に努
めました。

a 達成

　障害者施設からの物品等優先調達の
推進など、これらの施設を円滑に運営
できるよう必要な支援を行っていきま
す。

483

はなみず
き作業所
及び複合
施設整備
事業

　将来的な障がい者のニーズに
対応するため、老朽化した現在
の施設を複合施設として建て替
えるなどの検討を行う。

福祉課

　老朽化したはなみずき作業所を建て替え
るため、はなみずき作業所等基本計画を策
定しました。構造や施設レイアウトなどに
ついて検討を行いました。

a 達成
　今後、基本計画に基づき詳細な設計
を行い、建物の整備を行っていきま
す。

3,135

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

85

86

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

87
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（１）生きがいづくり・社会参加の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレ
クリエーションの場を提供する
ための施設の管理運営や、老人
クラブ連合会への補助金の交
付、寿大学の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表すると
ともに、地域での高齢者見守り
の視点から、地域敬老会の開催
に対し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適
正な事業の推進を図るため、高
齢者福祉計画を策定する。

長寿支援
課

　老人福祉センターは、新型コロナウイル
スの影響で、時間短縮での開館（9時30分
～12時）や緊急事態宣言期間中の休館
（4/1～6/30、1/4～3/21）等の対応をしな
がら、活動にも制限を設け管理運営を行い
ました。
　老人クラブはコロナ対策を施し、グラン
ドゴルフ等の実施可能な活動を行いまし
た。
　地域敬老会については「地域敬老会事業
推進本部会議」を2回開催し、今後の事業
の対応や方針等について協議しました。
　全5回の高齢者福祉計画等策定委員会を
終了し、蓮田市高齢者福祉計画2021・第8
期介護保険事業計画書とダイジェスト版が
完成しました。

b 一部達成

　老人福祉センターについては、利用
者の安全・安心を考え、指定管理者と
連携・協力を図ります。
　地域敬老会事業と老人クラブの活動
について、事務局として支援を行いま
す。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
に基づき、進行管理を行います。

57,832

シルバー
人材セン
ター支援
事業

　蓮田市シルバー人材センター
が、高齢者の定年退職後等にお
いて、補助的、短期的な就業を
通じて自己の労働能力を活用
し、自らの生きがいや社会参加
への就業機会の増大を図るため
に行う事業や活力ある社会づく
りに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付する。

長寿支援
課

　R2年4月1日にシルバー人材センターの事
務所が移転し、更なる連携の強化に努めま
した。
　高齢者の就業機会の拡大を図る事業等に
補助金を交付しました。

b 一部達成

　長寿支援課・シルバー人材センター
意見交換会（四半期ごと）及び、蓮田
市関係各課・シルバー人材センター情
報交換会（8月予定）を開催し、連携を
強化します。
　引き続き、シルバー人材センター
に、高齢者の就業支援となる事業等へ
の補助金を交付していきます。

16,70089

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

88
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

高齢者の
総合相
談・権利
擁護事業

　高齢者や認知症のかたなどの
介護や生活、健康などの相談を
受けるとともに、消費者被害や
高齢者虐待などの権利擁護に関
する相談支援を実施する。

在宅医療
介護課

　訪問や窓口対応にて地域包括支援センターの案内
を随時行い、周知に努めました。その上で介護や生
活、健康、権利擁護など高齢者の様々な相談に応
じ、年間3,533件の相談に対応しました。
　総合相談の充実を図る為、月1回地域包括支援セン
ター定例会を実施し、高齢者虐待や困難事例等の
ケースの処遇方針の決定や研修を行いました。
　高齢者虐待については関係機関や閏戸・平野地域
包括支援センターと連携し、年間55件の相談に対応
しました。
　成年後見制度については利用が必要な方への案
内、関係機関と連携をしながら利用までの支援を行
い、年間73件の相談に対応しました。
　消費者被害については、商工課や関係機関と連携
し、早期発見に努め、年間25件の相談に対応しまし
た。

a 達成

　支援を必要とする高齢者が早期に必要な支援に
つながるよう、高齢者の総合相談窓口である地域
包括支援センターの周知を継続して行う必要があ
ります。引き続き、相談窓口や訪問、高齢者が集
まる場所等様々な場面で周知に努めながら、関係
機関と連携し、相談対応を行っていきます。
　地域包括支援センターが3か所となる為、連携
体制の強化、共通認識を基にした支援が行えるよ
うに努め、高齢者のあらゆる相談に対応していき
ます。また、継続的・専門的な支援につなげる
為、月１回地域包括支援センター連携会議におい
てケース処遇方針の決定、研修会を実施し、総合
相談の充実を図ります。

38

高齢者見
守り支援
ネット
ワーク事
業

　在宅の高齢者や認知症のかた
が家族や地域から孤立すること
を防止するために、日常生活に
おける問題を早期に発見し、住
み慣れた地域で安心した生活を
確保できるように支援する。

在宅医療
介護

　見守り支援ネットワーク登録事業所が集う会議を
開催し「若年性認知症とは」～地域で見守るために
～をテーマに10月20日に講演会を実施しました。会
議に欠席した登録事業所には、会議資料を配布し情
報提供を行いました。
　高齢者見守り支援ネットワークへの協力事業所と
して、今年度は新たに5事業所の登録がありました
（事業所の廃止により4事業所が登録を解除。3月時
点の登録事業所は93団体）。
　課題抽出型の地域ケア会議を5回開催し、民生委員
と見守り支援体制の構築を図りました。

b 一部達成

　高齢者見守り支援ネットワークによる地域での
取り組みを引き続き行い、各団体で行っている見
守り活動についての情報を共有し相互理解を深め
るとともに、見守り支援に関する講演等も含めた
会議を開催します。
　民生委員と介護支援専門員の連携を深め地域で
の見守り活動を支援するため、地域の課題を抽出
して検討する地域ケア会議を開催します。
　閏戸・平野地域包括支援センターや蓮田地域包
括支援センターと協働し、地域に根差したネット
ワークを構築します。
　新型コロナウイルス感染症の状況から令和2年
度に実施できなかった75歳以上ひとり暮らし高齢
者の実態調査を行い、見守りを強化します。

20

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

90

91

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施し、一体
的なサービス提供のための情報冊子として在宅医
療・介護連携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回開催し、
在宅医療・介護における新型コロナウイルス感染症
対策を中心に課題の抽出と対応策の検討を行いまし
た。
　在宅医療・介護関係者研修を開催し、関係者の資
質向上と情報の共有を図りました。(3回予定してい
たところ、ウェブで1回の開催となりました。参加者
100人）
　住民への在宅医療と介護の普及啓発として、在宅
医療と介護の市民講座（全4日間）を1回開催（参加
者延69人）、出前講座11回(受講者219人）実施、エ
ンディングノート配布と説明会（13回開催、参加者
255人）、エンディングノート完成記念講座1回（参
加者50人）実施しました。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を設置し
専門的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めている在宅医
療連携拠点の機能を強化するため、医師会、協定
市町（久喜市、白岡市、宮代町）との連携をさら
に進めます。特に、在宅療養患者の急変時の切れ
目のない医療・介護体制構築の取り組みを具体的
化します。
　医療・介護関係者との連携強化のため、コロナ
禍でも可能な研修会や連携会議の開催方法を研究
し、実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、市民講座
や出前講座を開催します。特にエンディングノー
トを活用したACPの普及啓発では、多くの方に関
心を持って、在宅医療を考えていただく機会とな
るような事業を展開します。

5,08892
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノン
ステップバスを導入するための
事業費を補助する。

都市計画
課

　新型コロナウイルス感染症対策として、バス・タ
クシー事業者へ公共交通支援金を交付しました。
　蓮田市総合案内板及び蓮田駅東口バス案内板を更
新しました。

b 一部達成

　引き続きバス事業者と情報交換を行い、超低床
ノンステップバスの導入を推進していきます。
　R3年3月13日ダイヤ改正及びバス停名の一部変
更を反映したバス路線マップを作製し、配布しま
す。

6,072

高齢者援
護・措置
事業

　援護が必要な高齢者に対し、
各種高齢者福祉サービスの提供
や介護保険施設への入所措置等
を実施する。
　成年後見センター（仮称）に
ついて、社会福祉協議会など関
係機関と情報交換や協議を行
い、設置に向けた研究や取組を
推進する。

長寿支援
課

　高齢者福祉サービスが円滑に利用できるよう、民
生委員等の協力を得ながら、サービスの周知に努め
ました。
　弁護士による成年後見制度の講演会を庁内関係職
員を対象に開催しました。

a 達成

　引き続き、高齢者福祉サービスの周知に努め、
必要なかたにサービスが提供できるよう民生委員
など関係機関との連携に努めます。
　成年後見センター（仮称）の設置について、社
会福祉協議会や関係機関との打合せを進めます。

16,277

93

94
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

介護保険事
業（介護保
険運営事
業）

　第７期介護保険事業計画（平成
３０年度～令和２年度）の介護
サービス利用料と介護給付費の見
込み量に基づき、介護保険給付が
適正に行われるよう事業を推進し
ていく。
　また、地域密着型サービス事業
者が新たに事業を展開する際、建
設や備品整備にかかる費用の一部
を補助する。

長寿支援課

　3月定例会において、蓮田市介護保険条例
の一部改正に関する議案が可決され、第8期
介護保険事業計画における介護保険料を定め
ました。
　定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
の開設にあたり、備品整備等にかかる費用の
一部について、事業者へ補助金を交付しまし
た。

a 達成

　R4年度に、川島地内に開設予定となっ
ている認知症対応型共同生活介護につい
て、事業者と連絡調整を行い、県補助金
の交付申請等に向けて準備を行います。
　新たな介護保険料について、市広報等
で周知を図ります。

4,846,43895

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

長寿支援課

　高齢者の安否確認を目的とした配食サービ
ス事業や介護相談員事業を行いました。
　ケアプラン点検の結果を精査し、より効果
的なサービス提供に向けて、指摘事項をまと
めた文書を事業所に送付しました。

a 達成
　介護保険事業の適正化や高齢者支援の
推進を一層図るため、引き続き、任意事
業を実施していきます。

2,591

在宅医療介
護課

　2か所の地域包括支援センターを運営し、
高齢者の総合相談等の事業を実施しました。
また、蓮田駅西口行政センター内に新たな地
域包括支援センターを設置し、R3年4月の運
営開始に向け、引継ぎを完了しました。
　自立支援型地域ケア会議は9回開催予定の
ところ、新型コロナウイルス感染拡大の影響
にて5回開催しました。
　生活支援体制整備事業では、第1層協議体
を3回開催（2回は書面開催）し、集いの場・
通いの場マップの更新を協議しました。第2
層協議体は10回開催し、地域ごとの生活支援
体制づくりの協議をしました。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援チー
ム、家族のつどい、認知症サポーター養成講
座等の事業の実施や、見守りシールの交付を
行いました。

b 一部達成

　新設の蓮田地域包括支援センターの運
営を後方支援します。また、3か所の地域
包括支援センターが連携した運営ができ
るよう基幹型センターとしての役割を果
たしていきます。
　生活支援体制整備事業は高齢者集いの
場・通いの場マップの更新に取組みま
す。また、3か所の地域包括支援センター
や地域ケア会議等との連動を図りなが
ら、地域ごとの生活支援体制を検討しま
す。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポー
ター養成講座等の事業を継続するととも
に、見守りシールの普及を図ります。

39,996

96
介護保険事
業（地域支
援事業）

　高齢者が住み慣れた地域でその
人らしく住み続けていけることを
目的として、地域の実情に応じた
必要な支援を行う。地域包括支援
センターを運営し、包括的支援事
業（介護予防支援事業、総合相談
支援業務、権利擁護業務及び包括
的・継続的ケアマネジメント支援
業務、地域ケア会議、生活支援体
制整備事業、認知症総合支援事業
等）及び任意事業（介護給付費等
適正化事業、家族介護支援事業
等）を実施する。
　また、新たな地域包括支援セン
ターの増設に向け、準備を進め
る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

介護予防・
日常生活支
援総合事業
（地域支援
事業）

　支援を必要とする高齢者に対
し、状態の悪化防止や活動的な生
活を送ることができるよう、運動
や交流の場としての通所型サービ
スや生活支援等の訪問型サービス
を提供する「介護予防・生活支援
サービス事業」を実施し、「介護
予防ケアマネジメント事業」によ
り自立した生活を送ることを支援
する。
　また、高齢者が地域での介護予
防の活動に参加し、役割をもって
自立した生活を続けられるための
普及啓発や地域活動支援等を行う
「一般介護予防事業」を実施す
る。
　住民が主体的に取り組む体操教
室の立ち上げを支援し、要介護状
態となっても高齢者自身が社会参
加することによる生きがいづくり
と地域で支え合う体制を構築する
ことによる介護予防の推進を図
る。

在宅医療介
護課

　通所型サービス、訪問型サービスが安定し
て提供できるよう、事業者の指定・管理を行
いました。
　住民主体の介護予防事業「はすぴぃ元気体
操」は、新型コロナウイルス感染拡大の影響
を受け、ほとんどのグループが活動を休止し
ていましたが、定期的に状況を確認し、開催
状況の把握を行いました。
　教室形式の介護予防事業の代替として、自
宅で取組むはすぴぃ元気体操、介護予防体操
のDVD500部と冊子3000部を作成し、配布を開
始しました。

a 達成

　「介護予防・生活支援サービス事業」
は、サービス提供状況を把握しながら、
必要な方が必要なサービスを受けること
ができる体制整備と利用支援を行いま
す。
　一般介護予防事業は感染予防対策を講
じながら継続実施します。また、住民が
主体的に取組む「はすぴぃ元気体操」の
再開を支援します。
　高齢者の保健事業と介護予防の一体的
な実施に向けた準備を行い、R4年度の開
始を目指します。

47,29197
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

心の健康
相談事業

　精神保健福祉士及び保健師に
よる心の健康に関する相談を実
施するとともに、一人ひとりが
心の健康について考える機会と
して、心の健康講座等を実施
し、正しい知識の普及と意識の
啓発に努める。
　また、世界自殺予防デーに合
わせて自殺予防啓発街頭キャン
ペーンを実施し、自殺予防ゲー
トキーパー養成講座の開催や自
殺予防啓発記事の広報掲載を行
うほか、埼玉県の自殺対策計画
策定を受けて蓮田市自殺対策計
画の策定を行う。

健康増進
課

　精神保健福祉士における相談と併せて、保健師が随時相
談や訪問を行い、精神保健に関する相談体制の推進を図り
ました。
　9月の「自殺予防週間」に併せて図書館と連携し、自殺
対策のための展示コーナーを開設し、悩みを抱えたかた向
けの書籍や相談機関案内リーフレット等を設置し、自殺予
防についての啓発活動を行いました。
　相談窓口を記載した案内資料を作成し、関係課・関係機
関等の窓口等に配布し、周知を図りました。

a 達成

　継続事業として①こころの健康相談、②精神保健関
連講座・会議③自殺対策事業を実施します。
　自殺予防対策庁内連携会議を定期的に開催し、自殺
対策計画の進行管理について検討します。
　リーフレット等を配布し、相談窓口等の周知を図り
ます。
　自殺対策を強化し、関係課や関係機関との連携方法
について検討します。

233

がん検診
事業

　がん検診による早期発見・早
期治療の推進を図り、がんの死
亡率を減少させることを目的
に、国の定める「がん予防重点
健康教育及びがん検診実施のた
めの指針」に基づき、各種がん
検診を個別検診と集団検診の併
用で実施していく。
　また、がん予防の普及啓発に
より、がんやその他の疾病の予
防及び健康づくりへの意識付け
を図っていく。

健康増進
課

　がん検診受診者にとっての利便性を考慮し、個別検診と
集団検診を併用して実施しました。また、受診率向上のた
め、個別に通知しました。
　無料クーポン対象者及び69歳までの未受診者に対して再
勧奨を実施しました。
　乳がん及び子宮頸がん集団検診の際、託児を可能とし、
若年層の受診率向上に努めました。
　市内中学校の生徒に対し、がん検診リーフレットを配布
し、保護者へのがん検診周知を図りました。
　市内中学校3年生の保護者に対し、乳がん自己触診法の
補助具（グローブ）を配布し、乳がん検診自己触診法の普
及を図りました。

a 達成

　国庫補助金を活用し、申し込み方法・実施場所をよ
りわかりやすく記載した案内通知を作成・送付しま
す。
　がん検診結果の入力業務を委託することにより、よ
り早期に精密検査未受診者に対する勧奨通知を送付し
ます。
　学校等を通じて、若年層へのがん検診の啓発事業を
実施していきます。

71,81699

98

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ
R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

特定健康
診査、特
定保健指
導事業

　平成３０年度から第３期特定
健診等実施計画に基づき、特定
健康診査・特定保健指導を実施
する。
　特定健康診査受診者が生活習
慣改善や医療受診につながるよ
う支援し、生活習慣病の予防を
図るほか、糖尿病性腎症が重症
化するリスクが高いかたを対象
に、医療受診を促すとともに、
生活習慣改善のための支援を実
施する。

健康増進
課

　特定健康診査の自己負担金を無料とするとともに、対象
者全員に対して、案内通知、健診受診券を送付し、受診勧
奨を行いました。
　特定保健指導を委託方式で実施するとともに、特定健康
診査受診者で要医療域のかたに対して医療受診勧奨の通知
及び電話相談を実施しました。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業は、今年度から埼玉県
共同事業に参画し実施しました。対象者へ案内通知を送付
し、受診勧奨、保健指導を実施しました。

a 達成

　特定健康診査の勧奨通知を早期に発送することによ
り、比較的予約が取りやすい時期に受診者数を増やす
ような周知を行います。
　引き続き直営による特定保健指導を実施し、実施率
向上を目指します。
　対象者の特性に応じた特定健康診査の勧奨通知の送
り分けを実施し、受診率向上を図ります。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業については、受診
勧奨及び保健指導に加え、継続支援事業も実施し、医
療費適正化を目指します。

64,077100
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（２）地域の健康づくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

健康づく
り推進事
業

　市民一人ひとりが自らのライ
フスタイルに合った健康づくり
を主体的に実践できるよう、地
域、団体、行政が一体となり、
市全域で健康づくり運動を推進
する。健康づくり推進員の育
成、情報交換、健康増進事業を
はじめ、地域で健康に関する知
識の普及啓発を図る。
　また、食べることは生きる上
での基本であり、心と体の健康
を支えるために欠かすことので
きない営みである。「食育」を
妊娠期から高齢期まで総合的か
つ計画的に推進するため、健康
はすだ２１（第２次）と食育推
進計画を一体化させた計画を策
定し、地域食生活支援推進連絡
会の開催をはじめ、健康づくり
推進員と協力して「食育」に関
する施策の充実を図る。

健康増進
課

　平成30年度に策定した「健康はすだ21
（第2次）改定版・蓮田市食育推進計画」
に基づき、市全域で健康づくりの取組を実
践しました。
　健康づくりを推進するための重点プロ
ジェクトに関するリーフレットを作成し、
10月の広報と一緒に各戸に配布しました。
　ウォーキング部会を立ち上げ、ウォーキ
ングマップの作成を行いました。令和2年
度は、黒浜地区、平野地区の2コースを作
成し、3月の健康づくり推進員連絡会議で
配布しました。

b 一部達成

　「健康はすだ21（第2次）改定版・蓮
田市食育推進計画」に基づき、健康づ
くり推進員及び市職員が中心となり、
健康づくりの取組を地域で実践してい
きます。
　健康づくり推進員が作成したウォー
キングマップを広く配布し、ウォーキ
ングへの動機づけ及びウォーキングを
しやすい環境づくりを進めていきま
す。

30

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

101
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（３）地域保健医療体制の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

地域救急
医療体制
の充実

　市民が必要なときに必要な保
健医療サービスを受けられるよ
う、休日等における急病者の医
療を確保する。
　利根保健医療圏医療連携推進
協議会（とねっと）による地域
医療ネットワークシステムの管
理・運営を支援するとともに、
病院及び有床診療所が輪番制で
救急患者の診療を行う東部北地
区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営
に対して支援する。

健康増進
課

　「休日急患診療業務」及び「東部北地区病院
群輪番制業務の二次救急・小児救急」につい
て、予定の日数を実施しました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービスを受
けられるように、引き続き「休日急患診療業
務」及び「東部北地区第二次救急の病院群輪
番制病院運営事業等」の支援を行います。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師会と
の協力体制の整備及び幸手、加須保健所との
連携を図ります。

10,416

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施し、
一体的なサービス提供のための情報冊子として
在宅医療・介護連携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回開
催し、在宅医療・介護における新型コロナウイ
ルス感染症対策を中心に課題の抽出と対応策の
検討を行いました。
　在宅医療・介護関係者研修を開催し、関係者
の資質向上と情報の共有を図りました。(3回予
定していたところ、ウェブで1回の開催となり
ました。参加者100人）
　住民への在宅医療と介護の普及啓発として、
在宅医療と介護の市民講座（全4日間）を1回開
催（参加者延69人）、出前講座11回(受講者219
人）実施、エンディングノート配布と説明会
（13回開催、参加者255人）、エンディング
ノート完成記念講座1回（参加者50人）実施し
ました。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を設
置し専門的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めている在
宅医療連携拠点の機能を強化するため、医師
会、協定市町（久喜市、白岡市、宮代町）と
の連携をさらに進めます。特に、在宅療養患
者の急変時の切れ目のない医療・介護体制構
築の取り組みを具体的化します。
　医療・介護関係者との連携強化のため、コ
ロナ禍でも可能な研修会や連携会議の開催方
法を研究し、実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、市民
講座や出前講座を開催します。特にエンディ
ングノートを活用したACPの普及啓発では、
多くの方に関心を持って、在宅医療を考えて
いただく機会となるような事業を展開しま
す。

5,088

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

92
（再掲）

102

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（１）国民健康保険制度の適正な運営

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

国民健康保
険の適正な
運営

　国民健康保険は、平成３０年度
から都道府県が財政運営の責任主
体となり、安定的な財政運営や効
率的な事業の確保等の国保運営に
中心的な役割を担う。
　市民が安心して暮らせるよう、
埼玉県と連携しながら国民健康保
険制度の安定した運営を図るとと
もに、保健事業や疾病予防事業を
行い、医療費の適正化を図る。

国保年金課

　予算を円滑に執行し収支の均衡を図りまし
た。
　国保事業納付金に係る経費を賄うために必
要な保険税を賦課徴収し、収納額を確保しま
した。
　新規加入者へ口座振替を促進し、また、職
員による臨宅納付勧奨を行い、収納率の向上
に努めました。
　新型コロナウイルス感染症対策として、傷
病手当金の支給、国保税の減免制度を制定し
ました。

a 達成

　円滑な国保運営に努め、口座振替の勧
奨、納付相談、職員による臨宅訪問を実
施し収納率の向上に努めます。
　また、国保資格の適正化、レセプト点
検の強化、特定健診や糖尿病性腎症重症
化予防対策事業等により医療費の適正化
を図ります。
　引き続き、傷病手当金の支給、国保税
の減免に加え、インフルエンザ予防接種
費用の助成を実施します。

6,010,384103

ＰＬＡＮ
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（２）後期高齢者医療制度の適正な運営

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

後期高齢者
医療広域連
合との連携

　埼玉県後期高齢者医療広域連合
と連携して、後期高齢者医療制度
の安定運営や健全な財政運営のた
め、保険料の収納率向上を図ると
ともに、高齢者の医療の確保と医
療費の適正化を図る。

国保年金課

　後期高齢者医療対象者に対する適切な医療
費等の給付を行いました。
　滞納者に対し職員による臨宅納付勧奨及び
電話による納付勧奨を行い、収納率の向上に
努めました。また還付金未請求者に対しては
還付勧奨を行いました。

a 達成

　R3年度は、保険料均等割の軽減特例が
縮小されることにより後期保険料として
は、低所得者の負担が増額となります。
ポスターの掲示やリーフレットの配布は
もとより、窓口や電話での丁寧な説明に
より理解を得られるよう対応していきま
す。
　また、前年度に引き続き、ペイジー口
座振替受付サービスや臨宅勧奨を実施す
ることなどにより、収納率の向上に努め
ます。

969,348

基本政策２

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

104

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（３）国民年金事務の円滑な運営

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

国民年金
事務

　国や日本年金機構との連携を
図りながら、年金相談等を通じ
て、国民年金制度の理解促進に
努める。

国保年金
課

　日本年金機構と連携し、委託されている
法定受託事務を適切に執行しました。

a 達成

　引き続き、法定受託事務を適切に執
行するとともに、一層の市民サービス
向上に努め、日本年金機構との連携を
深めていきます。
　また、引き続き、年金生活者支援給
付金が給付されることから、受付等の
事務量増加に対応していきます。

80

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

105

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（４）生活困窮者支援（生活保護）

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

生活保護
制度の適
正な運営
と自立支
援

　生活困窮者等の健康で文化的
な最低限度の生活を保障すると
ともに、自立を支援するため、
生活保護制度を適正に実施す
る。
　また、生活保護者等に対して
就労に必要な支援の充実を図
る。

福祉課

　生活困窮者自立支援制度や関係機関との
連携を図り、生活困窮者の早期発見及び支
援を行いました。生活保護申請の段階か
ら、ケース検討会議に諮り組織的にアセス
メントし、援助方針の作成を行い、自立支
援を行いました。
　徴収金徴収事務取扱要綱の制定、マニュ
アルを作成する等、適正な債権管理体制を
構築しました。

a 達成

　就労可能な者については就労支援を
行い、自立に向けサポートを継続しま
す。
　生活困窮者自立支援制度や関係機関
との連携を継続し、生活困窮者の自立
助長を推し進めます。

906,886

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

106
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（１）地域における防犯対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

防犯対策
推進事業

　蓮田市防犯・暴力排除推進活
動補助金制度を活用し、防犯協
会や暴力排除推進協議会が実施
するキャンペーン等の啓発活動
や防犯活動等の研究会、研修会
等を支援する。
　また、自主防犯組織活動用物
品購入費補助金制度を活用し、
地域防犯推進委員が防犯パト
ロール用装備品や啓発用品を整
備することを支援する。

危機管理
課

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、蓮田駅前での街頭防犯キャンペーンや
『蓮田市地域安全・暴力排除市民大会』・
『安心・安全歳末一斉キャンペーン』の開
催を中止しました。
　特殊詐欺被害防止活動として、青色防犯
パトロールカーによる市内パトロールを、
地域防犯活動団体と職員で、毎週水曜日に
実施しました。
　また、自主防犯組織活動用物品購入費補
助金制度により7団体に補助金を交付し、
地域における防犯活動の推進を行いまし
た。

b 一部達成

　引き続き、キャンペーン等の啓発活
動や地域防犯推進委員の増員、自主防
犯組織への支援などにより、防犯体制
の強化を図ります。

1,790

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

107

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（２）防犯体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

警察署の
誘致

　蓮田市内に警察署ができるこ
とで犯罪への抑止効果が高まる
ことが期待できることから、誘
致に向けて情報収集に努め、要
望書の提出を行う。

危機管理
課

　今年度においては、警察署誘致の現状等
について、埼玉県警察本部を訪問しての情
報収集等は実施せず、県警本部への電話に
て情報収集を実施しました。また、埼玉県
市長会等へ、警察署誘致について要望書を
提出しました。

a 達成
　誘致に向けて引き続き、岩槻警察署
や県警本部と連携し、情報収集活動を
行います。

0

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

108

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（３）防犯対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

街路灯整
備推進事
業

　街路灯をＬＥＤに交換する工
事や既存街路灯の補修を行い、
省電力化や安心安全な住環境の
整備に努めていく。

自治振興
課

　リース方式によるLED化事業で対象と
なっている街路灯については、リース事業
者と連携して維持管理を行いました。
　街路灯は、新規工事を45基（共架40基、
独立2基、壁面3基）実施しました。

a 達成

　新規設置による街路灯については、
LED化を継続します。既存街路灯につい
ても、灯具の劣化状況を確認し、LED化
を進めていきます。

34,709109

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R2年度

決算額
（千円）

第５次総合振興計画
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（１）防災対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

防災備蓄
倉庫及び
防災資機
材の整備
事業

　災害時に備え、市内の避難所
に設置されている蓮田市の防災
倉庫に食糧や毛布などの備蓄
品、災害対策用備品を計画的に
整備する。

危機管理
課

　地方創成臨時交付金を活用し、新型コロ
ナウイルス感染症に関する防災備蓄品や衛
生対策用品の整備を行いました。整備した
ものは、公共施設への防災備蓄倉庫、蓄電
池、自動ラップ式トイレ、プライベート
ルームテント、大型扇風機などです。
　また、備蓄食糧のアルファ米（5,000
食）や乳児用ミルクなども購入しました。

a 達成

　令和2年度、食糧5,000食を購入し、
合計24,650食となり、地域防災計画に
定める目標備蓄量13,500食及び埼玉県
の地震被害想定における食料需要量
22,491食の備蓄数を達成しました。今
後は、25,000食の備蓄を維持するよう
循環備蓄に努めます。
　また、防災備蓄倉庫は、傷み具合を
調査し、交換が必要な倉庫について
は、計画的に入れ替えを行います。
　なお、備蓄品の整理、操作研修会に
ついても検討します。

108,774

自主防災
組織育成
事業

　災害時に自助・共助による初
動体制を整備するため、自主防
災組織の育成や各種防災に関す
る研修会、防災訓練の支援を行
い、災害に強いまちづくりを推
進する。

危機管理
課

　自治連合会との連帯を強め、自主防災組
織の拡大に努め、40組織（44自治会）と
なっています。新型コロナウイルス感染症
の影響もありましたが、防災訓練5回（参
加者580名）、防災研修会を6回（参加者
207名）開催しました。
　9月に開催を予定していた市総合防災訓
練は、新型コロナウイルス感染症の拡大に
より、参加者の安全を考え中止しました
が、9月下旬に、黒浜北小学校を会場に、
地域の自主防災組織8団体と連携し、避難
所開設・運営訓練を実施しました（参加者
59名）。
　また、5月と11月に市内回覧物として自
主防災組織協議会と共同で「防災への備え
通信」を発行しました。

b 一部達成

　自主防災組織への支援を継続すると
ともに、新規設立を自治会等に働きか
けます。さらに、防災への備えなどの
啓発活動を自治会に対し行います。

2,334111

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

110

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課

　市有建築物の耐震改修はR1年度に完了し
ました。R2年度はシルバー人材センターが
移転済みの旧福祉事務所の解体工事を終え
ました。
　また、解体工事の前に隣接地との境界確
定及び環境事前調査を実施しました。

b 一部達成

　旧福祉事務所の解体後、図書館の来
客駐車場として活用するため、駐車場
の舗装工事を行います。
　また、工事後に環境事後調査を実施
します。

8,500

建築指導
課

　市有建築物の耐震改修はR1年度に完了し
ました。R2年度はシルバー人材センターが
移転済みの旧福祉事務所の解体工事を終え
ました。

a 達成
　今後は維持管理の為の工事を適切に
行い、耐震性能の維持を図ります。

0

木造住宅
耐震診
断・耐震
改修補助
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、市内の既存木造住宅の耐震
化を推進する。「蓮田市建築物
耐震改修促進計画」に基づき、
市内の既存木造住宅の耐震化を
推進するため、耐震診断及び耐
震改修の支援を行う。

建築指導
課

　市内の既存木造住宅の耐震化を推進する
ため、耐震診断及び耐震改修の支援につい
て、「広報はすだ」等により周知を行いま
した。

b 一部達成
　耐震診断及び耐震改修の支援を継続
し、市内の既存木造建築物の耐震化を
推進します。

0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

113

112

公共建築
物の耐震
補強整備
事業

ＣＨＥＣＫ
（評価）

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、避難所に指定されている施
設等の耐震化を推進する。「蓮
田市建築物耐震改修促進計画」
に基づき、昭和５６年５月３１
日以前に建築された２００㎡以
上の市有建築物の耐震化及び建
て替えを令和元年度に完了す
る。
　また、災害時に拠点となる市
役所本庁舎について、幼少者や
高齢者、身体の不自由なかた等
にも配慮された環境整備を目指
し、建物の機能強化を図るため
の改修等を進める。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
ていく。

水道課

　市道55号線及び市道510号線の2路線にお
いて重要管路更新工事を実施しました。市
道55号線につきましては、第3期工事とし
て国庫補助金を活用し、口径φ400mm、延
長約250mの更新工事を実施しました。市道
510号線につきましては、口径150mm、延長
約160mの更新工事を実施しました。その
他、市道46号線、市道734号線、市道9号
線、市道1472号線の4路線の更新工事を実
施し耐震化を図りました。
　また、R3年度に更新工事を予定している
3路線の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施
設の整備を行うため、管路耐震化計画
に基づき、老朽化した重要管路の更新
工事を継続して進め、耐震化を図りま
す。

252,580

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質浄化及び水質保全のた
め、公共下水道の整備を行う。
公共下水道事業計画区域約１，
６１６ヘクタールのうち、事業
認可区域８１５ヘクタールの整
備率が９５％となり、残り５％
について早期の完了を目指す。
残りの全体計画区域についても
事業認可取得に向け検討を進め
る。
　また、継続して公共下水道利
用者へ適切なサービスの提供を
行うため、維持管理計画を策定
し適切な維持管理を行うととも
に、施設の耐震化による災害対
策と不明水対策を進める。

下水道課

　経営の更なる健全化のため、必要な現状
把握、分析及び将来予測を行うとともに、
事業及び経営の目標を設定し、経営及び投
資の合理化を図り、持続可能な下水道事業
の運営を図るための下水道事業経営戦略を
策定しました。
　また、県による蓮田駅東口黒浜線の用地
取得が進んだことから、沿線の事業計画の
変更を行い、事業認可を取得しました。
　下水道施設の維持管理においては、管渠
の点検、調査を継続して行い、適切な維持
管理に努めました。

a 達成

　現在の事業認可区域早期完成のた
め、新設道路の整備や蓮田サービスエ
リア（下り線）の改築に伴う県道の改
良工事に合わせて汚水管の埋設を進め
ていきます。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、
経営基盤の強化及び下水道の整備計画
を検討していきます。
　また、老朽化した西新宿汚水中継ポ
ンプ場の設備を更新していきます。

64,892

114

115
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防水
利等の消防施設の整備を推進す
る。
　本署・南分署庁舎及び分団詰
所施設の保守・改修を進める。

消防課

　老朽化した消火栓のボルト交換を10箇所
実施しました。また漏水等の不具合が発生
した消火栓の修繕や更新を図りました。
　119番通報を受ける、高機能消防緊急通
報指令システム及び消防救急デジタル無線
機器の経年劣化に伴う部分更新を実施する
とともに、言語や聴覚に障害がある方が利
用できるNET119緊急通報システム、外国人
の方を対象とした多言語通訳システムを新
たに整備しました。
　本署の庁舎については、高圧電気、給湯
器関係の修繕を実施しました。南分署の庁
舎については、屋上の防水シートの部分的
な張替えや車庫のシャッターに不具合が生
じたため、修繕を実施しました。消防団に
ついては第2分団、第3分団の照明の一部を
LEDライトに交換しました。

a 達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕
や耐震式防火水槽の整備、災害時の拠
点となる本署・南分署・分団詰所の維
持管理や改修等を図ります。また、高
機能消防緊急通報指令システム及び消
防救急デジタル無線機器等の部分更新
等を図ります。既存する訓練塔の経年
による劣化を鑑み、新たな訓練施設を
研究・検討し整備に努めます。

50,839116
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

農政課

　中田堀排水路について、7月10日に設計
業務委託を発注しました。9月14日に県費
単独かんがい排水工事を発注し、3月15日
に埼玉県の完成検査を受け、R2年度の事業
を完了しました。
　貝塚悪水路について、台風12号の台風冠
水対策として、仮設ポンプを設置して冠水
対策を行いました。

a 達成

　中田堀排水路について、設計業務委
託及び県費単独かんがい排水工事の早
期発注を目指します。工事について
は、工法の検討を行い、事業の早期完
成を目指します。
　貝塚悪水路について、台風冠水対策
として、早期に仮設ポンプを確保し迅
速にポンプを設置して冠水対策を行い
ます。

7,866

道路課

　西新宿第一排水機場ゲートの改修につき
ましては、埼玉県と河川計画について協議
を行い、西新宿第一排水機場のゲート改修
基本設計が完了しました。
　島田落とし切回し工事につきましては、
水路整備及び一部区間の立ち入り防止策の
設置完了しました。
　見沼代用水の下をくぐるサイフォン浚渫
委託、市内全域の遊水池浚渫除草委託を完
了し、水害対策に努めました。

b 一部達成

　島田落し切回し工事につきまして
は、11月の渇水期に向けて、工事が円
滑に進むように発注準備を進めます。
　西新宿第一排水機場のゲート改修に
つきましては、詳細設計について、早
期発注できるように準備を進めます。
　水路の浚渫や除草において、高齢化
により、市への要望が増えているた
め、現地を確認し、要望に応えられる
ように努めます。

125,720

117
排水路施
設等整備
事業

　準用河川の補修・改修や黒浜
調整池の整備、農業施設の用排
水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水
路及び遊水池の除草や浚渫を実
施し、大雨による浸水被害の軽
減を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

地域防災
計画の改
定と各種
マニュア
ル整備事
業

　「蓮田市地域防災計画」や災
害時における「職員初動マニュ
アル」、「避難所運営マニュア
ル」に基づき、災害対策を講じ
る。なお、これらの計画等につ
いて実効性を高めるため、適宜
見直しや修正を行っていく。

危機管理
課

　埼玉県地域防災計画の改定が、新型コロナウ
イルス感染症の影響によりスケジュールが大幅
に遅れ、R3年3月に完了となりました。このた
め、今年度は、蓮田市防災会議の開催を見送
り、次年度の地域防災計画改定に向け、情報収
集を行いました。
　また、新型コロナウイルス感染症に配慮した
避難所の運営を図るため、8月に新たな「避難
所における感染症対策マニュアル」を策定しま
した。
　さらに、避難行動要支援者名簿等の更新につ
いて関係各課と共に、要綱の更新や手順書の作
成を行いました。年度内に各支援団体と名簿更
新作業を実施する予定でしたが、感染症の拡大
により、各団体の会合も開催できない状況にあ
るため、名簿更新を次年度以降に延期しまし
た。

b 一部達成

　地域防災計画等について、随時の見直しや
周知に取り組みます。また、避難行動要支援
者名簿の更新や個別避難計画書の作成・管理
を行います。

0

遠隔地自
治体との
災害支援
体制の充
実

　大規模災害時では、同様の被
害を受けている近隣市町より遠
隔地との応援体制が必須との認
識から、平成２４年１０月１日
に長野県松川町と「災害時相互
応援協定」を締結した。
　今後は、災害時における応援
対策及び復旧活動に万全を期す
ため、危機管理担当はもとよ
り、復旧・復興に関連するあら
ゆる担当（避難所運営・給水・
防疫・文教等）の連携が充実で
きるよう相互協力体制を構築し
ていく。

危機管理
課

　7月に、長野・岐阜県に大雨特別警報が発令
された際、松川町へ連絡し、被害状況や支援の
必要について確認を行いました。
　また、松川町総合防災訓練の参加について
は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し
見送りましたが、相互の災害支援体制を改めて
確認しました。

a 達成
　引き続き相互の防災訓練などを通じ、さら
なる連携強化を図ります。

0

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

119

118
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、防災
行政無線の内容や緊急情報等を
メールで配信する「安心安全
メール」を周知徹底し、登録者
の増加を図ることで難聴区域の
解消につなげていく。
　また、移動系防災行政無線の
デジタル化等あらゆる情報機器
を活用して、情報伝達体制の整
備を図る。

危機管理
課

　職員参集システムの操作方法習得のため、職
員参集訓練を6月、2月に実施しました。
　R1年度に整備が完了した、移動系デジタル防
災行政無線の操作研修を、各小中学校へ指定さ
れている、現場情報班職員へ実施しました。併
せて、IP無線機の整備を実施し、合計30台の配
備となりました。
　また、埼玉県防災無線地上系設備の再整備工
事が9月に完了し、毎月の通信訓練により、操
作方法の習熟に努めました。
　市と自主防災組織協議会で共同発行している
「防災への備え通信」や、市広報等において、
安心安全メールのPRを行いました。

a 達成

　新たに整備された移動系デジタル防災行政
無線の操作の習得や運用方法を整備し、災害
時に活用できるよう努めます。様々な通信連
絡体制の確保のため、IP無線機についても計
画的に整備します。また、安心安全メールに
ついても、引き続き重要な情報伝達手段とし
て、登録者の拡充を図ります。

13,852

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。
　情報セキュリティ基本方針及
び情報セキュリティ対策基準の
見直しを随時行うとともに職員
の情報セキュリティ意識の向上
を図るため、情報セキュリティ
研修を実施する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウドに参
加し、インターネットと庁内ネットワークの分
離や、メール及びファイルの無害化処理等の高
度なセキュリティ対策を行いました。
　総務省及び地方公共団体情報システム機構が
提供する情報セキュリティ研修を、eラーニン
グにより全職員が受講し、修了しました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリティ
クラウドに参加し、インターネットと庁内
ネットワークの分離やメール及びファイルの
無害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
います。
　総務省及び地方公共団体情報システム機構
の提供する情報セキュリティ研修を、ｅラー
ニングにより実施します。

3,597

新型イン
フルエン
ザ等対策
の整備

　新型インフルエンザ等の発
生、まん延時の対策として、埼
玉県や関係機関等と連携・協力
し、効果的なインフルエンザ対
策を図ることで、市民生活及び
地域経済に及ぼす影響が最小に
なるよう努める。

健康増進
課

　国や県と連携した感染症対策を進めるため情
報を収集し、対策本部会議において情報共有を
図りました。
　感染症対策の全庁的な取りまとめを行い、議
会等対外的な対応に努めました。
　感染防止対策資機材の購入、配布、在庫管理
を行いました。
　医療機関等に対して支援金を交付しました。
　新型コロナウイルス感染症に関する注意喚起
をポスター、チラシ、ホームページ、安心・安
全メール等で周知しました。

a 達成

　新型インフルエンザ等の発生やまん延時の
対策として、埼玉県や関係機関等と連携を図
るとともに、季節性インフルエンザを含む感
染症の発生動向情報を注視していきます。
　新型コロナウイルスワクチンの接種に向
け、接種体制の整備、医師会との調整、市民
への周知等、適切なワクチン接種に努めま
す。

33,088122

121

120
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（１）消防体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

消防設備
整備事業

　東海地震や首都直下型地震な
どの大規模災害の発生が懸念さ
れる昨今、本市でも建物の高層
化・大規模化が進み、災害形態
も複雑・多様化している。ま
た、超高齢化社会の進行により
救急需要も増加している状況で
ある。消防車、救急車等の緊急
車両や各種資機材を計画的に整
備し、複雑多様化する災害や増
加する救急需要に対し、市民の
安心・安全の確保を図る。

消防課

　新型コロナウイルス感染症に伴い感染症対策
として、傷病者を安全に救急搬送するために、
ストレッチャー取付式簡易アイソレーターやオ
ゾンガス発生装置の整備を図りました。また、
感染防護服や医療用マスク等の増強を図りまし
た。
　高機能消防緊急通報指令システム及び消防救
急デジタル無線機器等の保守点検を実施し維持
管理を図りました。
　消防車の整備として、南分署の消防ポンプ自
動車を消火用水等を積載した最新鋭の車両に更
新しました。

a 達成

　引き続き、高機能消防緊急通報指令システ
ム及び消防救急デジタル無線機器等の維持管
理を図ります。また災害等の状況を鑑み、新
たな資機材の整備や経年による消防車、救急
車等の更新を計画的に整備し、市民の安心安
全の向上に努めます。

82,477

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防水
利等の消防施設の整備を推進す
る。
　本署・南分署庁舎及び分団詰
所施設の保守・改修を進める。

消防課

　老朽化した消火栓のボルト交換を10箇所実施
しました。また漏水等の不具合が発生した消火
栓の修繕や更新を図りました。
　119番通報を受ける、高機能消防緊急通報指
令システム及び消防救急デジタル無線機器の経
年劣化に伴う部分更新を実施するとともに、言
語や聴覚に障害がある方が利用できるNET119緊
急通報システム、外国人の方を対象とした多言
語通訳システムを新たに整備しました。
　本署の庁舎については、高圧電気、給湯器関
係の修繕を実施しました。南分署の庁舎につい
ては、屋上の防水シートの部分的な張替えや車
庫のシャッターに不具合が生じたため、修繕を
実施しました。消防団については第2分団、第3
分団の照明の一部をLEDライトに交換しまし
た。

a 達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や耐震
式防火水槽の整備、災害時の拠点となる本
署・南分署・分団詰所の維持管理や改修等を
図ります。また、高機能消防緊急通報指令シ
ステム及び消防救急デジタル無線機器等の部
分更新等を図ります。既存する訓練塔の経年
による劣化を鑑み、新たな訓練施設を研究・
検討し整備に努めます。

50,839

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

123

116
（再掲）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（２）救急体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

救急体制
の強化

　市民ニーズ及び救急需要の増
加に対応するため、救急業務の
高度化・拡充化を図り、職員の
知識・技術の向上に努めるとと
もに、改正された消防力の整備
指針に基づき、救急救命士が常
時乗車する救急体制を確立す
る。
　また、病院派遣型救急ワーク
ステーション制度により、病院
に派遣して出動態勢の強化を図
るとともに、病院内で救急隊員
の教養・技術研修を実施し、救
急隊員のレベル向上を図る。

消防課

　新型コロナウイルス感染症に伴い感染対
策として救急ワークステーションを中止と
しました。
　救急救命士に必要な病院研修等は新型コ
ロナウイルス感染症に伴い中止となった研
修もありましたが、感染対策を図り実施で
きる病院で研修を実施しました。
　新型コロナウイルス感染症に伴う、対応
訓練等を実施し、救急出動体制の強化を図
りました。

b 一部達成

　引き続き、救急体制の強化として救
急救命士、救急隊員資格者の養成を行
います。
　救急ワークステーション事業は新型
コロナ感染症に伴い感染リスクを考慮
し令和３年度も中止としましたが、救
急救命士に必要な実務研修は指定した6
病院にて知識、技術の向上を図るとと
もに、各病院との連携強化を図りま
す。
　また、署内研修として、指導救命士
による各シュミレーション訓練を実施
し救急隊員の連携強化を図り、質の高
い活動に努めます。

2,387124

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（３）地域における消防力の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

消防団の
活性化推
進事業

　消防団を中核とした地域防災
力の充実強化を目標に処遇や装
備の整備を図るため、
１　各種事業所に対して消防団
活動の趣旨を理解していただ
き、団員が活動しやすい環境を
整備する。
２　事業所が団員を雇用するこ
とによるメリットを周知し、協
力事業者の増加を図る。
３　地震等の大災害を想定した
詰所の整備、救急・救助資機材
等の充実強化に努める。
４　消防団員の処遇、待遇等の
改善に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症に伴い、当初
計画していた予定が中止や延期となりまし
たが、消防特別点検、消防出初式は感染状
況に十分留意して実施しました。
　また、女性団員の活動については、年末
に車両を使用し市内火災予防広報活動を実
施しました。
　装備については、携帯型無線機の整備や
雨具の整備を行い充実強化を図りました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を
把握し、消防団員の消防力を維持する
ために、感染対策に十分配慮し訓練や
講習会等を実施します。
　装備については、新基準冬活動服や
防火用ヘルメットを整備し、消防団員
が安全に活動できる環境を整備しま
す。
　また、各事業所に対して、消防団の
必要性や活動をＰＲするとともに、消
防団員の声を聞き、処遇等の改善に努
めます。

20,523

消防訓練
等実施事
業

　事業所、自主防災組織等を対
象に、消防訓練やＡＥＤ講習を
実施し、防災意識や知識・技術
の普及に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症予防のため、
三密を避け防災意識の向上に努めました。
　人との接触が高いAED講習は実施を見合
わせ、資機材やDVDの貸し出しで普及啓発
を図りました。

b 一部達成

　今後も新型コロナウイルス感染症の
状況を把握するとともに注視し、消防
訓練等の方法を見直し、事業所、自主
防災組織等と連携を図り、防災意識、
知識の普及啓発活動に努めます。

228

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

126

125

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

交通安全
施設等整
備事業

　交通安全施設の計画的な整備
を行うとともに、補修・維持管
理を行う。
　信号機のない交差点などに、
視認性を向上させる道路反射鏡
（カーブミラー）や安全を確保
する区画線を整備し、交通事故
を未然に防止する。
　また、「ゾーン３０」による
通学路等の生活道路における交
通安全対策を行う。

自治振興
課

　市内17箇所の立哨指導を4月から3月まで
実施しました。
　また、黒浜小学校（7月3日）、蓮田中央
小学校(7月6日）で交通安全教室等が開催
され、保護者や児童を対象とした交通指導
員による立哨指導を行いました。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や
交通安全教室等を通じ、交通安全の啓
発を図ります。

7,475

放置自転
車対策の
推進事業

　公共の場所における自転車等
の放置を防止し、市民の良好な
生活環境の保持と通行機能の確
保を図るため、蓮田駅周辺に放
置自転車等整理区域を指定して
いる。
　自転車等が放置されないよう
指導を行い、放置された自転車
は整理及び撤去し、集積所に一
時保管するとともに、週に３日
（水曜日、土曜日、日曜日）放
置自転車の引き取り業務を実施
する。

自治振興
課

　高齢者の就業機会を確保する観点から、
シルバー人材センターと放置自転車等指
導・引取等業務委託契約を締結し、放置自
転車等の整理・撤去を推進しました。
　放置自転車整理区域に放置された自転車
51台を撤去し、集積所へ移送しました。

a 達成
　引き続き、自転車等の放置を防止す
るため、放置自転車等指導や引取等業
務を実施します。

4,866

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

127

128
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

交通安全
啓発事業

　関係機関及び関係団体と連携
し、交通事故の抑止と交通安全
に対する意識高揚を図るため、
交通安全街頭キャンペーンや年
間を通じて市内で開催される各
種イベントにおいて啓発活動を
実施する。

自治振興
課

　8月の広報や防災無線により、チャイル
ドシート及びシートベルトの着用について
周知を図りました。
　また、12月に蓮田市交通安全母の会によ
る街頭キャンペーンにおいて啓発活動を実
施しました。

a 達成
　交通安全街頭キャンペーンや市内で
開催される各種イベント等において、
啓発活動を継続して実施します。

481129
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

自治振興
課

　市内17箇所の立哨指導を4月から3月まで
実施しました。
　また、黒浜小学校（7月3日）、蓮田中央
小学校(7月6日）で交通安全教室等が開催
され、保護者や児童を対象とした交通指導
員による立哨指導を行いました。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や
交通安全教室等を通じ、交通安全の啓
発を図ります。

7,475

道路課
　市道27号線と市道28号線の交差点部にポ
ストコーンを設置し、通学路の安全対策に
努めました。

a 達成
　第5期埼玉県通学路整備計画の策定に
基づき、通学路安全総点検を実施しま
す。

134

学校教育
課

　通学路の安全点検を行い危険箇所を確認
し、小・中学校間で情報を共有しました。
　また、市内で不審者情報が出た際は、速
やかに各学校に周知しました。

a 達成

　引き続き通学路の安全点検を行いま
す。
　また、不審者情報について引き続き
速やかに情報共有ができるようにし、
警察とも連携を取りながら児童・生徒
の安全確保に努めます。

0

130
通学路の
安全確保
事業

　登下校時の児童・生徒の安全
の確保するために、道路環境の
整備を図るとともに、地域の見
守り組織や小・中学校間の連携
強化を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

消費生活
相談事業

　消費生活や多重債務に関する
相談に対応するため、消費生活
相談員による専門相談会を実施
する。
　また、複雑化する相談内容に
的確に対応するため、アドバイ
ザー弁護士の委託を継続する。

商工課

　R2年度は新型コロナウイルス感染拡大防
止策を講じながら消費生活相談（多重債務
相談を含む）を実施し、相談件数は341件
でした。また、複雑化する相談内容に対応
するため、アドバイザー弁護士による専門
相談を行いました。
　相談能力向上のため、相談員が各種研修
に参加しました。

a 達成
　引き続き、相談員や弁護士による専
門相談を実施していきます。

3,691

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

131

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

消費者教
育推進事
業

　年々手口が巧妙化する悪質商
法等での被害を未然に防止する
ため、消費者自らがその手口や
防止策を学び、自立した消費者
として、安心・安全で豊かな消
費生活を営むため、消費者教育
を推進する。埼玉県消費生活サ
ポーターに任命された消費生活
モニターが講師となって消費生
活に関する講座等を実施し、市
内の自治会やサロンなどから要
望があった場合には、希望の場
所へ消費生活相談員が出向いて
講座を実施する。
　また、学生や市内小・中学校
の児童・生徒を対象に賢い消費
者になるための出前講座を実施
するほか、市内の幼稚園及び保
育園において幼児向け消費者教
育を実施する。

商工課

　消費生活相談員と連携し、消費生活出前
講座を5回実施しました（12月2日～4日蓮
田松韻高校（3回）、12月11日老人福祉セ
ンター、R3年1月13日平野中学校）。
　昨年度実施した幼児向けの消費者モラル
に関する出前講座（市内の保育園・幼稚園
が対象）については、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため実施しませんでした。
　広報誌やホームページを通じて、悪質商
法等の手口を紹介し、被害を未然に防ぐた
めの啓発活動を行いました。

b 一部達成

　引き続き、広報誌やホームページを
通じて、消費被害を未然に防ぐための
啓発活動を行っていきます。
　引き続き、相談員等と連携し、出前
講座や幼児向け消費者教育を実施して
いきます。

94132
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

生涯学習
推進事業

　成人式を開催し、新成人の新
しい門出を祝福するとともに、
大人になった自覚を促す。
　また、人材バンク登録者（生
涯学習支援者）を講師として
「１日講座」を開催し、人材バ
ンク制度のＰＲを行う。

社会教育
課

　成人式については、3回に分けるなど感染症
対策を行なったうえで実施しました。
　1日講座については、緊急事態宣言の発令に
伴い中止としました。

b 一部達成

　R2年度に実施できた行事・実施できなかっ
た行事から得られた経験・知見をもとに、新
型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで
出来る行事開催方法について検討を行い実施
につなげていきます。

966

生きがい
づくりと
社会参加
推進事業

　各種講座・教室やイベント等
の情報誌「生涯学習ガイドブッ
ク」や生涯学習活動を行う団体
を掲載した「生涯学習団体情報
誌」による情報提供を行う。
　また、市民の文化活動等の社
会教育活動への参加促進と団体
支援のため、市内で活動する社
会教育関係団体に補助金を交付
する。

社会教育
課

　情報誌の発行を行い、その中で各種活動にお
ける新型コロナウイルス感染症対策についても
掲載し周知を行いました。
　各社会教育関係団体に対して、補助金を交付
しました。

a 達成

　引き続き、市内の生涯学習活動団体に対し
て、新型コロナウイルス感染症対策について
も周知していくことで、生涯学習活動の充実
と新型コロナウイルス感染症拡大防止の両立
を図ります。

835134

133

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R2年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R2年度中に実施したこと）

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレ
クリエーションの場を提供する
ための施設の管理運営や、老人
クラブ連合会への補助金の交
付、寿大学の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表すると
ともに、地域での高齢者見守り
の視点から、地域敬老会の開催
に対し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適
正な事業の推進を図るため、高
齢者福祉計画を策定する。

長寿支援
課

　老人福祉センターは、新型コロナウイルスの
影響で、時間短縮での開館（9時30分～12時）
や緊急事態宣言期間中の休館（4/1～6/30、1/4
～3/21）等の対応をしながら、活動にも制限を
設け管理運営を行いました。
　老人クラブはコロナ対策を施し、グランドゴ
ルフ等の実施可能な活動を行いました。
　地域敬老会については「地域敬老会事業推進
本部会議」を2回開催し、今後の事業の対応や
方針等について協議しました。
　全5回の高齢者福祉計画等策定委員会を終了
し、蓮田市高齢者福祉計画2021・第8期介護保
険事業計画書とダイジェスト版が完成しまし
た。

b 一部達成

　老人福祉センターについては、利用者の安
全・安心を考え、指定管理者と連携・協力を
図ります。
　地域敬老会事業と老人クラブの活動につい
て、事務局として支援を行います。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づ
き、進行管理を行います。

57,832
88

（再掲）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（２）学習環境の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

図書館シ
ステムの
最適化及
び学校図
書館資源
共有化推
進事業

　情報化社会に適応した効率
的、効果的、安定的な図書館情
報システムを構築、更新し、業
務効率の向上、情報提供機能の
充実、利便性の向上を図る。
　また、学校図書館との連携を
推進し、子どもの読書活動支援
と読書環境の充実を図る。

社会教育
課

　図書館資料を循環していくために書籍、
視聴覚資料等7,000点以上の除籍を行いま
した。
　また、2月27日から3月5日までの間に蔵
書点検を行いました。ICタグを活用し、迅
速な点検作業を行うことができました。
　2月26日に小学校団体貸出巡回サービス
にて貸し出していた巡回図書をすべて回収
し、点検しました。

a 達成

　引き続き、図書館システムを活用
し、サービスの向上を目指していきま
す。
　R3年度は小学校を巡回する図書の入
れ替えを行います。1小学校につき100
冊の図書を2か月に1度巡回し、学校と
密に連携を取ることで、子どもの読書
活動支援と読書環境の充実を図りま
す。

11,564

図書館機
能・サー
ビスの充
実

　「蓮田市図書館サービスビ
ジョン」に基づき、あらゆる世
代や図書館利用に困難があるか
たに対応した情報提供の機能や
学習機会の提供を行い、サービ
スのさらなる充実を図る。

社会教育
課

　照明器具等改修工事（2期）の設計委託
を行いました。
　また、絵本コーナーの絵本をより探しや
すいように表示を工夫したり、自殺対策月
間にちなみ健康増進課と協力し、心により
そう本のコーナーをリニューアルしたり、
SDGsの図書の継続展示のコーナーを新設す
るなど、利用者が利用しやすい環境に整え
ました。

a 達成

　R3年度は照明器具等改修工事(LED化)
を予定しています。
　引き続き、利用者が利用しやすい環
境を整えていきます。

33,391

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

136

135

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（１）芸術・文化活動の振興

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

総合文化
会館運営
事業

　子どもから大人まで音楽・演
劇・各種講演会などに利用でき
る文化拠点の中核施設となる総
合文化会館で文化活動の支援を
行う。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、自主事業イベント等の実施は中止とし
ました。
　また、ハストピアの運営について検討を
行いました。

c 未達成
　ハストピアの管理運営状況を検証
し、運営主体について検討を行いま
す。

19,298

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、事業は中止としました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を
鑑み、ハストピアサポーターズと協働
による事業を検討します。
　また、サポーターズ養成講座等を開
講し、人材育成を行います。

0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

138

137
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

学校教育
課

　小学6年生を対象に、歴史講座を行いま
した。
　また、小学4年生は、社会科副読本を用
い、閏戸の式三番について学習しました。

a 達成
　引き続き小学生を対象に、郷土を学
び、文化財を次世代に受け継ぐ事業を
実施していきます。

0

社会教育
課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、4～5月は臨時休館を行いました。その
後は対策を講じながら開館し、企画展示
「蓮田のあゆみ10年」「最新収蔵品・出土
品展」「疫病とくらし」を実施しました。
　また文化財展示館と各学校において、学
校歴史講座をのべ6校開催しました。
　文化財保存活用地域計画の策定について
は、文化財保護審議会で構成案に対する意
見交換を行いました。

b 一部達成

　講座については、感染症対策を講じ
て開催可能な方法を検討し、実施につ
なげていきます。
　文化財保存活用地域計画の策定にあ
たっては、研修等に参加・研究しなが
ら構成案を審議会で諮っていきます。

9,206

国指定史
跡黒浜貝
塚整備・
活用事業

　縄文時代前期中頃の標式遺跡
として貴重な国指定史跡黒浜貝
塚を、市民憩いの広場、生涯学
習の場として整備する。「黒浜
貝塚基本構想・基本計画策定報
告書」に従い、基本設計を策定
し、整備区域を数期に分けて推
進する。
　また、残地の買取要望が出た
場合には、速やかに公有化を実
施し、完全公有化を目指す。

社会教育
課

　低地の生活の場エリアにおいて園路舗装
工事を行いました。
　また、史跡内ガイダンスシステムとして
AR・VRアプリケーションの制作を実施しま
した。
　管理については、令和3年3月27日に史跡
内の樹木が無許可で伐採されたため、警察
へ通報し、文化庁へ文化財き損届を提出し
ました。
　未公有地3筆については、地権者と今後
の買収予定について協議しました。

a 達成

　国庫補助金を受けながら整備を進
め、令和4年度の事業完了を目指しま
す。多くのかたに史跡を活用していた
だけるよう、管理を計画的に行いま
す。
　無断伐採については引き続き警察と
協議し、史跡のき損防止に努めていき
ます。
　未公有地については、R5年度の買収
を目指し、計画的に進められるよう調
整を行います。

37,205

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

文化財啓
発事業

　文化財展示館において企画展
示等を展開し、市内に数多く残
る文化財全般を広く市民に啓発
する。
　また、学校歴史講座を市内全
８校の小学校で開催し、郷土を
学び、文化財を次世代に受け継
ぐ事業を展開する。
　未指定文化財を含めた文化財
の保存・活用を図るため、文化
財保存活用地域計画策定を検討
する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

140

139

-88-



学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

市内貝塚
群国指定
史跡化推
進事業

　関山貝塚、綾瀬貝塚等も含め
た市内貝塚群について調査し、
市内貝塚群の国指定史跡化を推
進し、シティセールスの資源と
して活用を目指す。

社会教育
課

　黒浜貝塚群を含む市内貝塚では、試掘調
査や工事立会を実施し、遺跡の保存状況を
確認しました。

a 達成
　市内貝塚では住宅等の建設が進んで
いるため、引き続き調査を行い、保存
状況を把握していきます。

0

埋蔵文化
財保存事
業

　文化財保護法、埼玉県文化財
保護条例、蓮田市文化財保護条
例に則り、埋蔵文化財包蔵地内
での個人住宅建設などの開発に
先立ち、試掘調査を実施する。
遺構などが確認された場合には
発掘調査を実施し、記録保存を
行い文化財を保護していく。
　また、発掘調査の見学機会を
多く創出することにより、蓮田
市の文化財を広く啓発する。

社会教育
課

　宅地造成等による試掘調査を25件行い、
このうち馬込七番第2遺跡では発掘調査を2
件実施し、記録保存を行いました。
　このほか高虫産業団地整備に係る試掘調
査を実施し、遺跡の内容を確認しました。

a 達成

　引き続き試掘調査等を実施し、市内
の遺跡の保存状況を把握します。
　発掘調査の成果に関しては報告書を
刊行し公開に努めます。

14,933

市指定文
化財保存
修復事業

　高虫氷川神社や黒浜久伊豆神
社の彫刻など指定後劣化してい
る指定文化財に対して、保護
ネットをかける。また、彫刻の
デジタル復元を実施し、解説板
を制作する。

社会教育
課

　指定文化財の高虫氷川神社本殿、黒浜久
伊豆神社本殿に関しては、一般社団法人関
東しろあり対策協会による蟻害・腐朽調査
を行いました。結果を文化財保護審議会で
報告しました。

a 達成
　調査結果をもとに、今後の修復につ
いて方向性を検討します。

0143

142

141
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

自治振興
課

　外国人のための日本語教室の支援を行いました。
　新型コロナウイルス感染防止を図るため、県のワンナイ
トステイ事業の斡旋は行われませんでした。

a 達成
　日本語教室、ワンナイトステイ事業を中心とする支
援を継続します。

4

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、R2年度はオー
ストラリアとの国際交流はできませんでしたが、現地校の
先生と連絡を取り合いました。

b 一部達成
　引き続き、現地校の先生と連絡を取り合い、状況を
注視します。

0

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各１名の外国
語指導助手（ＡＬＴ）を配置
し、中学校英語教育、小学校外
国語活動、国際理解教育の推進
を図る。
　また、小学校高学年での英語
の正式教科化を視野に、英語教
育を小・中学校で系統的に行え
るように検討する。

学校教育
課

　6人体制で市内の中学校英語教育と小学校外国語活動の
充実に取り組みました。
　小学校の外国語教育の推進を図るためにALTミーティン
グで情報交換をしました。
　例年行っている推進協議会は新型コロナウイルス感染症
の影響で開催できませんでしたが、他の授業研究会にて、
小・中学校間での情報交換を行いました。

a 達成
　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員を中心に各校
と連携を図りながら、英語教育と小学校外国語活動、
国際理解教育を推進していきます。

21,798

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手（ＡＬＴ）を常置して、小学
校における英語教育及び外国語
活動の充実を図る。

学校教育
課

　小学校教員とのティームティーチングを実施しました。
また、各学校へのALTの指導回数や、外国語活動の時間を
増やしました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されたことを受け、ALTの授
業における位置づけを確認するとともに、それに応じ
た支援を進めます。また、ALTにも学習指導要領に準じ
た教育を推進するよう情報提供していきます。

4,331

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育（外国
語活動）サポーターを配置し、
外国語指導助手（ＡＬＴ）とと
もに小学校外国語活動を推進
し、将来、国際的視野に立って
活躍できる児童の育成を図る。

学校教育
課

　6人いる小学校外国語サポーターをALTとともに配置し、
小学校の外国語の授業で担任の先生を中心にした授業の支
援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよう、積極的に募
集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を取り、授業の質の
向上に取り組みます。

1,056
61

（再掲）

60
（再掲）

144
国際交流
推進事業

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

59
（再掲）

　外国人のための日本語教室、
国際文化交流会の活動支援やワ
ンナイトステイ事業等への協力
を行う。

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。
　また、生徒の語学への意欲と
興味・関心を高める。

学校教育
課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互訪問は実施す
ることができませんでした。
　現地校の先生と毎月連絡を取り合い、情報交換をしまし
た。

b 一部達成

　R3年度も実施を見送りました。現地校の先生から
は、R4年度も現状では厳しいとの連絡を受けていま
す。
　今後に向けて、実施方法の検討も含め、引き続き連
絡を密に取っていきます。

0
62

（再掲）

-91-



学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

スポーツ
団体育
成・支援
事業

　スポーツ振興の中心的な担い
手、受け皿となっているスポー
ツ団体の育成及び支援を行う。

文化ス
ポーツ課

　スポーツ振興の中心的な担い手、受け皿
となっているスポーツ団体に補助金を交付
し、団体の支援を行いました。
　また、スポーツと文化の全国大会等を対
象とした奨励金制度を整備しました。

a 達成

　引き続き団体への補助金の交付を行
い、支援を継続していきます。
　また、新たに整備した全国大会等の
奨励金制度について周知していきま
す。

2,286

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・体育協
会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興や、各種団体等と協力・
連携して実施しているはすだス
ポーツフェスタ等のスポーツイ
ベント、また、各種スポーツ教
室の実施などにより、市民のス
ポーツ参加の機会をつくる。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、イベント等は中止としました。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を
鑑みて、スポーツ・レクレーションの
普及事業を推進していきます。

316

スポー
ツ・レク
リエー
ション指
導者の育
成

　スポーツ振興を推進するた
め、スポーツ推進委員をはじめ
とする指導者等の育成を図る。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、講習会等は中止としました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を
鑑みて、スポーツ・レクリエーション
指導者等の育成のための研修につい
て、研究・実施していきます。

364147

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

146

145

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全５校に
部活動外部指導者を配置し、質
の高い専門的な技術指導によ
り、部活動を活性化を図る。

学校教育
課

　H30年度に作成した「蓮田市立中学校部
活動の在り方に関する方針」に基づいて各
中学校で部活動が行われており、各部活動
ごとに活動方針と活動計画書が作成され、
各校のホームページで公表しています。
　部活動外部指導者を19人配置しました。
加えて、市の部活動指導員の制度構築がな
され、R2年度秋から、１名配置することが
できました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた
部活動を実施していき、部活動外部指
導者を各校に配置します。
　また、部活動指導員を募集してい
き、専門的な技術指導及び教職員の働
き方の改革を進めていきます。

574
58

（再掲）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（２）スポーツ施設整備の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

みどり環
境課

　黒浜公園周辺の用地取得について、関東
財務局へ計画の進行状況を説明するととも
に、用地買収などの打合せを行いました。

b 一部達成

　財務省との打合せを継続し、用地取
得を早期に実現できるよう進めます。
　また、病院用地の利用についても、
病院との打合せを行います。

0

文化ス
ポーツ課

　総合市民体育館パルシーについて、大規
模改修及びサブアリーナ建設基本計画策定
の業務委託を発注しました。
　また、サブアリーナ建設等検討会議開催
に向け要綱を制定しました。

a 達成

　総合市民体育館の大規模改修及びサ
ブアリーナ建設について、検討会議の
意見を聞きながら基本計画を策定しま
す。

0

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

148
スポーツ
施設整備
事業

　黒浜公園周辺や総合市民体育
館周辺の再整備をはじめ、屋内
及び屋外体育施設の新設・整備
について調査検討を行い、生涯
スポーツ環境の整備推進を図
る。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策５．人権教育・啓発の推進

施策（１）人権意識の高揚

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課

　蓮田市人権施策推進指針及び蓮田市人権施策
実施計画に基づき、「教職員合同現地研修会(8
月)」「埼葛人権を考えるつどい(10月)」「職
員同和問題研修会(1月)」「教育管理職人権研
修会(2月)」などの事業を実施し人権啓発に取
り組みました。

a 達成

　人権尊重社会を構築するため、関係団体等
と連携協力しながら、引き続き、様々な研修
会等を企画実施して人権啓発を行っていきま
す。

1,424

社会教育
課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それは
愛」の掲載を行いました。
　新型コロナウイルス感染症に関するいじめ防
止の啓発紙を作成しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2
月5日にハストピアで開催する予定であった蓮
田市人権問題講演会は中止としました。講師は
日本薬科大学教授、演題は「薬物依存と人権問
題」を予定していました。

b 一部達成

　人権教育推進のため、各種差別解消法の意
義を踏まえた上で、引き続き各種研修会や講
演会等を開催、その他あらゆる機会に人権啓
発活動を展開しながら、時代や世相に適した
活動を行っていきます。
　並行して新型コロナウイルス感染症に関す
るいじめ防止の啓発も行っていきます。

1,076

庶務課
　R2年度は、問題は生じなかったため、いじめ
問題調査委員会は開催しませんでした。

d その他

　問題が生じた場合は、必要に応じて、いじ
め問題調査委員会を開催し、教育委員会等関
係機関と緊密に連携し、いじめ防止の対策に
努めます。

0

学校教育
課

　各学校の月例いじめ報告により、各校のいじ
めの状況の把握に努めました。
　SNSを使ったいじめを防止するため、市内各
小・中学校を対象にいじめ防止啓発のリーフ
レット等を配布しました。

a 達成

　引き続き、未然防止・早期発見・組織的な
対応ができるよう、いじめ防止対策を総合的
に推進していきます。
　また、いじめ問題対策連絡協議会やいじめ
問題専門委員会を開催し、いじめ防止対策の
検証や見直しも継続して行います。

0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

150
いじめ防
止対策推
進事業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進と児童・生徒の望ま
しい成長、自己実現への支援を
行う。
　また、「蓮田市いじめ防止基
本方針」に基づき、必要な組織
を設置し、関係機関との連携強
化や実効的ないじめ防止対策を
総合的に推進する。

149
人権教
育・啓発
推進事業

　人権について、市民が正しい
理解と認識を深めるため、各種
研修会、講演会等を開催し、人
権啓発活動を展開する。
　埼葛１２市町と連携協議し、
市民の人権意識への高揚を図
り、あらゆる機会をとらえて人
権問題の解決につなげていく。
　また、各種研修会の開催、関
係冊子の作成や広報への関係記
事の掲載、啓発品の配布等を継
続して行う。
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策６．平和行政の推進

施策（１）平和意識の高揚

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

平和行政
推進事業

　戦争の悲惨さと平和の大切さ
を市民一人ひとりが再認識する
機会を創出するために、標語書
道展や映画会等の平和を意識し
た事業を実施する。子どもから
大人まで幅広く平和の大切さに
ついて改めて関心を持つことに
より、平和を願う意識を高めて
いく。

庶務課

　12月12日(土)に「平和の映画会」を新型
コロナウイルス感染症拡大防止策を講じて
開催しました。（参加者約160名）
　「平和の標語書道展」については、緊急
事態宣言により、書道の授業の確保が困難
だったことからR2年度は中止としました。

b 一部達成

　平和都市宣言に基づいて、平和の尊
さを再認識するための施策として、引
き続き、各種事業を継続的に実施して
いきます。
　なお、平和の映画会は、「あの日の
オルガン」の上映を定期的（数年に1
回）に上映できるよう検討します。

369

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

151

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（１）男女共同参画の促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

男女共同
参画への
意識づく
り

　男女共同参画社会づくりを推
進する意識啓発事業として、蓮
田市男女共生情報誌「ぱすて
る」の発行や男女共同参画セミ
ナー等を開催する。
　「はすだ男女共生プラン２０
２５」の進行管理等を計画的に
実施し、「蓮田市男女共同参画
行政推進会議」を効果的に運営
する。

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づき、同
プランの令和元年度実施分進行確認を行いまし
た。
　蓮田市男女共生情報誌「ぱすてる」の発行、
男女共同参画セミナーの開催については、新型
コロナウイルス感染症拡大を考慮し、R2年度は
事業の実施を見送りました。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づき、
各課で所管された事業が具体的に実施される
よう進行管理を行うとともに、男女共同参画
推進に向けたセミナーの開催を実施します。
　また、男女共生情報誌「ぱすてる」を発行
し男女共同参画への意識づくりを行います。

0

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR1年度実施
分の進行確認を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止のため、R2年度は
開催をすることができませんでした。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づき、
各課で所管された事業が具体的に実施される
よう進行管理を行うとともに、男女共同参画
推進に向けたセミナーを開催します。

0

商工課
　国・県などで行われるセミナーの開催案内、
制度に関する情報を健康福祉部、生涯学習部、
学校教育部の関係各課へ提供しました。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミナーの
開催案内、制度に関する情報提供などを行っ
ていきます。
　庶務課と共同で男女共同参画をテーマとし
たセミナーの実施について検討していきま
す。

0

子ども支
援課

　新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、
両親学級の内容を精査のうえ、時間短縮かつ日
程を3回から2回に変更して8月末から2回目の緊
急事態宣言が発令される前の12月まで実施しま
した。
両親学級受講延人数　59人
個別妊婦相談延人数　13人

b 一部達成

　新型コロナウイルス対策のため土曜日に開
催している両親学級2回目では、男性に必ず
沐浴実習を行ってもらっているが、短時間で
密にならないよう工夫して実施します。
　緊急事態宣言などで両親学級が開催できな
い場合は、個別相談等を実施する等他の方法
でのフォロー体制をとるようにし、男性の子
育て参加の促進を図ります。

30

4
（再掲）

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級において父親の
役割等の講話を実施するなど男
性の子育て参加の促進を図る。

152

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ
R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（２）相談体制等の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課
　被害者からのDV相談等について、福祉
課、子ども支援課など関係各課と連携しな
がら、適切な対応を行いました。

a 達成

　引き続き、DV担当職員の対応能力向
上を図るとともに、必要に応じて蓮田
市庁内DV対策連絡会議を開催し、関係
各課と連携しながら適切な対応を行っ
ていきます。

0

子ども支
援課

　相談窓口における啓発を行いました。
　また、関係各課及び関係機関と連携を取
りながら対応しました。

a 達成

　関係各課及び関係機関と連携を取り
ながら、男女間におけるあらゆる暴力
の根絶を図るための意識啓発に努めて
いきます。

0

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

153

男女間の
あらゆる
暴力のな
い社会づ
くり

　男女間のあらゆる暴力等を根
絶するために、関係機関と連携
し、情報提供や相談窓口の充実
を図る。
　また、被害者への支援を行う
ため、蓮田市庁内ＤＶ対策連絡
会議を開催し、関係各課と対応
を協議する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（１）企業立地促進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

農政課
　高虫西部地区の産業団地整備において、県などの関係機関協
議を進め、農業振興地域整備計画の見直し手続きを進めまし
た。

a 達成
　県との事前協議を進め、農業振興地域整備計画の変更を行
います。

125

商工課

　産業団地整備課や建築指導課と連携し、進出しようとしてい
る企業の情報共有に努めました。
　県が主催する会議等に出席し、企業誘致に関する情報収集を
行いました。
　生産性向上特別措置法に基づく先端設備等導入計画の申請が7
件あり、すべてを認定しました。

a 達成

　引き続き関係部署と連携し企業誘致に関する情報の共有を
行っていきます。また、県が主催する会議等に出席し情報収
集に努めます。
　誘致における優遇制度について検討をしていきます。

0

都市計画
課

　「蓮田都市計画の整備、開発及び保全の方針」の原案を県に
提出。「高虫西部地区」を産業拠点として位置付けました。
　都市計画決定図書（案）を一部作成しました。

b 一部達成
　R4年度末の市街化区域編入に向けて、引き続き、関係機関
と協議を継続し、県決定・市決定の都市計画決定図書(案)の
作成を進めます。

0

産業団地
整備課

　高虫西部地区では、土地区画整理組合設立準備会及び業務代
行予定者と協力し、土地利用計画の策定を進めました。また、
市街化区域への編入に向けて、都市計画原案を作成するととも
に農林調整措置に係る協議を開始しました。
　根金井沼地区では、都市計画法第34条第12号に基づく区域指
定制度を活用し、民間企業からの立地相談に対応しました。

b 一部達成

　高虫西部地区では、組合設立準備会及び業務代行予定者と
役割分担のうえ、継続して市街化区域への編入に向けた国・
県等との協議を進めます。
　根金井沼地区では、引き続き都市計画法第34条第12号に基
づく区域指定制度を活用し、企業の誘致を図ります。

9,476

建築指導
課

　区域指定をした「大字井沼字清水地区(1.78ha、流通業
務)」、「大字井沼字清水地区(4.94ha、流通業務)」の2地区に
ついて完了検査を行い、完了公告しました。

a 達成

　民間企業からの工業・流通業務施設についての立地要望を
受け、打ち合わせを行い、区域指定により立地が可能なもの
については手続きを進め、建設を可能とする区域指定を行い
ます。

0

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

154
産業基盤
整備事業

　産業集積拠点に位置付けられ
ている高虫西部地区において
は、産業団地整備に係る都市計
画案（区域区分、用途地域、高
度地区、防火・準防火地域、地
区計画、土地区画整理事業等）
の作成等を進める。
　平成３０年１０月に設立した
高虫西部地区土地区画整理組合
設立準備会や業務代行予定者等
と協力し、土地区画整理事業の
組合設立認可等の取得に向け
て、必要となる資料を作成しつ
つ、国・県等関係機関との協議
を進める。
　根金井沼地区のうち国道122号
沿道周辺においては、都市計画
法第３４条第１２号に基づく区
域指定制度を活用し、民活によ
る工業及び流通系企業の誘致を
図る。
　また、事業進捗を図るための
優遇制度について、調査・検討
を行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（２）創業支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

創業支援
事業

　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、創業希望者の情報共有を
図る。それぞれの立場から創業
希望者に対する支援を包括的に
実施していく。

商工課

　6月から7月にかけて商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を実施する予定でしたが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止となりました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請
3件に対して補助しました。
　11月4日に認定創業支援等事業計画の変
更認定申請を国に対して行い、12月23日に
認定を受けました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を
支援していきます。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」を
活用し、創業支援を行っていきます。

600

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

155

R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

-100-



地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

中心市街
地の活性
化推進事
業

　ＪＲ東日本と連携し、蓮田駅
周辺と市内の地域資源を結びつ
けたイベントを実施する。
　また、商工会と連携し、商店
会等の街ゼミなどのイベントを
実施し、商店会等の活性化を図
る。

商工課

　8月下旬に実施予定だった第31回蓮田市民ま
つりが新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止となりました。そのため、蓮田市民まつり
実行委員会への補助金交付を行いませんでし
た。
　10月23日から25日の3日間、JR東日本、伊奈
町観光協会、埼玉新都市交通株式会社と市が事
務局を務める「はすだ観光協会」が共同で「駅
からハイキング」を実施する予定でしたが、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しま
した。
　商工会が12月1日から31日までの期間で実施
した「GO！GO！スタンプ蓮田」について広報
誌、ホームページで周知を行いました。また、
商工会が白岡市商工会と共同で実施する「白岡
蓮田合同街バル」（R3年1月15日から2月14日）
について広報誌、ホームページで周知を行いま
した（国の2回目の緊急事態宣言発出を受けイ
ベントは中止）。
　4商店会に対し街路灯補助金を交付しまし
た。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講
じながら、引き続き関係団体と連携したイベ
ントなどを実施していきます。また、関係団
体が実施する事業に対し補助金の交付を行っ
ていきます。

363

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

156

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

商工会と
の連携支
援事業

　商工会法の定めるところによ
り設立された蓮田市商工会に対
し補助金を交付するとともに、
連携して事業を実施することに
より商工業の総合的な発展を図
る。

商工課

　商工会に対し補助金を交付しました。また、
商工会が実施した様々な事業に対し支援を行い
ました。
　新型コロナウイルス感染症拡大により影響を
受けた小規模事業者等に対する支援金の交付事
務を商工会に委託しました。

a 達成
　引き続き、様々な面で商工会と連携し、市
内の商工業の振興に努めていきます。

27,000

商業団体
活性化推
進事業

　雅楽谷の森フェスティバルを
はじめ、商業団体や商店街が自
主的に取り組む事業に対し補助
金を交付し、まちの活力やイ
メージアップ向上を図る。
　出会いの場を提供するイベン
ト等については、関係団体と連
携し、地域の資源を活用しなが
ら事業を推進する。

商工課

　「商業団体活性化推進事業補助金」を活用
し、東口商店会が実施した「リストバンドラ
リー」事業と（一社）蓮田青年会議所が実施し
た「ドライブインシアターIN HASUDA CITY」事
業に対し補助金を交付しました。
　「第12回雅楽谷の森フェスティバル」が新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止となり
ました。そのため、実行委員会への補助金交付
を行いませんでした。

b 一部達成
　引き続き、補助金を交付するとともに運営
の支援を行い、まちの活力やイメージアップ
に向けた取り組みを支援していきます。

341

157

158
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

農政課

　新SAに農産物直売所の新設する方式ではな
く、組織立上げを支援した一般社団法人農商工
連携推進協議会農産物部会がテナントの青果店
に農産物を納品しました。
　また、特産品フェアは新型コロナウイルス感
染症の拡大防止の観点から中止としました。

b 一部達成
　特産品フェアについて、新型コロナウイル
ス感染症の状況を見ながら開催について検討
します。

0

商工課

　埼玉県が実施する「デジ玉スタンプラリー」
に参加可能な施設の推薦依頼を受け、「パサー
ル蓮田」と「黒浜貝塚」を推薦しました。
　R3年2月27日から3月21日まで、商業施設内の
催事場で、「埼玉ファクトリーフェア」が開催
され、市が事務局を務める「はすだ観光協会」
がはすぴぃグッズの販売を行いました。

a 達成

　蓮田に来てもらうための動機付けとなるよ
う、ウォーキングイベント等で立ち寄りス
ポットとする等の活用を図ります。
　「蓮田・埼玉フェア」ではすぴぃグッズや
市の特産品の販売を行っていきます。

0

都市計画
課

　都市計画マスタープランの原案作成におい
て、蓮田スマートIC周辺地区（土地利用の方
針）及び道路構想（交通体系整備方針図）を位
置づけました。
　スマートICと関連して、自動車交通の誘導計
画について近隣市と継続協議しています。

b 一部達成

　蓮田市都市計画マスタープランの改定を7
月に公表する予定です。
　引き続き、近隣市及び関係機関とアクセス
道路について、協議していきます。

0

159
新サービ
スエリア
活用事業

川島地区に建設された新サービ
スエリア内において、市の特産
品等を販売し、サービスエリア
利用者に蓮田市の特産品を広く
周知して産業の振興を図る。市
民に対してもサービスエリアを
利用してもらうことにより、地
域の活性化を図る。
　特産品フェアについても継続
して実施し、蓮田市を広くＰＲ
していく。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

商工課

　埼玉県と共催でセミナーを開催しました（11月5日就労支援セ
ミナー、R3年1月16日働けない子どものお金を考えるセミ
ナー）。
　ハローワーク、埼玉県、関係機関と連携し、就労支援に関す
る情報を市役所専用コーナーに掲示するとともに商工課窓口に
おいてハローワークの求人情報を検索できるハローワークオン
ライン提供を行いました。

a 達成

　引き続き、ハローワーク、埼玉県、関係機関と連携し、就
労支援に関する情報を市役所専用コーナーに掲示するととも
に、商工課窓口においてハローワークオンライン提供を行い
ます。
　埼玉県と共催で就労支援セミナーの実施を計画していきま
す。

0

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会に業務委託を行うとともに、就労移行
支援などの障がい福祉サービスを活用し、必要な支援等を行い
ました。
　福祉課前にパンフレットスタンドを設置した。事業所のパン
フレットを置き、事業所情報の提供に努めました。

a 達成
　利用者にとって適切な支援を検討していきます。
　引き続き、自立支援協議会において、関係機関と連携し、
就労支援にかかる課題等について研究を行っていきます。

0

長寿支援
課

　蓮田市シルバー人材センターは、1月から3月に会員拡大キャ
ンペーンを実施し、新規会員の増強を図りました。
　蓮田市シルバー人材センターが実施する就業支援事業等に対
して、補助金を交付しました。

a 達成

　長寿支援課・シルバー人材センター意見交換会（四半期ご
と）及び、蓮田市関係各課・シルバー人材センター情報交換
会（8月予定）を開催し、連携を強化します。
　引き続き、シルバー人材センターに、高齢者の就業支援と
なる事業等への補助金を交付していきます。

0

子ども支
援課

　窓口や広報紙、ホームページ等で制度の周知に努めました。
　教育訓練給付金及び高等職業訓練促進給付金については、継
続受給者及び新規受給者に給付しました。

a 達成
　引き続き、窓口や広報紙、ホ－ムページ等で制度の周知に
努めるとともに、継続受給者及び新規受給者への給付を滞り
なく実施します。

10,428

創業支援
事業

　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、創業希望者の情報共有を
図る。それぞれの立場から創業
希望者に対する支援を包括的に
実施していく。

商工課

　6月から7月にかけて商工会が近隣の市町と共同で創業塾を実
施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止となりました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請3件に対して補助しま
した。
　11月4日に認定創業支援等事業計画の変更認定申請を国に対し
て行い、12月23日に認定を受けました。

a 達成
　引き続き商工会が実施する創業塾を支援していきます。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」を活用し、創業支援を
行っていきます。

600

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

155
（再掲）

160

あらゆる
世代の就
業支援事
業

　ハローワーク、埼玉県、関係
機関と連携し、就労支援に関す
る情報を市役所専用コーナーに
掲示するとともに市役所商工課
窓口においてハローワークオン
ライン提供を運営していく。ま
た、埼玉県と共催で就労支援セ
ミナーを開催する。
　高齢者世代に対しては、蓮田
市シルバー人材センターが実施
する自らの生きがいや社会参加
への就業機会の増大を図るため
に行う事業や活力ある社会づく
りに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付する。
　子育て世代に対しては、教育
訓練講座を受講した母子家庭の
母または父子家庭の父に対し、
教育訓練給付金を支給する。ま
た、看護師等の養成機関に就業
した母子家庭の母または父子家
庭の父に対し、高等職業訓練促
進給付金を支給する。

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

広報広聴
課

　公式インスタグラム及びはすぴぃ公式ツ
イッターで、商工会のウィンターイルミ
ネーションや花畑など、蓮田市の話題や見
どころを紹介しました。
　また、「蓮田ブランド」認定の市の
キャッチコピー「とかいなかNo.1」及び
「蓮田スープレシピコンテスト2020」につ
いて、ツイッターや広報紙等で情報発信を
行いました。

b 一部達成

　引き続き、既存や新規の「蓮田ブラ
ンド」など、市の産業振興やイメージ
アップに繫がるような題材について、
公式インスタグラムやツイッターで情
報発信を行っていきます。

0

農政課

　HACCPに沿った衛生管理の定着を促進す
るための勉強会の開催や、埼玉県ふるさと
認証食品の認証継続手続きを支援しまし
た。

a 達成

　農産物加工品に栄養成分を適正に表
示するように支援を行います。
　また関係機関と連携を図りながら、
学校給食への食材納入に対する支援を
継続していきます。

0

商工課

　「蓮田ブランド推進協議会」を2回開催
しました（7月31日、R3年1月22日）。蓮田
ブランド推進協議会の企画のもと、キャッ
チコピーの募集を行い、1506件の応募の中
から「とかいなかNo.1」を蓮田ブランドの
キャッチコピーと決定しました。ホーム
ページや広報誌で周知を行いました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
延期していた「蓮田スープレシピコンテス
ト」の中止を決定し、応募レシピ（5レシ
ピ）を市ホームページに掲載しました。

a 達成

　キャッチコピーを活用した市のPRを
行うほか、蓮田スープレシピコンテス
トの応募レシピを広報誌で紹介してい
きます。
　蓮田ブランド推進協議会を開催し、
蓮田ブランドの発掘・活用について協
議していきます。

103

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

161

地域資源
の活用に
よる蓮田
ブランド
の発掘・
活用

　蓮田らしさを有する地域資源
を「蓮田ブランド」として認定
し、積極的にアピールしていく
ことにより、産業の振興と市の
イメージ向上を図る。あわせ
て、地域に対する愛着を深め、
誇りを持てるようにする。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　長編映画製作を目指し、映画
に関連するイベントなどを実施
することにより、「映画のまち
蓮田市」へ発展させ、映像関係
の企業や若者の関心を高め、人
口の増加を図る。
　また、地域の活性化を目指
し、交流の場となる活動拠点の
整備を進める活動を支援する。

商工課

　はすだFutureプロジェクトがR1年度に製
作した短編映画「劇団かぞく」が、なか
まぁる編集部（朝日新聞社）主催「なか
まぁる Short Film Contest2020」で最優
秀賞を受賞しました。
　R3年1月24日に映画祭最優秀賞受賞を記
念し、「劇団かぞく」のオンライン上映会
を開催しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
策を講じながら、オンライン上映会等
のイベントに対し引き続き支援を行っ
ていきます。

110

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
観点から、市内小学校3年生を対象とした
選果場見学会を中止とし、梨と梨に関する
資料を配布しました。
　また、浦和競馬場において10月21日「蓮
田の梨はウマイで賞」と10月23日「ｼｬｷｯと
美味しい蓮田梨賞」の冠名でレースを開催
し、蓮田の梨のPRを図りました。

b 一部達成

　市内小学生へ梨の理解・関心を深め
るために選果場見学会は有効であるこ
とから、関係機関と相談しながら開催
手法を検討します。
　新蓮田SA(上り線)でのイベント開催
に向けて、ネクスコ・商工課と協議し
ながら準備を進めていきます。また、
国・県及び民間イベントへの参加な
ど、特産品の新たなPRを検討していき
ます。

431

商工課

　「蓮田ブランド推進協議会」の企画のも
と、新たな特産品を目指す「蓮田スープレ
シピコンテスト」を実施しましたが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止と
なり、最優秀レシピの決定ができませんで
した。最終審査に残った5レシピを市ホー
ムページに掲載しました。

b 一部達成

　蓮田スープレシピコンテストの応募
レシピを広報誌で掲載していきます。
　商工会が開発した梨のコンポート、
梨アイスを様々な機会を捉えてPRして
いきます。

0

産業振興
支援事業

　産業振興の促進を図るため、
高性能の農業機械の購入及び設
備投資等を行う農業団体等に対
し支援を行う。

農政課
　多目的防災網を購入する農業団体（1団
体）に対し費用の一部を補助し支援しまし
た。

a 達成
　農業の近代化事業及び老朽設備更新
として、引き続き支援していきます。

400

162

164

163
特産品振
興事業

　市内小学校３年生を対象にし
た平野梨選果場見学会及び蓮田
サービスエリア（上り線）での
特産品フェアを実施する蓮田市
特産品街頭キャンペーン実行委
員会に対して補助を行うととも
に、特産品である梨の栽培技術
の研究事業に関し支援を行う。
　また、商工会で新たに開発し
た特産品を市内外で開催される
イベント等において積極的に販
売し、周知を図る。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

農政課
　農業活性化施設として、道の駅「はす
だ」の実現に向け、関係各課と連携を図
り、事業化に向けて打合せを行いました。

b 一部達成

　今後も、道の駅「はすだ」の実現に
向け、関係各課と連携を図り、視察研
修等を含めた検討を継続していきま
す。

0

商工課
　R3年2月4日農政課、道路課と道の駅設置
に関する打ち合わせを行いました。

b 一部達成
　引き続き関係各課と打ち合わせを行
い、他の道の駅の視察を計画していき
ます。

0

道路課
　商工課、農政課と道の駅に関する打合せ
を行い、設置場所、農産物等及び今後の進
め方について、意見交換を行いました。

b 一部達成

　「道の駅」について、具体的な立地
候補地・事業規模・独自のコンセプト
を検討するため、勉強会や先進地の視
察を実施します。

0

165

道の駅
「はす
だ」推進
事業

　農業や観光の活性化施設を整
備するとともに、市の認知度や
交流人口の拡大を図るため、道
の駅の整備を検討する。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

土地改良基
盤整備推進
事業

　ほ場の大型化や用排水路・道路
等の農業生産基盤を総合的に整備
し、効率的な農業の展開と農地利
用集積等を進める。
　「閏戸耕地」は、埼玉型ほ場整
備事業として、地元との協議を踏
まえ推進し、早期完成を目指す。

農政課

　ほ場整備事業について、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止の観点から、江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区の結了総会を延
期しました。
　閏戸地区のほ場整備事業について、5月29日に工事完了検査
を行い、8月11日に埼玉県から蓮田市へ道路・水路の引き渡し
を受けました。埼玉県から蓮田市に所有権移転登記が完了し
ました。所有権移転登記した土地の地目を農地から変更する
ため、庶務課を通して久喜法務局と協議を行いました。

b 一部達成

　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区の結了総会を書面開催にて
実施します。
　江ヶ崎・実ヶ谷及び閏戸土地改良組合の土地改良竣功
記念碑を建立します。
　閏戸地区のほ場整備事業について、蓮田市に所有権登
記した土地の地目変更を行います。

0

環境にやさ
しい農業へ
の取組

　安心・安全な農産物の生産と供
給を図るため、有機農産物栽培、
廃プラスチック等の収集処理、
米・梨・野菜の減農薬栽培等の事
業に対して支援を行う。

農政課
　廃プラスチック等の収集処理事業を支援しました。
　米・梨の減農薬栽培など環境に配慮した事業に取り組む農
業団体の事業を支援しました。

a 達成

　低農薬・減農薬、有機栽培農産物等の生産に関する取
組みを推進していきます。
　さらに、農産物の「安全・安心」の評価をより高める
ため、GAPの取組について、認証制度等を含めて、研究を
進めます。

1,993

地産地消の
推進事業

　地元農産物の販売拡大とＰＲを
図るため、一般市民や親子を対象
とした農産物加工講習会を開催す
る。
　また、農業体験事業、学校給食
への地元野菜の納入に対して支援
を行う。

農政課

　学校給食への地元食材納入（はなみずきみそ、野菜等）を
支援しました。
　また、黒浜南小の農業体験事業（田植え・稲刈り）を支援
しました。

b 一部達成
　今後も地元農産物を利用した農産物加工講習会等の開
催や学校給食への食材納入に対する支援等を行い、地産
地消の取組を推進します。

31

農産物直売
所の整備事
業

　地元農産物の生産振興及び販路
拡大のため、農産物直売所の整備
を検討する。

農政課
　No.159の『新サービスエリア活用事業』で事業の進行管理
を行いました。

b 一部達成
　No.159の『新サービスエリア活用事業』で事業の進行
管理を行います。

0

ふれあい農
園管理運営
事業

　農作業を体験したい市民のレク
リエーションとしての自家用野
菜、花の栽培や高齢者の生きがい
づくりなどのニーズに応えるた
め、適切な管理運営を行うととも
に、拡張と新規農園の検討を行
う。

農政課
　閏戸・川島ともに空き区画について、直営で除草・異物除
去・耕うんを行い整備後、貸出を行いました。

b 一部達成
　利用者の方々には今後も適切に利用していただくよう
周知を徹底し、良好な市民農園として管理運営を行いま
す。

679

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

168

169

170

166

167
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

交流ふれあ
い支援事業

　水田活用として、景観形成作物
のコスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベン
トを行うことにより、各地域の農
業者と地域住民との交流を図る活
動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、3地区の
コスモスまつりと1地区のそばまつりで開催を中止としまし
た。
　黒浜地区のそばまつりは、「黒浜そばの会テイクアウト事
業」と内容を変更して開催し、農業者と地域住民との交流す
る機会を創出しました。

b 一部達成
　今後も新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら開
催について検討し、農業者と地域住民との交流を図りま
す。

56

新規就農総
合支援事業

　新たに農業を志すかたに対し、
農業を始めてから経営が安定する
までの最長５年間について、経営
の確立を支援する資金を援助す
る。
　また、農業委員会、埼玉県春日
部農林振興センター、ＪＡ南彩等
と連携し、農業技術や農業経営の
指導、サポートを行う。

農政課

　新規就農についての相談があり、農業委員会や県と連携し
ながら、支援しました。
　また新規就農した2名に経営確立を支援する農業次世代人材
投資資金の資金援助を行いました。

a 達成
　新規就農者の発掘・誘導を図り、県・JAと連携し、新
規就農者を支援していきます。

1,500

梨農家担い
手確保事業

　減少する市の特産品である梨農
家の担い手を募集し、手放す梨畑
のあっせんに取り組む。また、農
業委員会、埼玉県春日部農林振興
センター、ＪＡ南彩等と連携し、
農業技術や農業経営の指導・サ
ポートを行う。

農政課
　果樹栽培を希望する新規就農について、相談がなかったこ
とから、近隣の自治体に梨農家の担い手確保対策等の支援策
について情報収集を行いました。

b 一部達成
　県や農協と連携しながら新規就農者の確保・育成に努
めます。

0

貸農園事業

　民間事業者と連携し、貸農園事
業を行う。蓮田スマートインター
チェンジを活用して都市住民に訪
問してもらい、農業体験を提供す
る。

農政課
　スマートICを活用して都市住民が農作業してもらう農園に
ついて、どのような形で進めていくか検討しました。

b 一部達成
　スマートICを利用した貸農園事業について、情報収集
を行い、事業の可能性について検討します。

0

172

171

173

174
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

農業経営の
法人化事業

　農業経営体の信用向上や取引を
活発にするため、農業委員会、埼
玉県春日部農林振興センター、Ｊ
Ａ南彩等と連携し、個人経営者の
法人化を推し進める。
　また、市内に点在するまとまっ
た遊休農地及び貸出を希望してい
る農地について、参画を図る農業
関連企業に紹介する。

農政課
　新規参入を検討している方に、個人経営者の法人化に関す
る情報提供を行いました。

b 一部達成
　今後も農業経営の法人化への推進と農業関連企業への
農地の紹介を継続していきます。

0175
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（１）地球温暖化対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

自然エネ
ルギー活
用システ
ム設置費
補助金交
付事業

　環境にやさしいまちづくりを
推進していくことを目的に、住
宅用の太陽光発電システム、雨
水貯留設備を設置したかたに対
して補助金を交付することで、
市民の自然エネルギー利用を積
極的に支援する。
　平成２７年度からは、雨水貯
留設備の補助を１００リットル
以上と対象を広げ、浄化槽の雨
水貯留設備転用も加える等充実
を図っており、庭木への散水の
ほか、災害等の非常時の備えと
して設置していただけるよう周
知していく。

みどり環
境課

　4月1日～2月28日まで自然エネルギー活
用システム設置費補助金の申請受付を行い
ました。
　住宅用太陽光発電システムの設置者に対
する補助26件を交付しました。
　雨水貯留設備の設置者に対する補助2件
を交付しました。

a 達成

自然エネルギーの利用を促進するため
に、今後も補助制度による支援を続け
ていきます。
　また、補助制度をより多く普及させ
るため、パンフレットを関係機関窓口
に設置するなど、積極的に啓発を行い
ます。

1,317

R2年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ

176

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活動として、11月
に新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図りながら、蓮田
駅東口及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節の花を植
えました。また、年間を通して、各団体が交代で水遣り等の
維持管理を行いました。6月については、感染拡大防止を図る
ため、中止としました。

b 一部達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活動
の一環として、花植えと維持管理を継続します。

0

みどり環境
課

　花苗を希望している地元管理団体に花苗の提供を行いまし
た。
　アダプトプログラムの協力団他へ支援を行い、公園点検に
ついて調整しました。

b 一部達成
　既存の団体には、引き続き花苗の提供を行います。
　また、アダプトプログラムを推進するため、新規団体
の育成に努めます。

55

自然環境保
全支援事業

　良好な自然環境の保全を目的
に、樹木と樹林地の適切な維持管
理を図るために奨励金を交付す
る。

みどり環境
課

　保存樹木21本、保存樹林6か所38,500.06㎡に対して奨励金
を交付しました。

a 達成
　引き続き、保存樹木、保存樹林ともに奨励金の交付を
行い、良好な自然環境の維持に努めます。

401

黒浜沼周辺
整備事業

　貴重種を含む多様な動植物を育
む黒浜沼、緑のトラスト第１１号
地及びその周辺地を、豊かな自然
環境が良好な状態で後世に継承で
きるよう管理を行う。

みどり環境
課

　原風景保存のため元地権者等に稲作委託しました。
　保全地の除草を行い、景観の維持及び見学者の利便性に配
慮しました。
　また、外周道路、遊歩道周辺についても除草を行いまし
た。

a 達成

　原風景保存のため、稲作を続けます。
　同じく、駐車場及び散策路周辺の除草、周辺道路沿い
の除草も継続します。
　買収したトラスト用地及び既存の用地を維持・管理
し、活用方法を検討します。

2,808

みどり環境
課

　山ノ神沼北西の民有地の売買契約を締結しました。 a 達成

　新たに取得した用地を含め、山ノ神沼及び周辺の環境
保全・整備に努めます。
　将来に向けて、維持・管理及び活用方法を検討しま
す。

31,000

農政課

　維持管理作業委託及び仮設トイレ維持管理委託の発注を行
い、山ノ神沼敬愛会に報奨金を交付しました。山ノ神沼敬愛
会の活動として、参加者43名によるボランティア清掃活動を1
回、役員による清掃を10回開催しました。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋の老朽化に伴う撤去に向
けて埼玉県との調整を行いました。

b 一部達成

　維持管理作業委託及び仮設トイレの維持管理を行い、
山ノ神沼敬愛会を中心にボランティア清掃活動を継続し
ていきます。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋について、危険防止
対策として撤去工事を行います。

1,317

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

180
山ノ神沼周
辺整備事業

　農業用水利施設として円滑に機
能するよう保全改修を行うととも
に、貴重な水辺空間の環境を維持
し、自然・田園風景と気軽に楽し
くふれあえる空間を創出する。

179

177

178

花と緑のま
ちづくり事
業

　公園の花壇、植え込み、市内の
緑地等、市内各所に四季折々の花
を植え、それらを市民、関係団
体、企業等が協働で管理していく
ことにより、花と緑のまちづくり
を行っていく。花壇には、管理す
るかたの名前を記した看板を設置
する。
　また、各分野にわたる市内の団
体で構成された「蓮田市コミュニ
ティづくり推進協議会」が行う活
動の中で、花いっぱい運動を年２
回実施していく。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（３）環境教育の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

環境教
育・環境
学習推進
事業

　環境学習館の指定管理者が行
う各種事業や環境団体の行って
いる環境に関する学習に対して
支援を行う。
　環境保全に関する学習や情報
発信の拠点とするため、また、
地域に根ざした新しいコミュニ
ティ形成を促進するために、環
境学習館の新築二期工事を推進
する。

みどり環
境課

　環境学習館建設のための用地買収、登記
を完了しました。
　環境学習館建設工事設計業務委託の契約
締結を行いました。

a 達成

　環境学習館建設工事の設計を進める
とともに、地元自治会、管理団体、近
隣の各種事業所などから意見聴取を行
います。

35,814

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　蓮田市に広がる身近な緑であ
る農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。
　また、将来の地域環境や自然
からの恩恵を受ける子どもたち
に対し、環境に対する理解を深
め、環境に配慮した行動を実践
できるよう環境教育を推進す
る。

学校教育
課

　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しを
行いました。

b 一部達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系
統的、継続的な取組になるよう、年間
指導計画の見直しを行い、自然との共
生を図ることができる人づくりを推進
していきます。

0

R2年度
決算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

74
（再掲）

181

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（１）循環型社会の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

資源リサ
イクル奨
励金交付
制度

　市民のごみに対する意識の向
上を図るため、ごみの減量化や
資源の再利用等、市内の地域住
民で組織する団体が行う資源回
収事業に対し、奨励金を交付す
る。

みどり環
境課

　38団体に対し資源リサイクル奨励金を交
付しました。

a 達成
　第5次総合振興計画の見直しに合わ
せ、関係団体と調整しながら奨励金の
廃止なども含め検討していきます。

1,207

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

182

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

蓮田白岡衛
生組合運営
事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果的
な運営に努め、廃棄物の安全な処
理を行う。

みどり環境
課

　蓮田白岡衛生組合とともに、資源物の持ち去りパトロール
を行いました。
　蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者で事務研究会を4
回開催し、情報交換等を行いました。

a 達成

　引き続き、蓮田白岡衛生組合とともに資源物持ち去り
パトロールを行います。
　また、蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者で事務
研究会を開催するとともに、課長会議へ出席します。
　衛生組合の運営費を負担し、適正な運営を支援しま
す。

634,829

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課
　農業集落排水施設の維持管理を適切に行いました。
　駒崎・井沼地区処理場の曝気撹拌装置の交換を行いまし
た。

a 達成

　農業集落排水による下水道サービスを提供するにあた
り、最適化構想に基づき処理施設等の更新等を行ってい
きます。
　また、処理施設等の維持管理を適切に行っていきま
す。

46,999

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を10件交付しました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布を通じて、浄化
槽を使用されている方に清掃・保守点検・法定検査(水質検
査)の啓発を行いました。

a 達成

　引き続き、単独処理浄化槽及び汲み取り便槽から合併
処理浄化槽への転換を促進していきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適切な維持管理に
ついて啓発を行っていきます。

8,833

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質浄化及び水質保全のため、公
共下水道の整備を行う。公共下水
道事業計画区域約１，６１６ヘク
タールのうち、事業認可区域８１
５ヘクタールの整備率が９５％と
なり、残り５％について早期の完
了を目指す。残りの全体計画区域
についても事業認可取得に向け検
討を進める。
　また、継続して公共下水道利用
者へ適切なサービスの提供を行う
ため、維持管理計画を策定し適切
な維持管理を行うとともに、施設
の耐震化による災害対策と不明水
対策を進める。

下水道課

　経営の更なる健全化のため、必要な現状把握、分析及び将
来予測を行うとともに、事業及び経営の目標を設定し、経営
及び投資の合理化を図り、持続可能な下水道事業の運営を図
るための下水道事業経営戦略を策定しました。
　また、県による蓮田駅東口黒浜線の用地取得が進んだこと
から、沿線の事業計画の変更を行い、事業認可を取得しまし
た。
　下水道施設の維持管理においては、管渠の点検、調査を継
続して行い、適切な維持管理に努めました。

a 達成

　現在の事業認可区域早期完成のため、新設道路の整備
や蓮田サービスエリア（下り線）の改築に伴う県道の改
良工事に合わせて汚水管の埋設を進めていきます。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、経営基盤の強化及
び下水道の整備計画を検討していきます。
　また、老朽化した西新宿汚水中継ポンプ場の設備を更
新していきます。

64,892

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

115
（再掲）

185

184

183

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（３）環境美化活動の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

環境衛生
支援事業

　毎年１２月の第１日曜日に市
内一斉でクリーン作戦を行うほ
か、各団体で行っているクリー
ン作戦の回収処分を行う。
　また、ごみ集積所の維持管理
など市民の自主的な事業活動に
補助金を交付することにより、
環境保全の推進を図る。

みどり環
境課

　各団体が行ったクリーン作戦で出たごみ
の回収業務を委託しました。
　市内一斉クリーン作戦はコロナ禍のため
中止となりました。
　環境保全事業支援補助金を35団体に交付
しました。

a 達成

　各団体のクリーン作戦で発生するご
みの回収を継続して行います。
　新型コロナウイルス感染症対策を講
じた上で、市内一斉クリーン作戦の実
施を検討します。
　環境保全支援補助金支給事業を継続
して行います。

2,057

環境美化
推進事業

　蓮田市路上喫煙の防止に関す
る条例に基づき、路上喫煙禁止
区域内において、指導員の巡回
により路上喫煙の禁止を呼び掛
け、環境の美化の推進を行って
いく。また、蓮田駅東口に設置
している喫煙所等の管理を行っ
ていく。

みどり環
境課

　路上喫煙禁止区域に指導員を週3回、午
前と午後それぞれ2時間配置し、路上喫煙
禁止の注意喚起を行いました。
　週3回、東口喫煙所の灰皿清掃と月2回の
吸い殻処分を実施しました。

a 達成

　路上喫煙禁止区域に指導員を派遣
し、注意喚起する事業を継続します。
　東口喫煙所の灰皿清掃と吸殻を処分
する事業を継続します。

1,259

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

187

186

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（１）空き家等対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

危機管理
課

　防犯上問題がある空き家等の有無につい
て、庁内の関係各課と情報の共有を図りま
した。

a 達成

　危機管理課が今まで実施してきたノ
ウハウなどを共有し、防犯等の見地か
ら空き家対策を実施します。また、災
害対策基本法における空き家等の応急
措置について、建築指導課と必要な連
携体制の構築を図ります。

0

みどり環
境課

　空き家の雑草等の管理不全の相談に対し
て、土地所有者や管理者に適正な管理を勧
奨しました。

a 達成

　過去のデータと照合して毎年問題の
生じる空き家に対し、早めに現地調査
を行い、枝木の剪定や雑草への対応な
ど、土地の適正な管理を所有者に積極
的に勧奨していきます。

0

建築指導
課

　建物が保安上危険と思われる空き家に対
し、関係各課と連携して所有者等へ改善を
促しました。
　公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会
埼葛支部と蓮田市空き家バンク媒介に関す
る協定を締結し、蓮田市空き家バンクを設
立しました。

a 達成

　引き続き、建物が保安上危険と思わ
れる空き家については、所有者等に改
善を促していきます。
　蓮田市空き家バンクを活用し、空き
家の利活用を図ります。また、関係各
課と連携し、空き家対策計画の策定を
目指します。

7

R2年度
決算額
（千円）

188
空き家等
対策事業

　近年、管理されていない空き
家が増加しており、倒壊や草木
の繁茂、防犯上の問題等の発生
が危惧されている。
　空き家の実態調査結果を基
に、関係団体や不動産関係業者
等と連携し、適正管理や利活用
の推進を図る。

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

みどり環
境課

　学校、保育園、公園、幼稚園の測定を行い、ホーム
ページに掲載し公表しました。
　なお、測定値については、変化は見られませんでし
た。
　また、簡易測定器の貸し出しを行いました。

a 達成

　学校、保育園、公園、幼稚園の測定を行い、
ホームページに掲載し公表します。
　また、測定値については、震災以降変化が見ら
れないため、今後は測定個所や測定回数の見直し
検討していきます。
　なお、簡易測定器の貸し出しは引き続き行いま
す。

53

学校教育
課

　計数器による定時(午前10時)・定位置(地上5cmと1m
の地点)での測定を継続して実施しました。計測デー
タは全学校閲覧可能な共有サーバ内に記録し、情報の
共有を図りました。現時点では、除染が必要な0.23μ
Sv/hを超える高い数値の地点は観測されていません。

a 達成

　定時、定位置での放射線測定を継続して実施
し、測定結果についても定期的に公表を行ってい
きます。ホットスポット(数値の高い場所)の残り
はないか、再度、各学校において確認作業を行い
ます。

3

保育課
　公立保育園及び花星保育園、とねの会はすだ保育園
の園庭において2週間に1回測定を行い、調査結果を
ホームページや広報で公表しました。

a 達成

　子どもの安全のため、継続して公立保育園及び
花星こども園、とねの会はすだ保育園の園庭にお
いて2週間に1回測定を行い、調査結果をホーム
ページや公表で公表していきます。

0

消防課
　月1回市内幼稚園5箇所の放射線測定を実施しまし
た。

a 達成

　引き続き、月1回市内幼稚園5箇所の放射線測定
を継続し、市民の要請等に対応するため、測定器
の維持管理、取扱訓練、対応訓練等を実施しま
す。

0

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

189
放射線測
定事業

　福島第一原子力発電所事故に
よる放射性物質の蓮田市への影
響の調査を実施する。
　小・中学校、保育園等の公共
施設で定期的に測定を行い、大
気中の放射線量の把握に努める
とともに、測定結果を公表す
る。数値の高かった箇所につい
ては、除染作業を行う。
　また、要望に基づき身近な生
活環境等の放射線量の測定を実
施し、希望により簡易測定器の
貸出しを行う。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

教育総務
課

　給食用食材品の90検査を実施したところ、放射性物
質は「検出せず」「基準値（100Bq/kg）以下」という
結果でした。検査結果は、ホームページや広報誌にて
公表しました。

a 達成
　給食用食材に対する不安は完全に解消されてい
ないため、引き続き放射性物質検査を外部委託と
自主検査で実施してきます。

316

保育課

　保育園の給食食材の安全性を確認するため、専門機
関への委託による検査を月2回、消費者庁貸与機器で
の検査を月3回実施し、調査結果をホームページや広
報で公表しました。

a 達成

　今後も継続して、専門機関への委託による検査
を月2回、消費者庁貸与機器での検査を月3回実施
し、保育園の給食食材の安全性を確認していきま
す。

351

190

給食用食
材の放射
性物質検
査事業

　小・中学校で提供される給食
用食材の安全性を確保するため
に、定期的に食材の放射性物質
検査を実施する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（１）快適で暮らしやすいまちづくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

土地利用
計画の見
直し

　蓮田市の土地利用を促進する
ため、蓮田市都市計画マスター
プランの改定を行う。

都市計画
課

　地域住民から構成する地域別構想検討会
議を延べ15回、庁内検討会議(課長級)を3
回、庁内策定委員会(市長、副市長、教育
長、部長級)を4回開催し、案の検討を行い
ました。また蓮田市都市計画審議会にて経
過報告を3回実施しました。
　新型感染症コロナウイルスの流行及び法
改正により、作成工程が遅延したことか
ら、変更契約を締結し、都市計画マスター
プランはR3年7月に、立地適正化計画はR3
年12月に公表する予定としました。

b 一部達成

　都市計画マスタープランは、4月23日
までパブリックコメントを実施し、7月
に公表を予定しています。
　立地適正化計画は、防災指針作成及
びとりまとめを行い、10月～11月にパ
ブリックコメント実施します。公表は
12月を予定しています。

12,914

地区計画
の策定

　住民の意見を反映させた地区
計画を策定し、建築物の用途や
形態、敷地等に関する規制や誘
導を行うことにより、住宅地の
良好な環境の維持・保全や建築
物の用途の集約化を図る。

都市計画
課

　地区計画区域内の建築計画について相談
対応及び届出確認を随時実施。
　高虫西部地区の産業団地整備事業につい
て、新規に作成する地区計画の内容につい
て、産業団地整備課とともに関係機関協議
を実施しました。

b 一部達成
　引き続き、産業団地整備課と連携し
ながら関係機関と協議を進めていきま
す。

0

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

191

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

192
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課
　自動販売機の事業所選定を行い3月より1台設
置しました。

a 達成
　西口行政センターが開設したため、今後
は総合窓口管理課にて管理・運営を行いま
す。

30
（歳入）

市民課

　取扱業務拡充により、事務処理手順の精査と
戸籍システム及び住基ネットシステムの整備を
行いました。また、1月より蓮田市西口行政セ
ンターの派遣職員の育成に努めました。

a 達成
　業務を取り扱う中で問題点があれば、情
報を共有しながら改善に努めます。

7,586

在宅医療
介護課

　地域包括支援センターの組織体制等に関する
協議を関係各課と行い、運営を委託する事業者
を選定、委託契約を行いました。また、令和3
年4月の地域包括支援センター開設に向けて引
継ぎを完了し、相談支援体制を整えました。

a 達成

　蓮田地域包括支援センターが、高齢者の
総合相談窓口としての機能を果たせるよう
後方支援を行い、高齢者のサービス向上を
図ります。

0

西口再開
発課

　令和2年10月に西口再開発ビル（プレックス
蓮田）が完成し、2階公共施設の整備も同月に
完了しました。
　令和3年4月の蓮田駅西口行政センター開設に
向け、必要備品・消耗品の購入を行いました。

a 達成

　ブランズシティ蓮田への転入・転居に伴
う蓮田駅前への人口の移動や行政窓口、子
育て支援施設、高齢者相談窓口等が設けら
れたことによる行政サービスの向上など、
再開発事業の事業効果について注視してい
きます。

1,093,607

子ども支
援課

　子育てひろば、一時預かり保育室、ファミ
リー・サポート・センター、子育て世代包括支
援センターを集約した子育てサポートコーナー
「プレックス・キッズ」を整備し、R3年4月に
開設しました。

a 達成
　運営を軌道に乗せ、各機関が連携して事
業を実施できるよう取り組んでいきます。

0

保育課

　子育てひろばプレックス・一時預かり事業に
ついて、委託による運営とするため、業者の選
定を行い、R3年4月からのオープンに向けて準
備を進めました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
を講じながら、子育てひろば、一時預かり
事業について、子育て中の方々が利用しや
すいよう、委託業者と調整をしながら運営
について検討し、子育て世代のサービス向
上につなげます。

3

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

193

西口再開
発ビル整
備推進事
業

令和２年１０月の完成を目指
し、西口再開発ビルの建設を行
う。
　また、令和３年４月に子育て
世代包括支援センター等の子育
て支援エリアや、各種行政手続
きを行う行政窓口等を備えた公
益施設を再開発ビル内に開設
し、市民サービスの向上を図
る。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

政策調整
課

　11月1日付けで蓮田市行政組織規則を改正
し、蓮田駅西口行政センターに総合窓口管理
課、総合窓口管理担当を設置しました。

a 達成

　R3年4月1日付けで蓮田市行政組織規則を
改正し、西口再開発ビル開設準備室を西口
再開発課に変更します。また、2担当から1
担当(西口再開発担当)に変更します。
　蓮田駅西口行政センターは4月2日にオー
プンします。

0

都市計画
課

　都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推
進事業）の変更申請手続を実施しました。蓮田
駅東口トイレの改築工事及び市道53号線の歩道
高質化が新規採択されました。
　商店街アプリ開発事業については削除しまし
た。

b 一部達成

　上町ふれあいの森整備・蓮田駅東口トイ
レ整備・市道51号線歩道高質化等の事業に
着手し、魅力ある市街地整備を進めていき
ます。

0

文化ス
ポーツ課

　「№148スポーツ施設整備事業」の進捗を踏
まえ、パルシー及びハストピアの周辺につい
て、拠点づくりの整備について研究しました。

b 一部達成
　引き続きパルシー及びハストピア周辺の
拠点づくりについて研究します。

0

194
拠点地域
づくりの
推進

　蓮田駅周辺の中心市街地は、
社会資本整備総合交付金を活用
して、街なかにみどりの交流拠
点を整備し、賑わい促進を図
る。また、道路の高質化により
中心市街地の回遊性の向上を図
るとともに、歩行者や自転車が
安全で円滑に移動できる道路環
境の改善を図る。
　蓮田市役所周辺は、用途地域
や地区計画などの計画に基づ
き、公共施設の集約化を図る。
また、市民憩いの広場、生涯学
習の場として市役所と一体的に
国指定史跡黒浜貝塚を整備し、
市役所も含めた黒浜貝塚を活用
することで交流空間を確保する
ほか、市民の健康づくりの場の
一つとして植生などを用いた食
育の場として活用する。
　総合市民体育館パルシー及び
総合文化会館ハストピア周辺
は、スポーツや文化・芸術活動
の拠点として、賑わいがあり、
利便性が高い拠点づくりの整備
を推進する。
　黒浜公園及び独立行政法人国
立病院機構東埼玉病院の周辺
は、新設道路の整備に合わせた
バス路線の拡充について検討す
るほか、引き続き財務省用地の
払下げの交渉を進め、黒浜公園
の機能改修を進めるとともに、
周辺地域の特性を生かした文
化・スポーツ・憩いの場である
総合公園として整備を行う。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

都市計画
課

　8月11日第2回地区協議会、3月5日第3回
地区協議会、3月15日道路標識適正化委員
会へ意見照会、3月29日道路標識適正化委
員会を開催しました。
　3月29日付けで、埼玉県及び東日本高速
道路株式会社と用地細目協定を締結しまし
た。

b 一部達成
　早期完成に向け、関係機関との協
議・調整を進めます。

2

道路課

　蓮田SIC供用開始に向けて、案内標識設
置業務委託を発注し、案内標識の設置位
置、大きさ、レイアウト等を国・県と協議
を行いました。
　また、SIC出入口の市道部に係る区画線
変更工事及び排水整備工事等について、
NEXCO東日本と協定を締結しました。

b 一部達成

　SIC標識適正化委員会からの回答を取
りまとめ、最終的な標識設置案を作成
します。
　標識設置工事について、埼玉県と協
定を締結し、市は負担金を支払い、案
内標識設置工事を県に依頼します。
NEXCO東日本には引き続き、排水整備工
事等をお願いしていきます。

4,869

都市計画
課

　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業
　埼玉県とR2年度県道蓮田鴻巣線歩道整備
事業委託契約書を締結しました。
　地権者に対し個別に事業説明及び意向調
査を行いました。物件調査を実施し、用地
交渉により一部契約を締結しました。

b 一部達成
　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業
　地権者との交渉を継続し、契約締結
できるよう進めます。

121,852

道路課

　市道1472号線は、緊急車両が通る既設道
路を工事するため、仮設道路築造につい
て、関係機関と協議を進めました。
　都市計画道路蓮田駅西口通線は、既設道
路との交差点部について、詳細設計業務委
託を発注し、警察と協議を行いました。

b 一部達成

　市道1472号線は、仮設道路の築造
後、既設道路部の工事を進め、市道
1463号線は用地測量を進めていきま
す。
　都市計画道路蓮田駅西口通線は、県
警本部との協議を進めつつ、物件調査
の準備を進めていきます。

47,411

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

196
幹線道路
の整備推
進

　都市計画道路蓮田駅西口通線
等の幹線道路の整備を推進す
る。
　また、独立行政法人国立病院
機構東埼玉病院敷地内に新たな
道路の整備等を進めるほか、地
域の利便性を高める自転車歩行
者道の整備を推進する。

195
スマート
ＩＣ整備
推進事業

現在ハーフインター（２／４方
向・普通車以下）で運用してい
る蓮田サービスエリアに接続す
るスマートインターチェンジの
フルインター（４／４方向・大
型車対応）化を推進する。

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

橋りょう
整備事業

　蓮田市内の橋りょう１７橋
（橋長１５メートル以上）につ
いて、橋りょう長寿命化修繕計
画に基づき、順次修繕工事を進
めていく。まずは、東北自動車
道を跨ぐ跨道橋４橋の修繕工事
を行う。
　また、橋長２メートル以上の
橋りょうの定期点検業務を継続
的に実施し、点検結果に基づき
計画的に修繕工事を進めてい
く。

道路課

　宿浦橋・桜ヶ丘橋人道橋設置に向けて、
詳細設計委託を発注し、ネクスコ東日本や
県警本部とも協議を行い、施工方法や交差
点部の検討を行いました。
　また、橋りょう点検業務委託について
は、防災安全交付金を活用し、市内70か所
の点検を行いました。
　大針橋修繕工事につきましては、伊奈町
と負担金協定を締結し、橋りょう点検で指
摘があった箇所を修繕しました。

b 一部達成

　宿浦橋・桜ヶ丘橋人道橋の設置に向
けて、ネクスコ東日本や警察との協議
を重ね、用地の確保や工事の準備を進
めていきます。
　橋りょう点検につきましては、防災
安全交付金を活用し、市内各所の橋
りょう点検を進めていきます。

22,788

生活道路
整備事業

　地域要望に基づき生活道路の
道路改良を進めていくほか、渋
滞の激しい交差点や見通しの悪
い交差点の改良を行う。

道路課

　市道621号線、市道210号線、及び市道
380号線の道路改良工事が完成しました。
　用地買収につきましても、契約及び土地
の登記が完了しました。

b 一部達成

　工事につきましては、交通規制や周
辺住民への周知など、関係機関との調
整が必要なため、早期発注に努めま
す。用地買収につきましても地権者の
都合、また多様な権利が絡む場合もあ
りますので、地権者との協議を早期に
行い、早期契約に向けて準備を進めま
す。

33,963

道路補
修・排水
整備事業

　継続して蓮田駅東口駅前広場
の管理、市内道路の舗装修繕、
緊急補修、砂利道整正工事、安
全対策工事、道路排水整備工
事、街路樹の維持管理、道路の
除草、側溝清掃等を実施し、道
路環境の安全性・快適性の確保
を図る。

道路課

　市道15号線（上平野）、市道42号線（椿
山一丁目外）、市道8号線（末広外）、市
道651号線（閏戸）などの幹線道路及び生
活道路の舗装工事について予算を残すこと
なく発注し、年度内で工事を完了しまし
た。

a 達成

　市内全域において、幹線道路や生活
道路の補修要望が多いため、舗装維持
管理計画に基づき、効果的な舗装修繕
及び道路維持管理事業の進捗を図りま
す。
　道路排水整備工事、街路樹維持管理
（植樹帯撤去を含む）、道路除草、側
溝清掃等については、道路環境の安全
性や快適性の確保を図るため、継続し
て実施します。

233,157

197

198

199
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

農政課

　中田堀排水路について、7月10日に設計
業務委託を発注しました。9月14日に県費
単独かんがい排水工事を発注し、3月15日
に埼玉県の完成検査を受け、R2年度の事業
を完了しました。
　貝塚悪水路について、台風12号の台風冠
水対策として、仮設ポンプを設置して冠水
対策を行いました。

a 達成

　中田堀排水路について、設計業務委
託及び県費単独かんがい排水工事の早
期発注を目指します。工事について
は、工法の検討を行い、事業の早期完
成を目指します。
　貝塚悪水路について、台風冠水対策
として、早期に仮設ポンプを確保し迅
速にポンプを設置して冠水対策を行い
ます。

7,866

道路課

　西新宿第一排水機場ゲートの改修につき
ましては、埼玉県と河川計画について協議
を行い、西新宿第一排水機場のゲート改修
基本設計が完了しました。
　島田落とし切回し工事につきましては、
水路整備及び一部区間の立ち入り防止策の
設置完了しました。
　見沼代用水の下をくぐるサイフォン浚渫
委託、市内全域の遊水池浚渫除草委託を完
了し、水害対策に努めました。

b 一部達成

　島田落し切回し工事につきまして
は、11月の渇水期に向けて、工事が円
滑に進むように発注準備を進めます。
　西新宿第一排水機場のゲート改修に
つきましては、詳細設計について、早
期発注できるように準備を進めます。
　水路の浚渫や除草において、高齢化
により、市への要望が増えているた
め、現地を確認し、要望に応えられる
ように努めます。

125,720

農政課
　農業活性化施設として、道の駅「はす
だ」の実現に向け、関係各課と連携を図
り、事業化に向けて打合せを行いました。

b 一部達成

　今後も、道の駅「はすだ」の実現に
向け、関係各課と連携を図り、視察研
修等を含めた検討を継続していきま
す。

0

商工課
　R3年2月4日農政課、道路課と道の駅設置
に関する打ち合わせを行いました。

b 一部達成
　引き続き関係各課と打ち合わせを行
い、他の道の駅の視察を計画していき
ます。

0

道路課
　商工課、農政課と道の駅に関する打合せ
を行い、設置場所、農産物等及び今後の進
め方について、意見交換を行いました。

b 一部達成

　「道の駅」について、具体的な立地
候補地・事業規模・独自のコンセプト
を検討するため、勉強会や先進地の視
察を実施します。

0

　農業や観光の活性化施設を整
備するとともに、市の認知度や
交流人口の拡大を図るため、道
の駅の整備を検討する。

　準用河川の補修・改修や黒浜
調整池の整備、農業施設の用排
水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水
路及び遊水池の除草や浚渫を実
施し、大雨による浸水被害の軽
減を図る。

道の駅
「はす
だ」推進
事業

117
（再掲）

165
（再掲）

排水路施
設等整備
事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（２）公共交通の利便性の向上

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＪＲ宇都
宮線利便
性向上事
業

　ＪＲ宇都宮線のさらなる利便
性の向上を図るため、関係機関
と連携し、東日本旅客鉄道株式
会社へ要望を行う。

都市計画
課

　JR宇都宮線整備促進連絡協議会として、
JR東日本大宮支社長に要望書を提出しまし
た。
　蓮田市総合案内板及び蓮田駅東口バス案
内板を更新しました。

b 一部達成

　利用者の利便性の向上や安心・安全
を確保するため、引き続きＪＲ宇都宮
線整備促進連絡協議会を通じて、要望
活動を実施していきます。

0

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノン
ステップバスを導入するための
事業費を補助する。

都市計画
課

　新型コロナウイルス感染症対策として、
バス・タクシー事業者へ公共交通支援金を
交付しました。
　蓮田市総合案内板及び蓮田駅東口バス案
内板を更新しました。

b 一部達成

　引き続きバス事業者と情報交換を行
い、超低床ノンステップバスの導入を
推進していきます。
　R3年3月13日ダイヤ改正及びバス停名
の一部変更を反映したバス路線マップ
を作製し、配布します。

6,072

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

93
（再掲）

200

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

-126-



潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（１）上水道の整備・充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

健全な上
水道事業
の経営

　水道ビジョンの実現を図るた
め、「資産の更新需要」と「財
政の見通し」を随時検討するこ
とで、「設備の健全化」と「財
政の健全化」の両立を図り、持
続可能な水道事業の運営を目指
していく。

水道課

　コロナウイルス感染症対策として水道料
金の減額措置を実施しました。このことか
ら純損失が生じることを想定して前年度の
純利益相当額を建設改良積立金へ処分せず
未処分利益剰余金としました。
　日本水道協会へ経営診断の業務委託を発
注し経済性等に関する指標は概ね良好な状
態であるとの報告がありました。

b 一部達成

　未処分利益剰余金と今年度決算での
純利益を含め建設改良積立金へ処分し
施設更新費用の財源の確保に努めま
す。

220

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
ていく。

水道課

　市道55号線及び市道510号線の2路線にお
いて重要管路更新工事を実施しました。市
道55号線につきましては、第3期工事とし
て国庫補助金を活用し、口径φ400mm、延
長約250mの更新工事を実施しました。市道
510号線につきましては、口径150mm、延長
約160mの更新工事を実施しました。その
他、市道46号線、市道734号線、市道9号
線、市道1472号線の4路線の更新工事を実
施し耐震化を図りました。
　また、R3年度に更新工事を予定している
3路線の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施
設の整備を行うため、管路耐震化計画
に基づき、老朽化した重要管路の更新
工事を継続して進め、耐震化を図りま
す。

252,580

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

114
（再掲）

201

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質浄化及び水質保全のため、公
共下水道の整備を行う。公共下水
道事業計画区域約１，６１６ヘク
タールのうち、事業認可区域８１
５ヘクタールの整備率が９５％と
なり、残り５％について早期の完
了を目指す。残りの全体計画区域
についても事業認可取得に向け検
討を進める。
　また、継続して公共下水道利用
者へ適切なサービスの提供を行う
ため、維持管理計画を策定し適切
な維持管理を行うとともに、施設
の耐震化による災害対策と不明水
対策を進める。

下水道課

　経営の更なる健全化のため、必要な現状把握、分析及び将
来予測を行うとともに、事業及び経営の目標を設定し、経営
及び投資の合理化を図り、持続可能な下水道事業の運営を図
るための下水道事業経営戦略を策定しました。
　また、県による蓮田駅東口黒浜線の用地取得が進んだこと
から、沿線の事業計画の変更を行い、事業認可を取得しまし
た。
　下水道施設の維持管理においては、管渠の点検、調査を継
続して行い、適切な維持管理に努めました。

a 達成

　現在の事業認可区域早期完成のため、新設道路の整備
や蓮田サービスエリア（下り線）の改築に伴う県道の改
良工事に合わせて汚水管の埋設を進めていきます。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、経営基盤の強化及
び下水道の整備計画を検討していきます。
　また、老朽化した西新宿汚水中継ポンプ場の設備を更
新していきます。

64,892

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課
　農業集落排水施設の維持管理を適切に行いました。
　駒崎・井沼地区処理場の曝気撹拌装置の交換を行いまし
た。

a 達成

　農業集落排水による下水道サービスを提供するにあた
り、最適化構想に基づき処理施設等の更新等を行ってい
きます。
　また、処理施設等の維持管理を適切に行っていきま
す。

46,999

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を10件交付しました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布を通じて、浄化
槽を使用されている方に清掃・保守点検・法定検査(水質検
査)の啓発を行いました。

a 達成

　引き続き、単独処理浄化槽及び汲み取り便槽から合併
処理浄化槽への転換を促進していきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適切な維持管理に
ついて啓発を行っていきます。

8,833

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

185
（再掲）

184
（再掲）

115
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

公園リノ
ベーショ
ン事業

　市内の各公園に「運動公
園」、「児童公園」、「憩いの
広場」等の特色を持たせてス
ポット化し、利用率の向上を図
るとともに、新たな地域コミュ
ニティの形成を図る。

みどり環
境課

　西城沼公園、根ヶ谷戸公園、綾瀬やすら
ぎふれあい公園に健康遊具、西城沼公園に
バスケットゴールの設置を行いました。
　ひょうたん池護岸工事、中谷公園フェン
ス工事を行いました。
　三角公園に防球ネット設置工事を行いま
した。

a 達成
　遊具や施設の更新にあたり、公園が
近接している地域では、それぞれの目
的性を明確にした整備を行います。

0

キッズ
パークは
すだ事業

　市内の大型公園（西城沼公
園、根ヶ谷戸公園、黒浜公園周
辺地）を観光スポット化し、市
内外から利用客を呼び込むこと
で、「子どもと一緒に遊べるま
ち」を広くアピールする。

みどり環
境課

　西城沼公園の木製遊具３基を撤去し、新
たな木製遊具２基とザイルクライミング遊
具を設置しました。

a 達成
　トイレの改修を含めた、公園設備を
検討し、安全で楽しめる公園の維持管
理を進めていきます。

4,925

公園整備
事業

　遊具や設備について安全点検
を行うとともに、計画的に修
繕・更新を行い、誰もが安心し
て利用できる公園にする。
　また、簡易児童遊園地につい
て、幼児を安心して遊ばせ、子
育て中の親同士の交流が図れる
よう、設置場所の見直し等につ
いて検討を行う。

みどり環
境課

　西城沼公園、根ヶ谷戸公園、綾瀬やすら
ぎふれあい公園に健康遊具、西城沼公園に
バスケットゴールの設置を行いました。
　ひょうたん池護岸工事、中谷公園フェン
ス工事を行いました。
　三角公園に防球ネット設置工事を行いま
した。

a 達成

　公園遊具を含む、公園内事故０を目
指し、引き続き施設の点検・修繕・更
新を進めていきます。

64,355

R2年度
決算額
（千円）

203

202

28
（再掲）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

自治振興
課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、11月に新型コロナウイルス感
染拡大防止対策を図りながら、蓮田駅東口
及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季
節の花を植えました。また、年間を通し
て、各団体が交代で水遣り等の維持管理を
行いました。6月については、感染拡大防
止を図るため、中止としました。

b 一部達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり
推進協議会の活動の一環として、花植
えと維持管理を継続します。

0

みどり環
境課

　花苗を希望している地元管理団体に花苗
の提供を行いました。
　アダプトプログラムの協力団他へ支援を
行い、公園点検について調整しました。

b 一部達成

　既存の団体には、引き続き花苗の提
供を行います。
　また、アダプトプログラムを推進す
るため、新規団体の育成に努めます。

55

黒浜沼周
辺整備事
業

　貴重種を含む多様な動植物を
育む黒浜沼、緑のトラスト第１
１号地及びその周辺地を、豊か
な自然環境が良好な状態で後世
に継承できるよう管理を行う。

みどり環
境課

　原風景保存のため元地権者等に稲作委託
しました。
　保全地の除草を行い、景観の維持及び見
学者の利便性に配慮しました。
　また、外周道路、遊歩道周辺についても
除草を行いました。

a 達成

　原風景保存のため、稲作を続けま
す。
　同じく、駐車場及び散策路周辺の除
草、周辺道路沿いの除草も継続しま
す。
　買収したトラスト用地及び既存の用
地を維持・管理し、活用方法を検討し
ます。

2,808

　公園の花壇、植え込み、市内
の緑地等、市内各所に四季折々
の花を植え、それらを市民、関
係団体、企業等が協働で管理し
ていくことにより、花と緑のま
ちづくりを行っていく。花壇に
は、管理するかたの名前を記し
た看板を設置する。
　また、各分野にわたる市内の
団体で構成された「蓮田市コ
ミュニティづくり推進協議会」
が行う活動の中で、花いっぱい
運動を年２回実施していく。

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業

179
（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

みどり環
境課

　山ノ神沼北西の民有地の売買契約を締結
しました。

a 達成

　新たに取得した用地を含め、山ノ神
沼及び周辺の環境保全・整備に努めま
す。
　将来に向けて、維持・管理及び活用
方法を検討します。

31,000

農政課

　維持管理作業委託及び仮設トイレ維持管
理委託の発注を行い、山ノ神沼敬愛会に報
奨金を交付しました。山ノ神沼敬愛会の活
動として、参加者43名によるボランティア
清掃活動を1回、役員による清掃を10回開
催しました。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋の老朽
化に伴う撤去に向けて埼玉県との調整を行
いました。

b 一部達成

　維持管理作業委託及び仮設トイレの
維持管理を行い、山ノ神沼敬愛会を中
心にボランティア清掃活動を継続して
いきます。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋に
ついて、危険防止対策として撤去工事
を行います。

1,317

山ノ神沼
周辺整備
事業

180
（再掲）

　農業用水利施設として円滑に
機能するよう保全改修を行うと
ともに、貴重な水辺空間の環境
を維持し、自然・田園風景と気
軽に楽しくふれあえる空間を創
出する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

土地改良
基盤整備
推進事業

　ほ場の大型化や用排水路・道
路等の農業生産基盤を総合的に
整備し、効率的な農業の展開と
農地利用集積等を進める。
　「閏戸耕地」は、埼玉型ほ場
整備事業として、地元との協議
を踏まえ推進し、早期完成を目
指す。

農政課

　ほ場整備事業について、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止の観点から、江ヶ崎・実ヶ谷
土地改良区の結了総会を延期しました。
　閏戸地区のほ場整備事業について、5月29日
に工事完了検査を行い、8月11日に埼玉県から
蓮田市へ道路・水路の引き渡しを受けました。
埼玉県から蓮田市に所有権移転登記が完了しま
した。所有権移転登記した土地の地目を農地か
ら変更するため、庶務課を通して久喜法務局と
協議を行いました。

b 一部達成

　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区の結了総会を書
面開催にて実施します。
　江ヶ崎・実ヶ谷及び閏戸土地改良組合の土
地改良竣功記念碑を建立します。
　閏戸地区のほ場整備事業について、蓮田市
に所有権登記した土地の地目変更を行いま
す。

0

ふれあい
農園管理
運営事業

　農作業を体験したい市民のレ
クリエーションとしての自家用
野菜、花の栽培や高齢者の生き
がいづくりなどのニーズに応え
るため、適切な管理運営を行う
とともに、拡張と新規農園の検
討を行う。

農政課
　閏戸・川島ともに空き区画について、直営で
除草・異物除去・耕うんを行い整備後、貸出を
行いました。

b 一部達成
　利用者の方々には今後も適切に利用してい
ただくよう周知を徹底し、良好な市民農園と
して管理運営を行います。

679

交流ふれ
あい支援
事業

　水田活用として、景観形成作
物のコスモス・そば等の栽培に
合わせて地元農産物の直売等の
イベントを行うことにより、各
地域の農業者と地域住民との交
流を図る活動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点
から、3地区のコスモスまつりと1地区のそばま
つりで開催を中止としました。
　黒浜地区のそばまつりは、「黒浜そばの会テ
イクアウト事業」と内容を変更して開催し、農
業者と地域住民との交流する機会を創出しまし
た。

b 一部達成
　今後も新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら開催について検討し、農業者と地域
住民との交流を図ります。

56

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策５

主要事業
№

166
（再掲）

170
（再掲）

171
（再掲）

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

貸農園事
業

　民間事業者と連携し、貸農園
事業を行う。蓮田スマートイン
ターチェンジを活用して都市住
民に訪問してもらい、農業体験
を提供する。

農政課
　スマートICを活用して都市住民が農作業して
もらう農園について、どのような形で進めてい
くか検討しました。

b 一部達成
　スマートICを利用した貸農園事業につい
て、情報収集を行い、事業の可能性について
検討します。

0
174

（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（１）地域コミュニティの活性化

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

コミュニ
ティ活動
への支援
事業

　各分野にわたる市内の団体で
構成された「蓮田市コミュニ
ティづくり推進協議会」が行う
活動に対し、補助金を交付す
る。

自治振興
課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、11月に「花いっぱい運動(駅
東西口及び市役所花壇)」を実施し、その
活動に対して支援するとともに補助金を交
付しました。
　R2年度は新型コロナウイルス感染拡大防
止を図るため、「ふるさと水辺ウォー
ク」、6月の「花いっぱい運動」、共助社
会づくりのイベント、コミュニティ講演
会、「やさしさいきいきフェスティバル」
は中止となりました。
　実施できなかった事業に対する補助金に
ついては、返還していただきました。

a 達成

　「蓮田市コミュニティづくり推進協
議会」が行う活動を支援するととも
に、活動に対する補助金を交付しま
す。

85

自治会の
活動支援
事業

　行政協力に対する交付金を自
治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を
図るため、蓮田市自治連合会が
行う事業や自治会活動の拠点と
なる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興
課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交
付しました。蓮田市自治連合会が行う事業
に対し補助金を交付しましたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止を図るため、実施
できなかった事業に対する補助金について
は、返還していただきました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった
4件（馬込自治会館、根金自治会館、下蓮
田公民館、椿山自治会館）について、事業
が完了しました。

a 達成
　引き続き適正な補助金の交付に努め
ます。

24,744
79

（再掲）

204

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＮＰＯ・
市民活動
支援事業

　ＮＰＯ・市民活動の活性化を
図るため、西新宿会館内に活動
拠点として設置している「市民
活動ひろば」の運営等を支援す
る。

自治振興
課

　市民活動ひろばについては、市民活動サポー
ター団体の協力（2団体）により、管理運営さ
れており、その支援を行いました。
　市民活動ひろばに設置している印刷機と複合
機の更新の準備を行いました。

a 達成
　市民活動サポーターの支援を行うととも
に、協力いただける団体を増やすよう努めま
す。

224

市民協働
推進事業

　市民が主体の新たな市民活動
が、市民と行政との協働事業に
つながるよう、各種市民活動団
体との協働を推進する。

自治振興
課

　市民課において転入者に資料を配布する際、
「自治会加入案内」を印刷した封筒を使用して
います。
　「自治会への加入促進に関する協定」に基づ
く市・自治連合会・宅地建物取引業協会の3者
による意見交換会は、新型コロナウイルス感染
拡大防止を図るため、中止としました。

a 達成
　「自治会への加入促進に関する協定」に基
づく意見交換会を継続して実施します。

0

市民イベ
ント等支
援事業

　蓮田ランタイズが自主的に開
催する「蓮田マラソン・スイー
ツバトル」等市民団体が自主的
に開催するイベント等を支援
し、交流人口の増加を図る。

政策調整
課

　11月28日(土)に予定されていた第9回蓮田マ
ラソンは新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため、中止となりました。
　R3年8月19日(木)に予定されているパラリン
ピック聖火リレーの交通規制や警備について、
白岡市、埼玉東部消防組合・蓮田市消防本部・
岩槻警察・久喜警察と協議を行いました。

c 未達成

　新型コロナウィルス感染症拡大状況に留意
しながら、蓮田マラソンの支援を継続して行
います。
　また、R3年8月19日(木)に予定されている
パラリンピック聖火リレーの交通規制や警備
について市民団体等と連携・協働して実施し
ます。

0

基本政策６

主要事業
№

206

205

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

207
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　R2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、地域住民との交流イベントやサポー
ターを養成するイベントの開催は実施できませ
んでしたが、子育て支援センターや子育て広場
については、予約制で利用ができるようにし、
子育て中の親子を支援しました。

b 一部達成
　R2年度末で、地域交流会サポーターの登録
者数は32人であり、登録者数50人を目標に声
掛けを行っていきます。

0

子ども支
援課

　母子愛育会や家庭教育学級、家庭教育支援
チームの「ちょっと・ほっとタイム」に参加し
ている子育て世帯に対して、サークルづくりの
声掛けを行い、新しい子育てサークルづくりの
働きかけを進めました。

a 達成

　引き続き、母子愛育会や家庭教育学級、
「ちょっと・ほっとタイム」に参加している
子育て世帯に対して声掛けを行うとともに、
昨年度新型コロナウイルスの感染拡大により
実施できなかった家庭教育学級OBOG会の活動
を支援し、サークル活動の普及に努めます。

0

保育課

　例年、閏戸保育園子育て支援センターにおい
て、週１回サークル活動日を設け、会議室の団
体利用等、子育てサークル活動の支援を行って
おりましたが、新型コロナウイルス感染症の状
況により、サークル活動の利用の希望がありま
せんでした。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を
講じながら、引き続き閏戸保育園子育て支援
センターにおいて、週１回サークル活動日を
設け、会議室の団体利用等、子育てサークル
活動の支援を行います。
　子育て支援センターを利用している親子に
サークルづくりの声掛けを行います。

0

社会教育
課

「元気になれる子育て講座」を6月・7月に全6
回予定していましたが、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため開催を中止しました。

c 未達成

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、工夫
をしながら、講座を実施していきます。
また、引き続き子育てサークルを支援するこ
とにより、子育て世代の悩み・不安の解消及
び孤立防止に努めます。
より多くの子育て世代の保護者が参加し、
サークルや交流活動につながるよう努めてい
きます。

0

43
（再掲）

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークルに対して、子
育てに関する講座を実施し、活
動の場や情報の収集・提供の充
実を図る。子育て支援センター
や児童センター等に来所した親
子に対し、サークルづくりの声
掛けを行うとともに、会議室の
団体利用等子育てサークルの活
動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の
活性化を図るための研修を充実
し、サークルの指導者の育成を
図る。

42
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支
援課

　新型コロナウイルスの感染拡大に配慮しなが
ら親子ふれあい村のイベント開催を支援し、保
護者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者に保
育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行うイベン
トの開催を支援するとともに、保育ボラン
ティアの高齢化が進んできていることから、
新規ボランティアの募集を行っていきます。

2

社会教育
課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」を
交付しました。令和2年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で団体の事業が縮小となり、補
助額の残額について返還処理を行いました。

c 未達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添付資
料ともに提出するよう案内し、内容を審査の
うえ交付決定します。
　事業完了後は実績報告書を提出するよう案
内し、交付額を確定させます。事業の実施の
ため、団体に支援・相談を行っていきます。

402

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支
援課

　愛育会全体としては、6月に書面により総会
を実施しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、各地区愛育班のイベントは人数を制限し、
予約制とし、感染対策をとりながら４回のみ実
施しました。母子保健推進員としての訪問活動
は電話訪問により対応しました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問等あ
らゆる機会を捉えて母子愛育会のPRに努めて
いきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー体制を
継続していきます。

699

社会教育
課

　公民館や図書館において親子を対象とした行
事開催を予定していましたが、ほとんどの行事
が新型コロナウイルス感染症の影響で中止とな
りました。蓮田市子ども会育成連絡協議会に対
して、「蓮田市社会教育関係団体に対する補助
金」を交付しました。

b 一部達成

　行事開催にあたっては、新型コロナウイル
ス感染症の状況を鑑みながら内容や時期の検
討を行います。
　引き続き蓮田市子ども会連絡協議会に対し
て補助金を交付し、活動の支援を行います。

0

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
イベント等の実施は中止としました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、
安全に地域交流機会を提供できるイベント
や、子育て世代が楽しむことができるイベン
トを検討・実施していきます。

0

47
（再掲）

地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。

45
（再掲）

44
（再掲）

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ル・ガード・リーダーを中心と
した見守り活動の組織等との連
携により、地域防犯体制の確立
する。

学校教育
課

　登下校時における児童・生徒の安心・安全の
ために、スクールガードリーダーを中心とした
地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガード
リーダーを委嘱し、児童・生徒の安全を確保
し、地域の防犯体制を強化・確立させていき
ます。

50

福祉課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、施
設等へのボランティア派遣は約10回、「はすだ
地域支えあいサービス」のサービス提供は約
240回でいずれも前年度を大きく下回りまし
た。「ふれあい・いきいきサロン」でも開催を
見合わせたサロンが多く開催数・参加者数とも
前年の１割程度でした。「ひとり暮らし高齢者
等見守り事業」では、緊急事態宣言中は電話の
安否確認やﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞを送付しました。

b 一部達成
　引き続き、地域福祉事業の実施、地域活
動・ボランティア活動の推進等を支援してい
きます。

0

健康増進
課

　役員会に出席し、コロナ禍における伝達講習
会や役員会の開催について相談に応じるととも
に、新型コロナウイルス感染症に関する情報提
供をしました。
　地域推進活動として実施している楽しく歩こ
う教室について、助言や支援を行いました。

b 一部達成

　今後も引き続き食生活改善推進員の役員会
等に参加し、会の運営等に関する助言や支援
を行い、活動を支援していきます。
　また、食生活改善推進員養成講座である
「いきいき食生活教室」を開催し、会員数の
増加につなげます。

148

長寿支援
課

　コロナ禍において、中止となる事業が多い
中、老人クラブが実施する清掃活動や防犯パト
ロール等の地域活動に対して、側面的な支援を
行うことにより、地域福祉の向上に努めまし
た。

b 一部達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動を支
援していきます。

0

69
（再掲）

81
（再掲）

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。
　地域の老人クラブにおいて
は、「健康」「友愛」「奉仕」
の精神に基づき、身近な仲間と
支え合いながら実施する自主的
な清掃活動等に対する支援を行
い、地域福祉の向上を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

福祉課
　手話を広く周知していくため、手話奉仕員養
成講座（基礎）（合計27回）を実施し、11名が
修了しました。

a 達成

　R3年度に手話通訳者養成Ⅰ課程を行いま
す。継続的に手話奉仕員養成講座及び手話通
訳者養成Ⅰ課程を実施し、手話の普及に努め
ます。

510

長寿支援
課

　R1年度までは、地域敬老会や寿大学（老人ク
ラブ連合会と共催）を実施し、地域活動リー
ダーの育成に努めてきましたが、新型コロナウ
イルスの影響で、地域敬老会及び寿大学が中止
となり、R2年度は地域の人材育成が困難な状況
でした。

c 未達成

　感染症の流行状況を見ながら、実施の検討
をします。引き続き、地域敬老会事業の運営
の支援及び、寿大学を共催し、地域の人材育
成に努めます。

0

学校教育
課

　例年では福祉体験を市内の小・中学校で行っ
ておりますが、R2年度は新型コロナウイルス感
染症の影響で実施ができない学校もありまし
た。その中でも、小学校3校、中学校3校で福祉
体験学習を実施しました。

b 一部達成
　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活動を
軸とした福祉教育が児童・生徒に正しく理解
されるよう、引き続き支援していきます。

0

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
事業は中止としました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、
ハストピアサポーターズと協働による事業を
検討します。
　また、サポーターズ養成講座等を開講し、
人材育成を行います。

0

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・体育協
会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興や、各種団体等と協力・
連携して実施しているはすだス
ポーツフェスタ等のスポーツイ
ベント、また、各種スポーツ教
室の実施などにより、市民のス
ポーツ参加の機会をつくる。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
イベント等は中止としました。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み
て、スポーツ・レクレーションの普及事業を
推進していきます。

316

138
（再掲）

82
（再掲）

地域活動
の担い手
の育成事
業

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。

146
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　長編映画製作を目指し、映画
に関連するイベントなどを実施
することにより、「映画のまち
蓮田市」へ発展させ、映像関係
の企業や若者の関心を高め、人
口の増加を図る。
　また、地域の活性化を目指
し、交流の場となる活動拠点の
整備を進める活動を支援する。

商工課

　はすだFutureプロジェクトがR1年度に製作し
た短編映画「劇団かぞく」が、なかまぁる編集
部（朝日新聞社）主催「なかまぁる Short
Film Contest2020」で最優秀賞を受賞しまし
た。
　R3年1月24日に映画祭最優秀賞受賞を記念
し、「劇団かぞく」のオンライン上映会を開催
しました。

a 達成
　新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講
じながら、オンライン上映会等のイベントに
対し引き続き支援を行っていきます。

110

自治振興
課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活動
として、11月に新型コロナウイルス感染拡大防
止対策を図りながら、蓮田駅東口及び西口花
壇、市役所正面玄関前花壇に季節の花を植えま
した。また、年間を通して、各団体が交代で水
遣り等の維持管理を行いました。6月について
は、感染拡大防止を図るため、中止としまし
た。

b 一部達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推進協
議会の活動の一環として、花植えと維持管理
を継続します。

0

みどり環
境課

　花苗を希望している地元管理団体に花苗の提
供を行いました。
　アダプトプログラムの協力団他へ支援を行
い、公園点検について調整しました。

b 一部達成

　既存の団体には、引き続き花苗の提供を行
います。
　また、アダプトプログラムを推進するた
め、新規団体の育成に努めます。

55

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業

　公園の花壇、植え込み、市内
の緑地等、市内各所に四季折々
の花を植え、それらを市民、関
係団体、企業等が協働で管理し
ていくことにより、花と緑のま
ちづくりを行っていく。花壇に
は、管理するかたの名前を記し
た看板を設置する。
　また、各分野にわたる市内の
団体で構成された「蓮田市コ
ミュニティづくり推進協議会」
が行う活動の中で、花いっぱい
運動を年２回実施していく。

162
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（１）情報公開の充実・個人情報の保護

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

情報公開
制度の充
実

　行政運営を健全かつ安定に推
進していくためには、市民のか
たの市政に対する理解と信頼を
深め、知る権利を保障していく
ことが重要である。知る権利の
行使である公文書の情報公開請
求に対しては、個人情報保護の
徹底とのバランスなど考慮すべ
き事項も多いが、時代の変化に
応じた積極的な公開を行う。
　職員全員が情報公開、個人情
報保護の理解を深め、有効な情
報提供を行う。また、情報公開
請求に迅速に対応できるよう文
書管理面の強化を図る。

庶務課

　R2年度における「行政資料目録」を作成
し、行政資料コーナーに設置しました。
　また、情報の公開を求めて窓口に来た来
庁者には、開示を望んでいる情報の具体的
内容を聞き、該当所管課と調整するととも
に、個人情報の保護を図りながら積極的な
情報提供の案内を行いました。
　なお、R2年度の情報公開請求の請求件数
は61件でした。決定の内訳は、開示50件、
部分開示11件、不開示0件でした。また、
R2年度の個人情報の開示請求は15件でし
た。

a 達成

　引き続き、市民の利用しやすい行政
資料コーナーを目指し、充実を図りま
す。
　情報公開及び個人情報保護制度につ
いて、職員に啓発等を行い、さらなる
理解の促進を図ります。

0

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。
　情報セキュリティ基本方針及
び情報セキュリティ対策基準の
見直しを随時行うとともに職員
の情報セキュリティ意識の向上
を図るため、情報セキュリティ
研修を実施する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウド
に参加し、インターネットと庁内ネット
ワークの分離や、メール及びファイルの無
害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
いました。
　総務省及び地方公共団体情報システム機
構が提供する情報セキュリティ研修を、e
ラーニングにより全職員が受講し、修了し
ました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュ
リティクラウドに参加し、インター
ネットと庁内ネットワークの分離や
メール及びファイルの無害化処理等の
高度なセキュリティ対策を行います。
　総務省及び地方公共団体情報システ
ム機構の提供する情報セキュリティ研
修を、ｅラーニングにより実施しま
す。

3,597

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

121
（再掲）

208

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

蓮田市都
市計画図
基本図作
成事業

　蓮田市都市計画基本図を修正
するほか、用途地域を含む地域
地区の変更や地区計画の決定等
に伴い、都市計画図を修正印刷
する。

都市計画
課

　ごみ処理場等の区域の都市計画変更につい
て、蓮田白岡衛生組合と白岡市を交えた3者で
調整（元荒川の河川区域部分是正や道路の付替
え、作成図書、今後のスケジュール等）しまし
た。

b 一部達成

　ごみ処理場等の区域の都市計画変更につい
て、県下協議から始め、R4年3月に決定告示
ができるよう、蓮田白岡衛生組合と白岡市と
の3者で都市計画変更に向けた協議を進めて
いきます。

0

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに
情報を追加する。

都市計画
課

　立地適正化計画データ（居住誘導区域・都市
機能誘導区域(案)をテストサイトに追加）、洪
水ハザードマップデータを新規情報として追加
し公開しました。また、既存情報（都市計画情
報・指定道路網図等）の更新を行いました。

b 一部達成

　選挙ポスター掲示場所データを新規情報と
して追加できるか引き続き検討します。
　また、公開型地図情報システムを適切に管
理していきます。

3,585

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術（ＩＣＴ）を活用し
た教育の充実に努める。

学校教育
課

　長寿命化工事を行っている黒浜中以外の学校
で、GIGAスクール構想に伴う１人１台端末、校
内無線LANを整備しました。
　また、インターネット環境のない家庭を対象
に貸与WiFiルーターを整備し、子供の学習支援
の充実を図りました。

a 達成

　タブレット端末の使用目安や、ICTと従来
の授業のベストミックスなど、ICTの効果的
な活用に関する研究を進めて、先進校の事例
を市内に広げていきます。

562,851

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

67
（再掲）

31
（再掲）

209

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、防災
行政無線の内容や緊急情報等を
メールで配信する「安心安全
メール」を周知徹底し、登録者
の増加を図ることで難聴区域の
解消につなげていく。
　また、移動系防災行政無線の
デジタル化等あらゆる情報機器
を活用して、情報伝達体制の整
備を図る。

危機管理
課

　職員参集システムの操作方法習得のため、職
員参集訓練を6月、2月に実施しました。
　R1年度に整備が完了した、移動系デジタル防
災行政無線の操作研修を、各小中学校へ指定さ
れている、現場情報班職員へ実施しました。併
せて、IP無線機の整備を実施し、合計30台の配
備となりました。
　また、埼玉県防災無線地上系設備の再整備工
事が9月に完了し、毎月の通信訓練により、操
作方法の習熟に努めました。
　市と自主防災組織協議会で共同発行している
「防災への備え通信」や、市広報等において、
安心安全メールのPRを行いました。

a 達成

　新たに整備された移動系デジタル防災行政
無線の操作の習得や運用方法を整備し、災害
時に活用できるよう努めます。様々な通信連
絡体制の確保のため、IP無線機についても計
画的に整備します。また、安心安全メールに
ついても、引き続き重要な情報伝達手段とし
て、登録者の拡充を図ります。

13,852
120

（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　現行の「せんべい」の返礼品名を「はすぴぃせんべ
い」に変更した他、日本梨やお米、レトルトカレー、
はすぴぃグッズセット等を新たな返礼品として募集を
開始しました。
　R1年度の蓮田市外に住民登録がある方からの寄附が
減少したことから、6月1日より返礼率及び送料の変更
を行いました。（送料一律1,400円→記念品代と送料
の合計金額が寄附金額の40％以内、返礼率20％以内→
30％以内）

a 達成

　ふるさと納税サイトを複数利用することで、販
路拡大等の検討を行います。
　ふるさと納税記念品について庁内で提案しても
らうなど、記念品目数の増に努めます。

5,927

広報広聴
課

　蓮田NAVI(ガイドマップ)の内容を新しい写真や情報
へ更新しました。シティセールスを拡充するべく新版
を12,000部作成し、転入者や希望者へ渡るよう庁内及
び市内公共施設へ配置しました。

b 一部達成

　雅楽谷の森フェスティバルのテーマソングがコ
ロナ禍でも毎年、開催時期に蓮田駅発車メロディ
となるよう依頼をしていきます。
　また、開催イベントについて、ツイッターやイ
ンスタグラム、データ放送等を活用して市の魅力
を発信していきます。

676

広報広聴
課

　はすぴぃのキャラクターグッズは、新たにコットン
ギャザーバッグとクリアファイル（2枚セット）を作
成しました。
　テレビ埼玉の「情報番組マチコミ」の番組の中で、
SDDKダンスの企画や、埼玉県150周年1年前イベント等
への参加を行い、市のPRを行いました。
　また、感染対策を実施したうえで、はすぴぃの結婚
記念撮影サービス3件、着ぐるみの貸し出し2件を行い
ました。

b 一部達成

　引き続き、はすぴぃのキャラクターグッズ作成
や感染対策を強化した着ぐるみ貸し出し及びイベ
ントへの参加などを行い、市の魅力をPRしていき
ます。

820

商工課

　R3年2月27日からから3月21日の期間、蓮田サービス
エリア（新上り線）の催事場で開催された「埼玉ファ
クトリーフェア」で、はすだ観光協会が製作したはす
ぴぃグッズの販売を行いました。
　はすだ観光協会が製作したはすぴぃグッズをふるさ
と納税の返礼品として登録しました。

a 達成

　引き続き、はすぴぃグッズの販売を行い、はす
ぴぃを活用したシティセールスを行っていきま
す。
　各種イベントの主催者に、広報大使の活用につ
いて働きかけていきます。

0

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

210

211

マスコッ
トキャラ
クターや
広報大使
を活用し
たシティ
セールス
推進事業

　マスコットキャラクター「は
すぴぃ」の着ぐるみ、グッズ、
デザインやはすだ広報大使
「にゃんたぶぅ」を活用し、市
のＰＲを市内外で積極的に行
う。
　また、観光情報の提供、イベ
ントの開催・後援を行い、観光
行政の一端を担っているはすだ
観光協会が、主催事業の充実や
はすぴぃグッズ等の開発・販売
を促進できるよう、事業費の一
部を引き続き補助していく。

シティ
セールス
の推進

　ふるさと納税の記念品の充実
を図り、市の特産品を全国に発
信していく。
　ＳＮＳや公式ホームページを
活用した情報発信、蓮田駅オリ
ジナル発車メロディへの変更や
蓮田探検ガイドツアー、令和２
年度にはガイドマップの新版作
製等により広く市のＰＲ、魅力
発信を行っていく。

-144-



地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

パブリッ
クコメン
ト制度の
充実

　市民と行政の協働によるまち
づくりを推進するため、引き続
き関係する各課にパブリックコ
メントの実施を働きかけ、市の
基本な施策に関する計画や条例
の策定段階で市民から意見を募
集する。
　また、パブリックコメントの
意義、手法などについて、庁内
に周知する。

広報広聴
課

　市の基本的な施策に関する計画及び条例を策定する
際には市民等から広く意見を求めるよう、6月と12月
に庁内に向けて掲示板で周知をしました。
　R2年度は、7件の計画（案）について意見募集が実
施され、7件の意見が提出されました。

a 達成

　政策形成・実施過程に市民が参画する仕組みと
して、市の基本的な施策に関する計画や条例の策
定にあたっては、市民等に広く意見を求めるよう
庁内各課への周知回数を2回から4回へ増やしま
す。
　また、パブリックコメントの確実な実施を促
し、実効性を高めるために、実施の趣旨や手法、
スケジュールについても理解しやすいよう周知し
ていきます。

0

政策調整
課

　定住・子育て応援促進サイトの掲載情報の更新を広
報広聴課へ依頼し、レイアウトの見直しや蓮田駅西口
行政センターオープンにあわせ、プレックス・キッズ
等の紹介を追加しました。
　R3年1～2月のアクセス数は1419件、前年比134％と
なりました。

b 一部達成

　定住・子育て応援促進サイトにおいて、積極的
に新しい情報を発信し、アクセス数の増加を図
り、関係人口や交流人口、移住・定住人口の増加
を目指します。

0

広報広聴
課

　蓮田の魅力を発見するための契機となるよう、定
住・子育て応援促進サイト内の情報を見直し、さまざ
まな事業の進捗状況に合わせて、新しい写真や情報へ
更新し、各種情報提供を行いました。

b 一部達成

　定住・子育て応援促進サイトについて、特に若
年層にターゲットを定め、魅力ある蓮田の情報発
信を行い、人口増加に繫がるようアクセス数の増
加に努めます。

1,652

6
（再掲）

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

　公式ホームページについて、
次期システムの検討、構築を行
う。並行して、定住促進サイト
「ちょうどいい蓮田」につい
て、アクセス数の増加を図るた
め、内容を充実させていく。

212
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　新型コロナウィルス感染症拡大の状況を踏ま
え、第1回行政改革推進委員会を中止し、書面
にて委員から質問や意見等をいただきました。

a 達成
　引き続き、第七次行政改革大綱及び実施計
画の進行管理を行い、効率的・効果的な行政
運営を推進していきます。

133

関係各課
（社会教
育課）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨
時休館および利用制限を実施したため、使用料
等の見直し等を行うことはできませんでした。

c 未達成
　各公共施設と調整を図りながら、使用料の
見直しおよび利用者の利便性向上について、
検討していきます。

0

人材育成
推進事業

　人づくり広域連合研修や三市
一町共同研修への参加を通じ
て、市職員としての意識改革を
図り、接遇・資質の向上を目指
す。
　職場環境づくりの方策とし
て、メンタルヘルス相談・スト
レスチェックを行い、健康に働
く職場づくりに努める。
　人事評価研修を実施し、人事
評価システムを推進する。

秘書課

　新規採用職員研修、三市一町共同研修会の応
対能力養成研修や選択研修に職員を派遣しまし
た。
　毎月1回、産業医による健康相談を実施しま
した。
　メンタルヘルスについて、電話及びメールに
よる相談を常時実施するとともに、毎月1回の
面接相談を実施しました。
　ストレスチェックの実施結果に基づき、高ス
トレス者に対し、希望により産業医による面談
を実施しました。
　目標管理(業績評価)、勤務評定(能力評価)を
実施しました。

b 一部達成

　引き続き計画的に研修を実施し、職員の能
力向上及び意識改革に取り組みます。
　職場環境づくりの方策として、産業医健康
相談やメンタルヘルス相談を継続して実施す
るとともに、メンタルヘルス不調の未然防止
を目的にストレスチェックを実施します。
　心の病が原因で休職する職員について、専
門医のアドバイスを受けられるよう取り組み
ます。
　目標管理（業績評価）、勤務評定（能力評
価）を引き続き実施し職員の意識向上を図る
とともに、評価結果を活用していくための人
事評価制度の構築を進めます。

5,113

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

214

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

213
行政改革
推進事業

第七次行政改革大綱及び実施計
画（計画期間平成３０年度から
令和４年度）に基づき、効率
的・効果的な行政運営を推進し
ていく。

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画 R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

財政健全
化事業

  総合振興計画を着実に推進で
きるように、財政健全化に努め
る。将来負担比率と実質公債費
比率のバランスを考慮し、借入
れをする場合には、借入の利率
と償還年数、年度ごとの償還額
に留意するとともに、できる限
り交付税措置のある起債を選択
するなど、次世代へ過度の負担
にならないように努める。

財政課

　借入利率と償還年数に留意した地方債の借入
れや、交付税措置のある臨時財政対策債や緊急
防災減災事業債の借入れ(起債)をし、財政の健
全化に努めました。
　R1年度の経常収支比率は、91.3%となり、成
果指標である88％を下回ることができませんで
した。

c 未達成

　第5次総合振興計画を着実に推進するとと
もに、財政健全化を図ります。
　借り入れを行う場合は、借入利率や償還年
数、年度ごとの償還額に留意するとともに、
できる限り交付税措置のある起債の選択をす
るよう努めます。

0

総合行政
システム
整備事業

　標準パッケージソフトのノン
カスタマイズ運用を堅持するこ
とにより、制度改正やシステム
更新時の人的・経済的負担を最
小限に抑え、将来の自治体クラ
ウド化等最新の技術への対応が
容易になるようにする。
　平成２８年度から単独クラウ
ド方式に移行しており、安定し
たサービスとコストの削減を図
る。また、事務の標準化が可能
な自治体との共同クラウドに向
けて調査研究を行う。

電算課

　ノンカスタマイズ運用を堅持し、効率的な総
合行政システムの運用を行いました。
　また、次期総合行政システム移行に併せて、
行田市と情報システムの共同利用に関する覚書
を締結し、他の自治体との共同クラウドが実現
しました。

a 達成

　引き続き、ノンカスタマイズの方針を継続
します。
　また、自治体共同クラウドの構成団体であ
る行田市との連携を密にし、総合行政システ
ムの安定した運用とコストの削減を図りま
す。

144,957

215

216
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（２）施設の計画的な管理

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

庶務課

　R3年3月に蓮田市公共施設個別施設計画
を策定しました。
　また、同計画の策定に伴い上位計画であ
る蓮田市公共施設等総合管理計画を同年同
月に改定を行いました。

a 達成

　蓮田市公共施設等総合管理計画及び
蓮田市公共施設個別施設計画が計画通
り運用が行えるよう、各関係課と連携
を図り、進行管理を行っていきます。

12,844

関係各課
（長寿支
援課）

　老人福祉センターではボイラー更新工
事、空調集中コントローラー交換修繕、玄
関アーチと更衣室棚の鉄骨塗装工事等を行
いました。

a 達成

　利用者へのサービスが低下しないよ
う、指定管理者と連携しながら、施設
の状況を確認し、計画的に修繕等を
行っていきます。
　センター内10か所の洗面の自動水栓
工事を実施するなど、感染症対策を進
めます。

0

関係各課
（教育総
務課）

　R1年度に実施した学校施設の劣化診断調
査の結果に基づき、「蓮田市立小中学校施
設長寿命化計画」を策定しました。

a 達成
　蓮田市立小中学校施設長寿命化計画
に基づき、学校施設の総合的かつ計画
的な維持管理に努めます。

5,390

関係各課
（文化ス
ポーツ
課）

　総合市民体育館パルシーについては「蓮
田市総合市民体育館大規模改修及びサブア
リーナ建設基本計画策定業務委託」を発注
しました。
　また、サブアリーナ建設等検討会議開催
に向け要綱を制定しました。

b 一部達成

　総合市民体育館の大規模改修及びサ
ブアリーナ建設について、検討会議の
意見を聞きながら基本計画を策定しま
す。

0

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

　蓮田市公共施設等総合管理計
画の方針に基づき、総合的かつ
計画的な維持管理を行う。

インフラ
維持管理
の効率的
なマネジ
メントの

実施

217

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（３）民間活力の導入

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

中央公民
館パーキ
ングシス
テム導
入・活用
事業

　中央公民館駐車場のパーキン
グシステム導入に向けて検討す
る。

社会教育
課

　R2年6月29日にR2年度中央公民館物件調
査積算業務委託が完了したことを受けて、
R3年2月5日、中央公民館駐車場工作物立竹
木移転補償が完了しました。

a 達成

　R3年度内に駐車場隣接地の用地取得
を進めます。
　また、駐車場有料化に向けた駐車場
整備設計業務委託についても、事業進
度を見据えて推進していきます。

2,889

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

　黒浜中学校において、水泳指導民間連携
事業を実施しました。

a 達成

　引き続き、黒浜中学校において水泳
指導民間連携事業を実施するほか、令
和４年度以降に実施校拡大に向けた検
討を行います。

2,750

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

218

53
（再掲）

R2年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（４）行政組織の効率化・人材育成

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　R3年4月1日からR7年4月1日までの5年間
の定員適正化計画(第4次)を策定し、3月議
会で行政報告を行った他、ホームページで
も公表しました。R2年4月1日の計画480人
に対しR7年4月1日は495人の計画としまし
た。

a 達成
　計画に沿った人員配置を行うことに
より効率的な行政運営を図ります。

0

秘書課

　定員適正化計画に沿った職員採用を実施
しました。
　R3年度からR7年度までを計画期間とし
て、女性活躍推進法に基づく蓮田市特定事
業主行動計画（改訂版）を策定しました。
　次世代育成支援対策推進法に基づき策定
した第2次蓮田市特定事業主行動計画に基
づき、子育てしやすい職場環境づくりを推
進しました。

a 達成

　引き続き、定員適正化計画に沿った
職員採用を実施します。
　再任用職員及び会計年度任用職員の
適正な配置を行います。
　各特定事業主行動計画の進行管理を
行っていきます。

25,316

R2年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

219

蓮田市定
員適正化
計画及び
蓮田市特
定事業主
行動計画
の進行管
理

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

　社会情勢等の変化に迅速に対
応できる執行体制を目指し、定
員適正化計画や特定事業主行動
計画の進行管理を行う。
　令和３年度から令和７年度ま
でを計画期間とする第４次蓮田
市定員適正化計画を策定する。
　令和２年度から適用の会計年
度任用職員制度について、適正
な任用を行う。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

政策調整
課

　利根未来プロジェクトによる取組の推進やオリンピッ
ク・パラリンピック大会前のイベントに参加し、シティ
セールスを行う予定でしたが、新型コロナウィルス感染
症による中止に伴い、事業が行えませんでした。

c 未達成
　新型コロナウィルス感染症の状況を見極め、引き
続き、近隣市町や利根地域振興センターと連携し、
地域活性化事業を推進します。

0

広報広聴
課

　市内外への情報発信の一端として、ところざわさくら
タウン内の市町村PR展示スペースへ、「蓮田NAVI」(ガ
イドマップ)の展示を依頼しました。140部の設置をして
いただきました。

b 一部達成

　コロナ禍により近隣市町との連携が制限される状
況下においては、社会状況を見定め、感染対策を強
化し、近隣市町との連携イベントの際にはPR情報を
発信していきます。

0

広報広聴
課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、市民まつり
での交流や保育園交流をすることはできませんでした
が、市役所内の松川町コーナーのデザインを刷新しまし
た。コーナーを訪れた人に松川町を理解し、興味を持っ
てもらえるよう、パンフレットを設置や写真を増やす等
の装飾を行いました。

b 一部達成

　感染症が収束に向かった場合には、松川町と友好
姉妹都市の交流を深めるべく、自治体だけでなく民
間との交流も進めていくよう相互に調整を図りま
す。

0

学校教育
課

　R2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、
松川町との交流事業は中止となりました。

d その他

　R3年度は、実施時期に東京オリンピックが重な
り、松川町でも選手団の受入れを行うことから、蓮
田市との交流事業はR3年度に限り中止の申入れがあ
りました。R4年度に向け、事業実施の計画を立て、
松川町との連絡調整を行います。

0

第５次総合振興計画

221

長野県松
川町（遠
隔地自治
体）等と
の友好交
流

　友好姉妹都市の盟約を締結し
ている長野県松川町と、友好と
親善の絆を深め、将来に向けて
両自治体が協調した発展を目指
し、官民問わずさらなる交流を
深めていく。
　また学校関係でも、小学生の
視野を広げリーダーとなる人材
を育成することを目的に毎年お
互いのまちを訪れ、さまざまな
体験を通しながら親交を深めて
いく。

220
近隣市町
連携事業

　埼玉県利根地域振興センター
や同管内市町、その他近隣市町
と連携して、地域活性化事業を
推進するとともに、市外でシ
ティセールスのイベント等を合
同で行い、人口増加策の推進を
図る。

ＣＨＥＣＫ
（評価） R2年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） R2年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給付状況に注意
し、適正な予算執行を行いました。
　手話奉仕員養成研修（基礎）を実施し、11名が修了し
ました。自立支援協議会では、3月27日に地域支援拠点
整備を整備し、緊急時における対応などの充実を図りま
した。

a 達成

　障害サービスのニーズを把握するとともに、給付
状況を精査し、適正な予算執行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営されるよう、3市2
町（蓮田市、幸手市、白岡市、宮代町、杉戸町）、
圏域内の事業所と連携を強化していきます。

55,909

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施し、一体的な
サービス提供のための情報冊子として在宅医療・介護連
携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回開催し、在
宅医療・介護における新型コロナウイルス感染症対策を
中心に課題の抽出と対応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護関係者研修を開催し、関係者の資質向
上と情報の共有を図りました。(3回予定していたとこ
ろ、ウェブで1回の開催となりました。参加者100人）
　住民への在宅医療と介護の普及啓発として、在宅医療
と介護の市民講座（全4日間）を1回開催（参加者延69
人）、出前講座11回(受講者219人）実施、エンディング
ノート配布と説明会（13回開催、参加者255人）、エン
ディングノート完成記念講座1回（参加者50人）実施し
ました。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を設置し専門
的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めている在宅医療
連携拠点の機能を強化するため、医師会、協定市町
（久喜市、白岡市、宮代町）との連携をさらに進め
ます。特に、在宅療養患者の急変時の切れ目のない
医療・介護体制構築の取り組みを具体的化します。
　医療・介護関係者との連携強化のため、コロナ禍
でも可能な研修会や連携会議の開催方法を研究し、
実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、市民講座や
出前講座を開催します。特にエンディングノートを
活用したACPの普及啓発では、多くの方に関心を持っ
て、在宅医療を考えていただく機会となるような事
業を展開します。

5,088
92

（再掲）

84
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） R2年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

蓮田白岡
衛生組合
運営事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成
している衛生組合の効率的・効
果的な運営に努め、廃棄物の安
全な処理を行う。

みどり環
境課

　蓮田白岡衛生組合とともに、資源物の持ち去りパト
ロールを行いました。
　蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者で事務研究
会を4回開催し、情報交換等を行いました。

a 達成

　引き続き、蓮田白岡衛生組合とともに資源物持ち
去りパトロールを行います。
　また、蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者で
事務研究会を開催するとともに、課長会議へ出席し
ます。
　衛生組合の運営費を負担し、適正な運営を支援し
ます。

634,829
183

（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

彩の国
ロードサ
ポート制
度の推進

　埼玉県管理道路の歩道部分に
おいて、住民と行政が協力し
て、快適で美しい道路環境づく
りを推進する。

道路課

　ロードサポート制度・活動団体・支援者募集
チラシおよびロードサポートニュースを配布
し、制度のPR・参加団体募集に関して周知に努
めました。

a 達成
　引き続き、制度のPR・参加団体募集に関し
て周知を行っていきます。

0

政策調整
課

　新型コロナウィルス感染症防止のためイベン
ト等の事業は実施できませんでしたが、第5次
総合振興計画審議会、蓮田ブランド推進協議会
に委員として出席していただきました。
　また、3月12日、蓮田市商工会、人間総合科
学大学と市の3者による、「防災・災害対策等
リスクマネジメントに関する協定」を締結しま
した。

b 一部達成
　引き続き、教育関係機関との連携事業を行
います。

0

関係各課
（商工
課）

　人間総合科学大学、日本薬科大学へ「蓮田ブ
ランド推進協議会」委員の推薦を依頼し、各大
学から1名の推薦をいただき、委員として活動
していただきました。

a 達成

　引き続き、蓮田ブランド推進協議会の委員
として活動していただきます。
　市民まつり等のイベントが実施された際に
は、両大学や蓮田松韻高校にボランティアス
タッフとして参加してもらうよう依頼を行っ
ていきます。

0

関係各課
（社会教
育課）

　R2年度は新型コロナウイルスの影響で公民館
主催事業がほとんど中止となり、人間総合科学
大学及び日本薬科大学との企画も中止しまし
た。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、工
夫をしながら、引き続き、大学等との連携を
図ります。

0

R2年度
決算額
（千円）

222

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

　大学等と連携して事業を推進
することで、多様化する市民
ニーズに応じる。
　包括協定を締結している人間
総合科学大学及び日本薬科大学
と連携事業を推進する。
　また、蓮田松韻高校や市内の
教育機関等とも同様に積極的に
交流を進めていく。

教育機関
等連携事
業

223
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

政策調整
課

　蓮田駅オリジナル発車メロディ変更は、新型
コロナウイルスの影響で雅楽谷の森フェスティ
バルが中止になったことに伴い、行いませんで
した。
　また、西武ライオンズとの連携事業について
も、新型コロナウイルス感染症対策のため、事
業中止となりました。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を見なが
ら、引き続きフレンドリーシティに基づく事
業を実施します。

0

関係各課
（危機管
理課）

　ヤフー㈱、㈱ＯＳＧコーポレーション、東京
電力パワーグリッド㈱埼玉総支社、蓮田市内郵
便局、蓮田市商工会、人間総合科学大学、㈱大
宮教育センター、㈱バカンと協定を締結しまし
た。
　また、ネッツトヨタ東埼玉㈱より、新型コロ
ナウイルス感染症に対応した飛沫循環抑制車両
の貸与を受け、感染拡大防止に努めました。

a 達成

　今後も、様々な分野の団体と協定が締結で
きるよう努めます。また、協定の性質や内容
によっての整理や、協定団体等との実災害発
生時での情報連絡体制の整備に努め、協定の
実効性を高めます。

0

関係各課
（商工
課）

　市内の銀行等に小規模事業者等支援金、家賃
支援金のチラシや蓮田ブランドキャッチコピー
募集のチラシを設置していただきました。
　10月23日から25日の3日間、JR東日本、伊奈
町観光協会、埼玉新都市交通株式会社と市が事
務局を務める「はすだ観光協会」が共同で「駅
からハイキング」を実施する予定でしたが、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しま
した。11月10日にR3年度の実施に向けた打ち合
わせを行いました。

a 達成
　引き続き、民間企業等と連携した事業を実
施していきます。

0

民間企業と連携することで民間
企業の長所を生かした事業を推
進し、時代に合った行政サービ
スの提供に努める。
　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、企業支援にとどまらずま
ちづくりについても連携を図っ
ていく。

民間企業
等連携事
業

224
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R2年度） 担当課 課別

R2年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R2年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

ＰＬＡＮ

政策調整
課

　関東財務局の統括事務官等に人事異動があっ
たことから、7月7日、みどり環境課と訪問を行
い、挨拶並びにこれまでの状況を説明しまし
た。
　10月21日、みどり環境課、道路課、都市計画
課と会議を開き、R4年4月1日にバス路線の延伸
が実現できるよう今後各課で取り組むことを確
認しました。

c 未達成
　財務省用地の取得については、関東財務省
とのまだ折衝が必要であるため、今後も継続
して調整を行っていきます。

0

関係各課
（みどり
環境課）

　黒浜公園周辺の用地取得について、関東財務
局へ計画の進行状況を説明するとともに、用地
買収などの打合せを行いました。

b 一部達成

　財務省との打合せを継続し、用地取得を早
期に実現できるよう進めます。
　また、病院用地の利用についても、病院と
の打合せを行います。

0

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

　黒浜中学校において、水泳指導民間連携事業
を実施しました。

a 達成
　引き続き、黒浜中学校において水泳指導民
間連携事業を実施するほか、令和４年度以降
に実施校拡大に向けた検討を行います。

2,750

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、補助
金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な事
業を実施し、福祉サービスの推進及び充実を図
ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉協
議会に委託し、関係機関と連携して障がい者の
就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予定の
事業の確認や情報共有を図り、密接な連携や
協力をすることで、地域福祉の推進に努めて
いきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援セン
ター事業を委託し、適切な就労支援を行いま
す。

69,136

53
（再掲）

80
（再掲）

225

東埼玉病
院周辺の
活用の検
討

　独立行政法人国立病院機構東
埼玉病院周辺地域の有効な活用
に向けて、関東財務局等との関
係機関と調整し検討を行う。
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